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4 定時評議員会決議お知らせ

昭 和63年 3 J- J  23 日 開 催 の 定 時 評 議 民 会 に お い て 、 下 記 の と お り 役

員 の 改 選 、 昭 和63年 度 予 業 計 画 並 び 》 こ 収 支 予 算 が 決 ま り ま し た の で 、

こ こ に 会 告 い た し ま す 。

(1) 評 議 只 会 正 品IJ 議 長 の 選 任

議 長 高橋保犬氏( 銭外. ' r ，* I 1 ) b! 1] 議長 多チ|二幸男氏( 多J i ' ill 築研究所)

1 . 昭和63年度会長・副会長・理事・監事

( 敏称略)

新( 長) ff: 留 ff: 

会 長 佐野. i E - (' idt' ill 築設，，1';1吋め1斤)

副会長

JE li. 本 (!!l ItJ J に 絵村 ＱＱｾ ーＨ般 +、I *U) 

rfi )11  : ぷ( 点知I ill ｾ島 Ｇｉｩ 務所Ｉ 楽 袋 公 明 ( 日 処 設 ，;1') 

理 事 間市; 行持( I i ( { 相l 目立 ， ｾｉＧ＠ )  大 附 外( 大 H  組)

金 J ド 弘 次 ¥8 本生l ! 築総合試験所 ) ' ，' 合健雄( i ! i : 後 大

金 多 1叔{ 点 間i 大 マ: ) ，(.) ;f'ミ ft( 住宅 ｉＺｬ ￍｊｬｩｴｾｬｾ￼ 公閃

( 技術) 小 品 雄 (1血 μ』 ill ぷ} 中 島 一愛知. . r : 某大学

if( Ｇｬｾ＠ 好 i;i ¥近 畿 大 ! 反主E一自11 ( 大阪市都市繁 liilluj

西 村 iミヂ( 似 ，dEF'e， -- '，lL 欽 ] 脈 問 明 治 ( 大 阪 府 ill 築 部 )

ｩ 土谷｛ｬｪ ｬ ， ｲｾｪ 日 ＱＱ ( U ill 
“引又、 ; 十) '11: ι; ifi (大 lti: ill 政)

ヨ ｬＧ 旧詰ｾ !i J  (千 11I ill ｾ長桃込研究所Ｉ 村 上 秀 犬 ( 大 阪 減 ホ ー ル )

松 村 峰 三 (illi 辺
比"え、 ｾｉＮＩ＠

八卜J斗健二( 竹' 1 ' 工務 1m

三 品 rr 犬( 大阪市 ill 築技術協会)

浅沼Ｆ犬、 ｩＧｾ m 制lJ 大林 ￬ｾＧ 郎 ｦ 大 十品 *ll) 

板 jj: ' i ' 介、 f由 谷 *11) 奥 村 俊 夫 ( 奥 村 *11) 

今村祐三日11 ¥人阪 ill.i 主主協会) 銭 高 善 雄 ( 銭 正h 車ll)

( 総合) 加I lIi長久日11 (/; 111 ill 政) 竹 中 銚 ー ( 竹 中 仁 務 的 )

話j 池縦一( 凶1 池 *10 成 i軒l 宗 Wi 水 ill 設)

桜木隊二三Ｈ騰水 ｬｾ ffi 1，11) IIII 野 俊 太 郎 ( あ め り か h ' )

渡 辺 式 ( 7 ジ タ 工 業 )

(' ，丘公 )

小 林 問 自11 ( { t  J.i. 'Ill ;{1) i x 海 正 雄 ( i x iftt ilL ｾ｜Ｉ＠

平 尾 勝 ( ダ イ ダ ン) 止?山 繁 ( 近 畿 1立公ユ: '1>) 

( 管工)

作 一 郎 ( 耐 ，，;¥iQi 吐 L :tt 所) hY水J主-J i ! II(i ，'i 水 工 業 所 )

凶i 角 { 足 (illi 1，;.' L  ｾＩ＠ ぬi 内 史 日11 Ｈｾ＠ ム 生)

川 岸 繁 犬 ( 川 常t 耳、) li. 1J!i' - ]l ll ( ユ オ ン)

( 建材)

波 辺 必( J k iY シヤ y ? ー) 中 西 孝 ( 7 ノ ア ン)

Ｚｪｾｦｦｩ ｲＮＮＮ ｪ＠
怯回至弘( ¥' 1 tfi 理 ｊｉｾ＠ }  

古 田 悦 二 ( 常 重量 理 :11， 

監 事 島民i 約四日11 ( ニ 比 '全 ; 凋) 牧 田 顕 治 ( 新 H  割l )

2. 昭和63年度事業計画

本年度も、 会誌「建築と社会」 の 充 実 を は か る と 共 に 、 会 以IVid虫

を最ｩｈ点とするほか、現行ー ｌｾ 業の活性化と、新規ＱＩｾ業の企画に取り

車且む「。

ま た 、 昨 年 は 協 会 創 立70周 年 に 当 り 、 各 干of[ 'J . i - 業を実施したが、住

宅 肢 の | 刻 催 、 住 宅 資 料 の 出 版 、 す ま い の 絵 本 の 発 行 が 本 年j支 の 災 地

となる。なお、各干i[! 手持資料の公| 刻、サロンの利用、貸会，議室など、

会 只 へ の サ ー ビ ス li'J 上 、 会 以 相 互 の : 交 流 に 役 立 つ み 囲 気 づ く り に 努

める。

① 会 誌 「 建 築 と 社 会 」 の 発 行 ( A 4 判j 変 形 ・ 月 刊 )

② 〈プ ロ の ノ ウ ハ ウ 〉 と選 書 特 装 本の 企 画 ・ 発 行

③ 講 習 会 な ど の 実 施

｀処築工 Ｇｊｾ 災 ｦＶ 品科会 @ 研 修 会

④ 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル の 実 施

⑤ 工 高 建 築 科優 秀 卒 業 生 へ の 表彰 状 授与

⑥ 若 い 会 員 の 集 い

⑦ 各 種 見 学 会

③ 委 託 業 務 の 受 託

⑨ その他

日 本 建 築 協 会 会 告一 一 一 一

3. 昭和63年度収支予算

収入の部 Jji.{立 TIY

大 千千 日 Iド 千キ 目 予 算 古fl n: |人]

"尺

会 貨 収 入 69 ，242  

例 人 正 会 民 29，640 本自11 ・支 部 会H

11 1，530 J也}j 会以

団 体 正 会 只 38，000 会社， IJj f-1>: 

iV， 会 以 72 学生

が Ji 収 入 81 ，500 

/Z22 h  ｉｾ ・ ｾｊｉＮ＠ 入 66，500 普通 10副特別 21叫

契 約 々 紘 52 上 収 入 2.000 

会 μ 名 簿 収 入 0  隔年発行

建築技術選，' _ " 収入 4，500 企i ! l l i 料ほか

m 会 収 人 1，500 各科見学会はか

，， ｾｩ＠ iiil 必 溜 会 収 入 2，000 品 ｾｬ 会 ・ 研修会

雑 収 人 5，000 委託研究ほか

苦f 付 金 ｾｊｉＮ＠ 人 700 

維 ｾｩｬＮ＠ λ  2，000 飯合平Ij，Q，ほか

千u ムL fJ'l 金 耳E 劫i ｾＩＨ＠ 入 4，200 f1t-入金 i込i行

ｾＩＨ＠ 人
メロ益、

計 157 ，642 

支出の部 !jI f乱f- I ' J

大 4・} 目 中 科 日 寸i. P 官自 千u p: l人] 訳

:!t Ｇｬｾ＠ 80 ，200 

会 誌 発 行 ｩｾ＠ 64 ，000 印刷 Ｇｬｾ .  J 1. : 行千数料

契 約 λZ 款
。世

1，500 印刷Ｇｾ ， 1i! 以会的

会 長 名 簿 発 行 'IV 。

総 築 技 術 選 占 諸 費 3，400 印鋭ほか

m 会 'IY 2，000 若干純比マ: 会" 百貨

品 i京 講 習 全 世 1，500 

教 育 振 興 費 1，200 デザインコンクールほか

助 成 金 支 出 1，600 文書m

雑 Ｇｬｾ＠ 5，000 委託研' 允ほか

匂ー 理! 民'  
68 ，500 

総 事十 手 当 48，700 本給・武ヲ - ; 持手当

退 戦 金 1，000 

悩 利 厚 生
e世

5，700 各純保険料

ぷZ 当.
議 t'/ 1，400 手キ純会合n百貨

旅 貨 交 通 貨 300 

通 信 運 搬 'lr 1，200 '，l!:，lt 5 料ほか

m 金 資 1. 400 郵便振ｻ，ｾ千数料はか

i自 粍 目日日

'fi 300 

4ま 結 'IY 100 

印 刷l 製 本 n  350 

光 熱 水 料 費 300 ' ，[e告げに

火 災 保 険 料 50 

主且 税 /ふ、d‘、
課 2，200 固定資産悦はか

ｦｾｦ＠ M 
yr 

200 

借 入 金 利 息白 800 

1附J  理 '白 3，900 第 3 ビノレ11t H! 料

雑 Ｑｾ＠ 600 

入
金 i込 r肖 支 出 4，200 

泌 総 給 与 づ | 当 鼠 金 支 出
3，000 

Jι 金 f呆 入 700 寄付金

i地 1国 1ft 剖l 'li 100 

寸' 似j
yr 

942 

止i
iョh、 ;十

157 ，642 
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日本建築協会会告

昭和63年度茶室見学会( 第48回)

4 大徳寺の茶室を訪ねる会( 第 2 回)

前回( 昭和62年 10月24 日) は大徳寺来光院の閃隠席と析床の席 ・

高術院の松向粁および瑞峰院の安勝中Tを見学しましたが、今回は同

寺竜光院の密庵( 国宝) 、真珠庵の庭玉粁( 重文) および養徳院の閑

芸j市にご案内いたします。

・見学順序

・真珠庵の庭玉軒は 2 帖台目下座床台日切りの席。江戸初期金森宗

和の好み。囲い土問の内に. m据のある寒国特有の席。

・養徳院の閑雲席 は 3 帖台目向切りの新しい席。立花大危和尚( 現

存) の好み。使い勝手の良い現代の茶室。

・竜光院の密庵 は4 帖半台 目台目切 り、江戸初期小堀遠州の好み、 中

国の名僧¥l f i庵l戎傑の盤mを掛ける密rta床が、本床のほかにあるの

で有名。

H免容の京の茶室見学に多数ご参加 をお待ちしています。

日 時 5月21 日 出 集 合13 ・30→解散17 :  00 

集合場所 大徳寺 山門付近 ( 京都市北区紫野) 目標会旗

詳細は参加証にてお知らせいたします。

師

員

賛

会4

H

 

議

定

参

帝 塚 山 学 院 大 学 名 誉 教 授 工 学 憾 土 岡 田 孝男氏

20名

会員 2 ，000円 1

ＧＭＭＭｾ＠ ｾ 拝観料 ・ 抹茶代ほか

一般 3 ，000同 j

当日受付にていただきます。

本会事業課までハガキまたは電話で、氏名、勤務先、返

信用宛名住所、連絡電話番号、会員 ・一般の別、催し名

称( 大徳寺の茶室を訪ねる会) をお知らせ下さい。

申込締切は 5 月13 日倒。申込者多数の場合は抽選で決定。

参加証を送ります。

Ｈ日本主主築協会事業ｾ 〒530 大阪市北区梅聞 1 - 1  - 3  - 2100 

大阪駅前第 3 ピノレ21階 f i 06- 348- 0633)  

4  

申込方法

ｾ＠

“ 話 題 建 築 を 聞 く " 開 催 に 当 た っ て 一 日本建築協会では、本 年 度 よ り 新 企 画 官 題 建 築 を 聞 く . ( シリ ーズ) を 2 ヵ月に 1

回定期的に開催いたします。 さまざまな視点から話題建築を取り上げて、設計者やその計画に携わった人を講師としてお招きし 、建築・都市・文化など

についてお話を聞く会て・す。また、質疑を混じえてざっくばらんに、あるいは突っ込んだ自置を参加者全員でE寄り合える時間も設けますのでご期待ください。

・開催は、原則として奇数月の第 4 土曜日 14 :  00 ー16 :  00、本会会嫌室( 大阪駅前第 3 ピル21 F ) にて定員30名を予定しています。

・第 1 回は、上回篤氏に「橋の1尊物館( 瀬戸大橋架橋記念館)J ( 倉敷市児島) を聞きます。第 2 固は、遺簸剛金氏に「リリパットハウス J ( 神戸市東灘区)

を間〈予定て' す。

4 橋の博物館- 上田篤氏に聞く

4 月10 日に開通した瀬戸大僑の架橋を記念して、倉敷市児島に「橋

の博物館J( 倉敷市瀬戸大橋架橋記念館) がオーフンした。

この博物館は、日本古来の太鼓僑をモチーフとした外観をもち、

屋上を実際に人が歩いて渡れる形態となっている。内部は 、いわば

、精の哀の空間々であるが、この 中央には、図面のみが現存するパ

ラディオによる、幻のリアルト僑。の 2 分の l 棋聖が据えられ、一

方、天井全面には、近世の、僑の下に集う人々砂が僅彩色に描かれ

ており、来館者はまず 、こ のダイナミックな吹抜空間に圧倒される。

また 、瀬戸大怖の 500 分の l 模型のほか、古今東西の学術的に貴重

な怖や、未来の僑イメージの模型なども展示され、さらには、 16面

マルチビジョンによる映像展示や 僚をテー? とした館内音楽など

も用意されており、見るだけでなく、聴いたり予で触れることを通

して、大人から子供まで広〈 ホ僑H に親しむことのできる博物館で

ある。

博物館周辺は 、、、僑の広場。、橋の公園。とともに、 ホブリッジラ

ン γ として瞥備されており、僑をめぐるちょっと異質な空間体験

のできるゾーンとなっている。

シリーズ第 l 回は、このプ ロジェクトを手俳けた、上回篤京都精

華大学教疫を囲んで、橋と人聞のかかわりから 、博物館づくりのコ

ンセプトに至るまで、幅広く、僑の博物館。のお話を伺い 、語り合

いたいと思います。

日 時 1988年 5 月 28 日出 14 ・00ー16 : 00 

場 所 制日本建築協会会議室( 大阪駅前第 3 ピル21階)

定 員 30名 ( 予 定 )

参加費 会貝 1，500円、 一 般 2 ，500円

( 学生，会員 1，000円、 一般 1，500円)

2  遮築と社会/ 19邸年 4 月号

申 込 ハガキか電話で、 5 月20 日樹までに 、拙日 本建築協会事業

課 ( 〒530 大阪市北区梅田 1 ー 1 大阪駅前第 3 ビル21階)

へお申し込みください。催し名( 話題建築を聞く一「橋の

博物館J 上回篤氏に聞く) 、氏名、住所、電話番号、勤務先

・所属部署名または学校名、勤務先電話番号、会員・一般

の別をお知らせ願います。

* 追って参加証をお送りします. なお、申込者多数の場合は捕選で決定します

. 上 回 篤 氏プ ロフィール

1930年大阪市生まれ。京都大学卒業、

同大学院修了。建設省住宅局技官、京

都大学教授、大阪大学教授を経て、 日下

年より京都粕華大学教授。著書は「日

本都市論J i橋と 日本人」など。

) (  

. 建築概要

所住地

岡山県倉般市児島

味野 2 - 3792 

・ill 築主

倉敷市

・設，汁監理

上回篤アトリエ+

*畑ill 築事務所、

世界郎市研究会

. 施工

7 ジタ工業

・敷地 l面積

3，298.46m'  

. 建築而械
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. 延床面械

3，318.46m'  
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主催 日本建築協会

lI i{ 手1163年度 ・第34 1nl

入 週 賞 牌 賞牌向 原 案1:1. サモト ラヶで先 見 された

ニ ケ 町it J をそチー? としと ものです.

ンコンクール募集規定工高生テ、ザ、イ

題

カフェテリアのあるポケットパーク

イ牛

紙 : (1 色製似l川 紙 A 1版 (594mmx  841  mm) 1枚を使川し、

そのＧＱＧにす べ てのｾボ ｼ ヌ ｉｲ 百 ｩ を揃くこと 。

上: 透悦l刈のほかはすべ て!H色童合軍仕上とすること 。 な

お、透悦| 文lは彩色fll 紙に姉き、裂l耳|用紙にの リづけ

してもよ L、。(・1'- 1自1・江 lfii l文| などへの者色やインキン

グ、そ の他、技型写J' i やフリン卜額の目白り つけ、似l

I(II のハネルイヒなどを行わないようにすること) 。

Ｓ 応募資格・ ｉｉＨｻ 利 ＶＳ Ｑ ド ｉｊｊ 引丘、 ｲｾ ，ＺＧｾ等学校在絡のＧＱ］従で、伊 ｬ

人または共同でlJiilI1' したものとする 。

他 ・111紙やl洲市には、" ( : 校r. ・半年 ・氏名など応募. r ; -が

わかるようなぷぷは行かないこと 。

* 以 上 1 - 4 の条件に述jメした応募支は、 うた持? とする

ことカぜある 。

応 募 方 法

1. };II 紙m紙 lこ、学校? う ・所イ正地 ・乍 年 ・氏名 ・図面の返却希望の有 無

を. 記入し、封筒に人れ街封し、 |刈耐のmに貼りつけること 。(;ie入 JH

紙が足りない場合は彼' 与してドさい) 。

2. JI<IiiJ 制作で応募する将は、1 . のぷ人H l 紙に: i f 名のうえ、代 l Ht に) L

印を つ けること 。

3. 応拶案は'下校を泌じて提出すること 。

Ｊ 人選案の版続は本会に ｬｴ ＮｲｬＮ し、人 ｪｪｩｾ は主催者にて保作する 。

締 切 期 日

H行平日63
i
p 9 刀1711 ( 1: ) 付の消印を もっ て朝日切る。

送 付 先

郵便番号 530 大阪市北区梅図 1丁目1番3-2100 大阪駅前第3ピル21階

社団法人 日本建築飽 会 第34回 エ高生デザインコンクール係

T  E  L  _  06- 348- 0633 

課計設

条

σ〉

応 募

1. 用

2.イ士

4 そ

課 題 の 主 旨

ニューヨーク の オフ ィス紛にも、ビルの谷11:) に'1' じた小さな令u也を、

小公|量lとして守芸術した「ホ〉ケ ッ トパー ク」がある 。 ホケ y トに入 って

しま うほ ど小さ なもの、とい う怠l休から名付け られたこ の 公| 占| は、ビ

ジネスマ ンや径I をJ れる多 くの 人司 の 恕いの場 と して利mされてい る。

本ぷ題では、近年ますます ie街化する市街地に、「ホケ ッ トパー ク」

およびそれとイ本化した「カフェテリア」を，没出することで潤いを tj e

え、ぷ存ちＮＨＨｾ 、 た 雰 ｉｉｾ 気のＧＱＧ で 人が ｭ ぃ ・ ｩｕＡえる Ｍ ｊ ｒ 間として、日 Ｑ ｊｩ￻Ｚ }J ，ｾｾ，＠

かな提案を求めるものである 。

また、「カフェテリアのあるホケ ッ トパ - ;7 J は、街路と' i fH喪主・|則わ

りを持ちながら、街が機能する大切な Ｍ ｾ，ｴ ｦ として 、 ＱＱＱ に休 ｍＡ の ｊ ｊ，ＮＧ ｩ だ

けでなく、コミュニケーシ ョンの fJ，.'i として 、f封を I汚刊:イヒするも の であ

りたい。

楽しいデザインであるとともに、 ｉＺＺｉｾ 目立議をし っ かりと持 っ たアイ

デアを期待する。

設 計 条 件

1. ポケットパーク: 密度のρ; ぃ市街地の 中てヘ 11 [ u' ( および敷地の形はi ' I

出に想定してよい。

敷地は泌物に 1mまれた 500m'程 度の ものとする 。

ポケ ッ トパークとしての般紙的な空間構成の従友を

求める 。

2 カフェテリア ' 床面積は 130m' .f411支とし、桃造 ・附散は内仕! とする 。

喫茶ス ペ ース の存席数は30席粍度を目安とし、 liif IJj 、

先 l苫、 fr 郎、便所など、必要と与えられるも の を加

え、また属外の喫茶ス ベ ースを設けるなど向山に計

l百lする 。

入選 作品の数および賞

1. 入選案を 10点とする 。

2 人選案のうちか ら紋優秀1¥1 点、優秀' l ' t 2点以内を選ぴ、賞状・ 1't

liq! および記念品を IWI る。

3. 仙の人選案には、賞状および' l ' t IWを附る 。

ＴＮ 応 ｾｾＮｲ［ Ｎｌ ､ ＱＮ に参 ｽｊｉｉＱ Ｇｴを ｊｉ 竹る 。

入 選 者 発 表

'/ l ' f 1t の結果は、 fキ" ' 1 : 校ならびに本人に泊知するほか「建築と社会」よ

11 )  1  Ｇ，［に発表し、入選作品は ｾｬｽｐ［ ・ に拘載する 。

所 要 図 面

〔カフェテリアだけでな く、ホケ ットパークおよびその周闘の状況むあらわす〕

1. 平 面 図. 縮尺 1:  100(liijl 街道路を合め、 }j fl[ を記入する) 。

2. 立 函 図 絡 尺1: 100( 1  I師以 u。

3. 断 面 図 縮 尺1: 100( ぷ討な凶のわかる断而を 2商以上) 。

4.透 視 図 : ［ｻｦ 色仕上Ｈ設ｾ ｾ 怠 ｬ 主 ｼ があらわれているところを川＼ )。

ＵＮ 設計説明Ｚ設計ー主旨および概要Ｈ敷地面続、建物の ｦ ｬ ｙｾ 造 ・ 附数

および床面械など) を ffijll J l に記入する 。

他: 平商関 ・断而似lには主要‘ 「法を記入する 。
。36 そ

降/ 大阪」芸術大中i 芸術'下部l挫築学科教授

弘/ 鮒日k J ! ぷJIー大阪スタ ジオプロジェクトイ松岡駒大長

ｮ ｰ， ＯＨ ，附ＧｖＩドｫｊＡ築設 ｾ ｉ Ｍ 事務所ぷ計部副部長

百ＱＯ側大林利 ｬ ＮｻｩＺ ｊ 苫越築ぷ， Ｑ ｾ 第 一 部 ｩ 設計課長

史/ 京都大予工学部建築第 : 乍科助手

一 / 1鮒ill 築環境研究所所k

ι

常

減

幸

正

柑

m-

川

川

下

谷

崎

村

新

野

訟

7

・

山

市

光/ 大阪大乍工' 宇都環境工学科教授

i下/ :1)¥一洋建築研究所主宰

殺/ J1H 主主. I ! 設鮒大阪支府主主築設計部次長

忠 i E/ 附 竹中工務応大阪本底設計部専1"1部長

かはる / 大阪市也大学生活科学部住居学教宅品川

}J / 神戸大学工予剖l環 境JI -歯学科講師

博 Ｏ 側あめりか尾 ｳ 没 ｾ ｉ 割 ｩ 課長

司 Ｏ 鮒ｊｉｴ剣 ｉｉ 建築 Ｇｬｾ 務所設計課長

査 員 (50音順)

委員長 束 孝

委 員 歌

岡

狩

ｾ ｴ＠

iR 

h  

谷

島

野

浦

村

滞

回

審

3  ニのコンクールは. 工主高専学校tt 集刊生徒の訟J t 伎能的ri:・'J l 奨励のため、昭和30年よリ毎年テー? を変えて l田市 しています.

ま首

庄



ー一一一 日本建築協会会告

日本建築協会創立70周年記念出版

‘ 『住宅近代化への歩みと日本建築

協会』発行

日本建築協会て" は、創立後 5 年を経過した大正11年 9 月、日本で

初めて現地に笑物住宅を建設展示する住宅改造博覧会を現箕面市桜

ケ丘て、開催しました。単に実物住宅の展示だけでなく、約 15，000坪の

般地に博覧会本館、屋外映函館、飛行俗、テーント村などを含む大博

覧会として笑66 日間、延べ 7 万人に上る観客を集め、大盛況でした。

のみならず、 25戸の展示住宅のうち、 10戸は今なお現地に健イEです。

昨今では洋風住宅も珍しくないが、現在も良好な住宅地の中で主主彩

を政っており、住宅近代化に来たした協会の役割の大きさに、今さ

らながら篤きを祭じえません。

博覧会の面; ; 診は、 I N A X ギャラリー大阪で開催中の大正「住宅

改造博覧会j のタ展一箕面 ・桜ケ丘をめぐって一一( 3 月 8 日- 5

月29 日) に再現されていますが、今回、博覧会前後の社会情勢や住

宅近代化への道程、出展作品をはじめ、当時協会が行った設計コン

ペ入選作の紹介などを集録した資料集を発行します。

現代住宅の系諮、住宅史の研究、住宅設計の資料としても卜分役

立つものと信じています。

なお、発行部数 1，000部の限定出版としていますので、下記によ

りお早めにお申し込み下さいロ

大きさ A 4 判( モノクロ) 、総頁数 174頁

定 価 l 音I1 1，500円( 送料は本会会只はサービス、会員外は送料

300向)

申込方法 郵便仮谷( 振替口座 大阪 1 - 39975)  の場合は振容用紙

通信州に「資料集希望J と明記のこと。または、責接ご来

会の上お買い求め下さい。

申込み・問合せ先

社団法人 日本建築協会

〒530 大阪市北区梅田 1 - 1  - 3  - 2100 

大阪駅前第 3 ビル21階 T E L 06 (348)  0635 

f住宅近代化への歩みと日本建築協会 J ( 目次)

第 1 :章 大正期の住宅改良問題と「住宅改造悼覧会J0- . の動き

石川 j英介( 近後大学理工学部建築学科助手)

第 l 節 開 催 へ の 動 き

第 2 節 「建築と社会」に見られる住宅改良関連記事

第 3 節 改良住宅懸賞募集結果

第 2 章 「住宅改造博覧会 J ( 箕面 ・桜ケ丘) と、その成果

有田高子( 近畿大学理て学部怨築学科: ，p，r.市)

第 l 節 「住宅博J の目的

第 2 郎 日程と会場概要

第 3 節 「住宅博」で示した改造住宅地計画

第 4 節 「住宅博J 出品住宅

第 5 節 「住宅博J 後の桜ケ丘住宅地と出品住宅の現状

第 3 章 「住宅改造博覧会J と、その周辺

第 l 節 ，建築協会主催による住宅展覧会

回代 純 大阪芸t桁大ρマ学i:こ手去公釘z芸幻矧揃-寸称桁符術4桁I

第 2 節 私鉄沿線の住宅I地也閥発

富野道雄( 大阪市立大学生前科学部住属学科" 削IU)

第 3 節j 1建築と社会」に比る「住宅博、住宅設計図築地< < t It

$J;Jt J年 表

奥 { 交信( 大阪大学工学部鐙築学判助手)

附 章 復 刻 版 「住宅改造博覧会出品住宅図集」

4  也築と社会 19総 年 4 月号

日本建築協会創立70周年記念事業

‘ 『住まいの絵本ーなっちゃんのたん

じようび- Jの発行( 予告)

日本建築協会では、このたび協会の創立70周年記念事業ならびに

大阪市の H O P E 計画 (21世紀都市居住イベント構想) の一環とし

て、 「住まいの絵本J を発行します。

「住まいの絵本」は、次代を1 ' s_ うこどもたちの住まいへの関心を

高め、盟かで美しい絵になるまちづくりを支える住居観 ・住意識を

i ' f てるため、都市居住の魅力をテーマに刊行するものです。

絵本の作家は、朝日新聞社干IJ 1風」のカバーイラストをはじめ、

数多くの絵本やイラストを描かれている川村みづえさんです。

者I1会的センスがあふれるぷ附らしい絵本が、 5 月下旬にできあが

る予定です。

題名 / 1なっちゃんのたんじようび」

頁数 / 32頁

定価 / 600円( 上製本 1，000円)

問合せ/ ( 社) 日本建築協会まで

‘ プラス・ワン運動にこ寸易力を

日本建築協会では、昨年創立70周年を迎えましたが、これを機に

同体会員の増加、地口に努めた結来、所期の目標をほぼ達成しまし

た。本年は個人会貝の増加を図ることとなりました。 2 月末現住の

個人正会員数は 2，580名ですが、会貝 l 人が 1 人の新会員を獲得す

れば、倍増します。皆さんも同僚、後輩、友知人に働きかけて、プ

ラス・ワンキャンペーンにご協力をお願いします。東海支部、中国

支部所属地域の新会員は支部を通じて入会手続きをして下さい。入

会申込占ご入用の方は事務局へご一報下きればお送りします。

. お知らせ

第 8 回京大建築同人展開催

春の行事の感すらしてきた、京都大学建築学科卒業生によ

る洋画展が開かれます。

本年は出品者25名、作品約70点が展示される予定で、日本

建築協会会員の万々の名前も見受けられます。

大阪 ・4奪回にお出かけの際は、お立ち寄り下さい。

会 期 5 月 19 日( 対- 5 月24 日( 刈午前111時一午後 61侍

(日 附も開催、松終日は 5 J時まで)

会 場 大阪市北区梅田 1 丁目 2 - 2  - 200 

大阪駅前第 2 ビル 21稽 アートプラザ

( 会場 1ft 通電話 06 344 6097)  

入場無料

出品者 指弧内は卒業年、昭和

三 宅 利 雄 (6) 伊 藤 忠 造 ( 叫 んj 回 信 仰 三 村 浩 史 ω

西 山 知 三 (8) 香取組三( 11) 向 井 正 也 ω) 後 藤 通 治 則

悩留 繁 (10) 近総義雄( 11) 櫛田 d;- ω 金多由紀子( 34)

tr 壁 博( 1 1 ) 堀江惰郎( 1日 三 津 博 章 ( 26) Ｉｾｾ村 外曲目

山恨正次郎( 1 1 ) 水島 努( l n 山本 純孝担割

白石博三( 12) 僑本敬治虫1¥( 1 司山田 主白血

所 寅雄( 12) 平 固 定 男 ( 1 司 久 徳 敏 治 惚 )



私 た ち は朝日ウ、ソドテ、ソクです

朝日ウッドテックは「木 +α 」とし、う新しし、領域に挑戦します。

ムまでの盟江な経験を生かしつつより高度な技術 を導入し、

「木」の; 常識を破る新分野の商品を追及します。

例えば、燃えない天 然銘木「ダンカー」もそのひとつ。

多綴なニーズを先見し、

いきし、きとした情報を駆使する独自の情報受発信 体となり、

お客様に「木+α 」を提供すること。

それが朝日ウッドテックの使命と考えています。

主要生産品

we) OT E C 

朝日ウッドテック株式会社

旧社名 朝 日 特殊合板株 式会 社

本 社/ 大阪市東区憤 堀5-7 干541 TeI. 06-271-8691 

東京支庖/ 東京都千代田区岩本町2- 1-16 森111ビル7F 干101 Tel. 03-862・1321

工 場 忠 岡 工 場/ 忠岡第2工 場/ ゆたか工場/ 岸和田工場

住宅用床材・ マンンヨン周辺晋床材 ・床暖房用床材 ・庖舗周直貼床材 ・内装用銘木合j &. レリーフ鈴木合仮 ー不燃鈴木合仮 ・耐候性銘木合板 目防火鈴木ンート ・洋風階段・鈴木階段 ・ンステム収納 ・内 装ドア・主 間ドア造作材 ・スクリー ンパネル
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エイ・ アール・ シー・ ヤマギワ株式会社は、

C A Dシステム <GDS ファミリー〉 を建築

. 土木・エンジニアリングなど広範な産業分

野に提供し、高い評価を得ています。

S  V  S  (スーパー・ビュー・システム) は、

2 次元の汎用設計製図システム GDS と完全

にインターフェースした 3次元ビジュアライ

ズシステム。高度な表現力て吉信十段階での 3

次元世界の正確な把握と自由な創造を可能に

し、設計業務を強力に支援しています。

今回のパージョン・アップでは、 レスポン

ス・画像の処I! j 重度の大幅アップのほか、高

速隠為抽反皇、実影描写やスムーズ・シェイデ

イングなどの機能を追加しました。 これによ

り作業効率の倍増、斬新かつ多彩な表現力が

実現され、建築設計はもとより、機械設計や

インダストリアルデザインにも威力を発揮する

強力なシステムになりました。点光源の指定な

と噺たな機能開発も進行中で、今後、システム

の完成度はいちだんと高まります。

PHOTO/ セント ・ポール大聖堂

制作 アラ ップ ・ア ソシエイツ

ヱィ・アール・シー・ヤマギワ鎌式会社 当社の提供する建築・土木用 CADシステム( GDS  77ミリー〉は世界で飛耀的な普及をしていますその禄働創立現在. 世界で7おシステム (2536W S). 日本で36システム 037W S) 

本 社/ 干 151 東京都渋谷区千駄ヶ谷 1- 7ー16 T  E  L  (03)  405- 781 1  大阪営業所/ =r=542 大阪市南区南船場4- 4- 3 御堂筋アーバンライフビル9F TEL( 06) 245- 7811 



r建築と社会J 4 月号表紙

・作品名 「ナコーラインハウ

スピル外壁タイル卯l付図J

. 作者 大日本土木株式会社

大阪支応桂築工事部・使用〆、

ードウェア mi cro V  ̂ X  II 、

T E KT RONI X  4125J  ( グラ 7

イ y ク ディスプレイ ) ・使

用ソ 7 トウェア GDS・r施工

図作l此システム J のタイノレ仰l

付図作成プログラムで作図し

たもので、外堕タイルをフラ

ンス張。) で割り付けた例であ

る. 制り付け時には、タイル

の大きさ、白地的寸法、 i'll l付

開始位置等がJ t [ i ! ，! ，されている .

- 特集予告

5 月号/ 都心居住特集( 仮紘)

B 月号/ 中園地方特集( 仮紘)

7 月号/ 21 世 紀への照明
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発行所社団法人日本主s築協会
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作 品 作 風

Gal l er y 

bei n g  

スケ ッチブ ック

東海の建築マ ップ

書評

新 建 材 紹 介 コーナ ー

法 令 コ ー ナ -

GB R Cニュース

建築の眼

特 集

総 論

各 論

各 論

構 造の頁 157

施工材料の頁 158

設備の頁 159

Inf or mat ion 

会員の声

月報

時砂 5る因子EN誠一I
特 集 . 建 物 の 外 装 リ フ レ ッ シ ュ

SPECIAL FEATURE  ON  REFRESH  OF T/-J E  EXTERNAL  WALL 

定時評議只会決議お知らせ 日本主I l : 築協会昭和63年度収支予算. 大徳寺の茶室を訪ねる会

( 第 2 回) . 橋の博物館一上回篤氏に l! tJ <  . 工高生デザインコンクール必築規定ー カフェテ

リアのあるポケ ッ トパーク 『住毛近代化の歩みと日本怨築協会」発行 r住まいの絵本ー

なっちゃんのたんじようび』発行. プラス ・ワン運動にご協力を . 第 8 回京大建築同人展ー l  

大 阪 ノ 〈 イ オ サ イ エ ン ス 研 究 所 8  

設計監理 大阪市都市銀( 帽応営綿部、丹下健三 . r.JI rli '  t I l 築設計研究所地工。 7 ジタ工業

阪 市 立 中 津小 学 校 一一 一一一設計監理。大阪市部市州府営繕部小林符志建築事務所ー 12

地工・多l I I ill 設新日本t I l 設共同企業体

大 阪 市 立 南 小 学 校 設計監理大阪市仰市川局営側 ・小河f 開設計 'J場 所 - 16

施工: i韮川組[ . 1唆工業共同企業体

オークラホテル 丸亀一一一一 一町 Ｑ 監理大榊ｊｬ地工大林組 ・ 合間工務 Ｇｬｾｩｬｬ 設共同企業体一一 Ｑ Ｘ

オ ー ク 江 坂 ビ ル 設計施工大林組一一 20

西 本町 三 井 ビ ル デ ィ ン グ 出十。舵h，¥t I l 設監理 三井不動産鹿肋挫設一 一 24

施工: r/F.};，¥建設・ 三JI 建設共同企業体

ウ ィ ン ズ 梅 回 B 館 ( リ7 ｖ Ｇｾ シュ 工事 Ｉ 26 

設計監里 ｬｬＺ 日本続 ＮＧＮｾ￱ 血設・亦 ［ 松Ｇ甘 Ｇｦｭ 築 』 主計 ＧＱ＾ 務 所 地工鹿ぬ主 ￟ 設

Lespri t  / 北深修一
2 8  

あいまいさの中で/ 安町、嫌彦
30 

1此近竣工した新怨築 9 点 ( No. 2098- 2106) 3 1  

1託鋭としての怨築 中部大学キャ ンパスプラザ. 三重厚生年金休暇セ ンタ一一一一一一- 3 2

「洋風住宅の時代 J / 太 悶 降 信 「ル ・コルビュジェの現イt J / 伊 1ft 勉

フロールポンド . F Bウオール/ 総本市

怨築基準法 |首J} j 血行令の一部改正( 4  )  道路斜線|掲係/ 笠井村二

4
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音響データベース用コ ンビュータ ! 出品恒滋恒温総 39 

21世紀病/ 川崎ii' l . 窓辺紋化/ 応( [ 1 明治. 無心/ :1:¥江J' L. 銭湯今昔/ 必谷線雄. 一一一一- .tO

建物の外装リフレッシュ

建 設 省 総 合 技 術 開 発 プ ロ ジ ェ ク 卜 「 建 築 物 の 耐 久 性 向 上 技 術 の 開 発 」 の

成 果 と 活 用 楠 木 尭 - 4 2

外 装 材 の 劣化 診 断 技 術

。
，

ι

内

a

a

a

T

外 装 タ イ ル リ 長 り 仕 上 げ の#oJ 総長会 l*fr

tf/I I肢 の 劣化 診 断

ア ル ミ 外 装 材 調 査

下 地 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 診 断

外 装 材 の リ フ レ ッ シ ュ 技 術

下 地 コ ン ク リ ー ト の 延 命 技 術

リ フ レ ッ シ ュ の た め の 除 去 技 術

1制英、在住畿の |除 去 技 術

( 1)プ ラ ス ト を 中 心 と し た 塗 脱 除 去 技 術

(2) リ ム ー パ ー に よ る 除 去 技 術

洗 浄 に よ る 外 装 リフ レ ッ シ ュ

新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術

陶 磁 器 タ イ ル と l次 付 仕 上 げ 川 の 更 新 償 川 貞 一 一 - 63 

ア ル ミ パ ネ ル へ 更 新 稲 田 昌 巧 - 6.5

モ ル タ ル を 依 わ な い タ イ ル 帰 り 完 全 乾 式 工 法 で 更 新 一 一 一 一 一 梁 達 成 - 6 7

G R Cに よ る 外 当 初 改 修 白 井 孝 明 - 6 9

林 好 正 一 一 川

小 柴 次 雄 一 4/1

平 林 辰 志 一- . 50

難波建太郎一一. 52

小 俣 一 安 一 日

2  

2-) 

!! ¥- ¥井良二 .57  

石 田 1m郎一一. 59

井 戸 昭 三 6 1  
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転用型鋼製床板材ー コンクリートスチールパ ネル/ 二階堂淳一

小規模ビル集中ｾ｜Ｚ型 ｹ ステム Ｏ 小山隆文

日本開発銀行の新融資制度2件の紹介. W江J ' L 建築セミナー ノ - ' 7ン・フォスター往築展と必iiil 会

r  Comput er Graphi cs Osaka ' 88J 開fIIL r l7世紀オラ ンダ絵画の賃金 JUI J 展. 国際ガラス工芸展・88 一一- 93 

会只アンケー卜の意見より 9.5 

日本建築協会 JJII ¥J の動き ( 昭和63年 2 rJ 分 ) 96 
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大阪バイオサイエンス研究所
設 計 監 理 大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

丹下健三・都市・建築設計研究所

施 工 フ ジ タ 工 業

￮ｩｇＨ ｉＡｾ外観 撮 影 村 井 修

8  雄策 と社会/ 1988年 4 H 守



外 装 ア ル ミ パ ネ ル 田 島 順 三 製 作 所 fm師ディテーノレ

9  



ホール

談話室
大会議室

10 姐築と社会/ 1988年 4 日号



大阪バイオサイエンス研究所は、大阪市の市 11，11100

周年記念事業のー っとして、吹田市の千里丘陵に

建設されたものであります。研究所では、バイオ

サイエンスに関する第一線の基礎研究と優秀な研

究リーダーの育成を通じて、世界の学術研究の進

展に大きく武献することを 主 な目的とし、また、

産業界、官界、学界のそれぞれの研究集肢を生か

し、独自の研究体制により国際的、学際的かつ独

自IJ 的な研究を推進し、来るべき 21世紀にかける校

術革新となるべき成果を挙げることを目的として

おります。

研究所は、管理悦! と研究棟から成 っており1j . ・J l j ! _械

は各位都 iiil 会及びシンポ ジウムを開催し、国際的

な研究↑ 官報、研究者の交流の場として、談話室 、

図書室を広〈研究者に公開することにより| 刻かれ

た研究所として、バイオサイエンスに関する的報

の収集、及び交流の基地としての役割を来たす機

能を備えています。

また研究機における研究内容は、分子生物学部門、

静素 ・代謝部門、神経科学部門、細胞生物学部門

の 4 音11門において基礎研究を計ることを目的とし、

研究練 1 階は機械室、動物飼育室、 21i 皆は化学笑

験 室 、屯Ａ こ ｾｾｮ 微鏡 室 、恒温低温笑験 室 等、 ＳＱ 渚は

RI 実験室 、DNA組換笑験室 、シー ルドルーム等か

ら成り立 っております。 また将来の研究内谷の変

更に対応が可能なフレキシブルなイ士機とな ってお

ります。

雄物は 21世紀にかけるバイオテクノロジー技術を

イメージとし l時代に先がける形態や色彩を地すこ

とにより活気のある印象を与え緑に図まれた周辺

環岐との融合を図 っております。 おわりにこ うし

て完成しましたバイオサイエ ンス研究所が催禿な

人材を通 じて関西はもとより我が国のバイオサイ

エ ンス研究の核となり世界的なレベルの研究所と

なるように大きな期待をしております。 なお設計

監理に協力して瓜いた丹下位三 ・長11市 ・建築設計

研究所、並びに脇工を担当して瓜いたフ ジタ工業

には心より感謝を表したいと思います。

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 古 j工台6 - 2 - 4

敷 地 面 積 9，515.39m'  

建 築 面 積 2，51 0.45 m'  

延 床 面 積 6，592.50m'  

構造規模 R C(一部S) 、81 、4 F

工 期 昭 和61 年 4 月~昭和62年 8 月

最 寄 駅 阪 急 千 里 線 山 田駅

( 大阪市都市桜1Jii l局営約百11)

配 置 図

トップライト兄上げ

平面図 1  :  1000 
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大 阪 市 立 中 津 小 学 校

設計監理 大阪市都市整備局営繕部 ・小林得志建築事務所

施 工 多 田 建 設 共 同 企 業 体

新日本建設

本年、創立 115 年をむかえる大阪市立中津小学校

は、「キタ」の自11心部に近接しているとはいえ、 u

と水辺に，1M. まれたi ' i i ' . かな環境の中に位置t している

ことをf : tfI j : して設計に考慮した 。

生Il:物は、西日111に校合練、北 II!I] に講堂 液体育館( 民

上プール付Ｉをし ｊｾｾ に配置し、南 Ｑ ＱＡＱ｝を校庭として、

日! 闘を考慮した敷地利用計画としている 。

ふp : 而計画は、ピロティーと玄関ホールを接点とし

て竹型諸室 、教室、校庭を配置した 。

12 住 寮 と 社 会/ 19槌 年 4 11 ¥} 

また、光庭を中心に教室 を配 ill して「光あふれる

学校」の自然でl明るく楽しい:ぷ閉会i を作り出すこ

とに努めた 。

外観については、校舎械をシ ンプルな形態の切必

屋恨て¥ 外壁l計制定恒枠打込みはつり政機、故上

部を山形にして学校の ｾＡ￼ｮ ＧｬＧ ｦＺ をだしながら、周辺

の控物に調和するよう配慮した 。

正面玄関は丸柱、ガラスブロ ック、ステンドグラ

スで変化をもたせ、玄関ホール l:.!:ffuには rZl世 紀

をになう F 供述」 をモチーフとしたアートレリー

フを設泣し、光庭と- l ' Uまって、位かな さE川を作り

出している 。

数地周| 剖は、雄物と校庭が見辿せる f)fJ) f J ( 内な外棚

にして、悦覚的にも地域へ( i ' J ( t て|井j かれた学校と

なるように努めた 。

今 后 共J也成住民の ) j 々にも、愛され、縦しみのも

てる教育の場となるよう願 っている 。

( 大阪 rll f，f l市税制I l Juj 常約百円 )



電 気 設 備 東 海 電 設

機 械 設 備 不 二 設 備 工 業 所

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 中，章3- 14- 18

敷地面積 7 ，986 .00 m'  

建築面積 2. 152. 55m'  

延床面積 5 ，525. 42 m'  

構造規模 R C、4 F

工 期 昭 和6 1年 10月~昭 和62年 8 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 中 津 駅

撮 影 島 修 一

届上プール

13  



ｾｉ 則ホール

配 置 図
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④ 

H 皆平面図

二土r
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) 土

壇ー

一ー

1 階平面図

。

講堂兼体育館平面図 1  :  800 
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大 阪 市 立 南 小 学 校

設計監理 大阪市都市整備局営繕部・小河建築設計事務所

施 工 浅 川 組 ・睦工業共同企業体

大阪市立南小学校の設計にあた っては、布11心音11の

商業地域に立地することを留意し、建物配置、デ

ザイン、機能等について特に配慮した 。

建物は束fJIIJ および北fJIIJ に し型で配置し、南fJII J を校

庭とした 。建物 の一部に講堂兼体育館、屋上プー

ルを設けることによ って敷地の有効利用 を図 った《

また建物周囲には多くの緑を取り入れることでil'IJ

いのある環境作りを計画した 。

外観については、玄関部分にガラス而を多〈取る

など建物の形に変化をもたせ、色彩はアイポリ 一

色を基調にすることで活力ある 「ミ ナミ 」のイメ

ージを表現した 。

玄関ホールは、 2 j : 皆までl吹き抜けの J)f.J肢がJ なホー

ルて¥ 中央に波り廊下や独立した円純を設けるこ

とにより変化をもたせた。

その他、学校並びに 地域のシンボルとなるよ う、

浴昼に時計台を配置した 。

( 大阪市者11市 :¥!iHnu広j 営締官11)

16 建築と社会/ 19路 判 n¥] 

Ji: 1刻ホール

所 在 地 大 阪市 南区大宝寺町中之丁目

敷地面積 3，675. 00
m

'  

建築面積 1，780. 48m
'  

延床面積 5，370. 48m
'  

情造規模 R C、一部 BI 、5 F

工 期 昭 和61 年 3 月一昭和62年 3 月

最 寄 駅 地下鉄御堂筋線心斎矯駅

F  

， 



/  

f P包

----〆

校 庭

〈必

1口開制

L  J  l  

i  (  
平 面 図 1  :  1200 

「
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オークラホテル丸亀

設 計監理 大林組

施 工 大林組 ・合 田工務庖建 設 共同企業体

l.. ... .. -

EE 函 】 直 晶画圃 幽

施設概要

・客 室 各室面積

13. 5m' - 63. 9m'  

て¥

客室数

299室

I f 三

•••• 

- 宴 会 場

大 宴 会 場 ( 2F )

中 宴 会 場 (2F)

和 室54帖 (3F)

和 室48帖 ( 3F)

スカイハノケ.，ト (12F )

スカイバンケ!ノ トS. C ( 12F)  

1 階平面図 1  :  1000 

18  控 築 と社会/ 1988年 4 月号

OKU臥 叫EL

MAl UGAME 

面 積 ディナーレセブンョン会議 - レストランノてー

650 m' 450人 750人 550人 ティーラウンジ ( IF )

177 m' 120人 2∞人 140人 和食堂 ( I F)

89 m' 96人 パ ブ ( I F )

79 m'  84人 スカイレストラン( 12F)

120 m' 70人 120人 90人 スカイノてー ( 12F )

53 m' 35人 55人 35人

その他の施設

結 婚 式 場 写場 美容着付室

娯楽室 売 庖 コ ー ナ ー

⑧ 

基準階平面図 1 ・ 1000

客用面積 客席数

317 m' 128席

151 m' 501常

248 m'  80席

312m'  100席

50 m' 25席

ブライダルコ ゴ



所在地香川県丸亀市富士見町 3- 1068- 5

敷地面積 11 ，570. 53 m'  

建築面積 3，590. 06m'  

延床面積 18 ，877. 13 m'  

構造規模 S R C、一部S 、 13F 

工 期 昭 和61 年 10月一昭和63年| 月

最 寄 駅 J R丸亀駅

撮 影 合田建築写真研究所

瀬戸大怖の開通に合わせて四国松大規伎の都市型

リゾートホテルが建設された 。

立地は瀬戸大怖の四国側1) 接続点に隣接し、背後に

丸 亀 城、讃岐 Ｗｾ［ 士、普通寺、金刀比級官、布告 ｩｪｩｬ 農地

等の名所を控え、今後四国の中央玄関として機能

する丸亀市の海浜公園に沿ってｾち、きながら海

に浮ぷホテルの鋭を呈している 。 まさに都市近郊

!12のリゾートホテルとしては最適の立地である 。

設計に| 努しては、この最高の立地を生かすべ〈海

へ聞かれた配置計聞を行い、庭園、ロビー、宴会

ロビー、料飲地設、主要客室は瀬戸大統を全望し

て梅へ開放している 。敷地内に 1 4  0 台、隣接地

に市の大規伎な j駐車場があり瀬戸大怖の開通に併

なう率利用客のt ; 1 加、者11市近郊型ホテルとしての

要求にも充分対応出来る 。

立国計画においては磁器タイルの I1占方に工夫を加

え、素材の持 l床を号| 出し壁面に表情を与えた 。又、

海の7!? と松林の紋に映える色彩としンヤープな水

平線を必剥している 。

主要施設は 1 階、ロビー、和食盆、ティーラウン

ジ、パブ、 2 階、大、 中宴会場、結妨式場関係、

3 階、手口室宴会場、 4 - 11階、客室、 12階、スカ

イレストラン、スカイノ〈ンケ γ トとなっている 。

なお 3 階には大宴会場の屋上を利用してビアガー

デンを設けている 。

インテリア計聞においては、特に色彩計画に意を

用い 、微妙な色あいを持つ基本色を 8 色設定し、

各施設の用途、募囲気に応じた配色計画を展開し

ている 。1 I f ! 明計画においても間接照明を多〈使い、

その自己色によるがj 来をより際立たしている 。特に

大きな柱型をデザイン処理した玄関ロビー、 Il s面

格子天井の大長会場は光と色の競i貨ともなってい

る。又、 8f t] ｽ 杉に帰り ｾｂ した硝子帰りのティーラウン

ジはまるで木立の中でお茶を飲み 、食事を楽しん

でいるという雰囲気を践し出している 。設計当初

のねらい通り、その色彩、 11日明列j 米ーにより、 リゾ

ート性がより河められ、若者層にも充分魅力ある

ｾｉｈｪ を提供出来た 。 今後の運営により、より一層

の魅力付けがなされることが楽しみである 。

家具、カーテン、サイン、進国、備品、 小物に致

るまでオーナーと共働して計画し、建物のトータ

ルデザインポリシーの統ーが計れた 。

最cf . 去に、このホテルが瀬戸大怖と共に地域発展の

起燃斉1) となり、長〈瀬戸内、四国のリゾート胞設

の絞となり続けることを期待している 。

( 岡市1道生、山E f I i告/ 大林組設計音11)

ノマフマサンセットJ

和食堂「瀬戸 ｬ Ｂ， ｮ ｊｬｾ阿季 ［Ｇ［ＺＺｊ 客室ツイン
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オーク江坂ビル

高度情報化が急速に進む今日、オフィスのインテ やすらぎを提供する基本的なテザインや、充笑し

リジェント化は、都心の大規模ビルにとどまらず、 た共用ZE聞の自IJ 迭を、インテリジェントピルの役

者間7周辺や地方都市の 中規挟テナントビルにも求 霊安テーマとしてもEえた 。

設計施工 大林組
められている 。 ②フレキシピリティを重視した建築設備計画。

「オーク江坂ビル」は、その先駆けとなる全国展開 将来の情報化の進展に伴うオフィスの利用形態ゃ

を目指した共用約報化ビルのモデルである 。 装備の変化に柔軟に対応できるよう、余絡を持つ

以下 5 つのコンセプ卜を柱として計画を illl めた 。 た建築設備計画とした 。

①快適なオフィス環境の創造。 ③ ビルの効率化を目指した運用管理システム 。

快適なオフィス環境の創造は、もちろん、インテ 信頼度の高いセキュリティシステムとテナントの

リジェントビルのみに謀せられるテーマではない 例5} IJ性を重視し、 24 11寺IJJJ オフィス使用が可能なビ

が 、情報通信設備や、 O A機慌が強制される中で、 ルｾＺ理 ＱＱ システムを採 っ た 。

オフィス に働〈人々や、 訪れる人々に、 魅力と ④コミュニケーションの高度化 を指向 した情報通

20  住 築 と社会/ 1988年 4 J=1斗



{言システム 。

共用のデジタル交換機を装備するほか、大林組の

東京一大| 坂! 日! の日 iili デジタル回線や、ホストコン

ピューターの機能を提供できるシステムとした。

⑤テナントの利似性を自己l長した弁純サービス 。

4  1I 皆をコミュニケーションフロアとし、テナント

が向山に手11mできるロビー ・ラウンジゾーン、イT

科で利 JTl できる T V - A V 会議室、一般会議室ゾ

ーン、プレセ。ンテーションを. . l ft ねたモデルオフィ

スゾーンを設け、スペースや、人的機器的なサー

ビスを従1
11
:し、 n ビルにおけるテナントの快適性、

利便性を迫求した 。 ( 三谷幸訂J/ 大林組設，i!"l' ill )
⑩ 

l  階 平 面 図 I  :  600 

エ ントランスホーノレ

_._ 

o 皆平面図
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所 在 地 吹 田 市 広 芝 町 10- 28

敷 地 面 積 1，317. 2m'  

建 築 面 積 1，024 . 1  m'  

延 床 面 積 8，637. 0 m
'  

構 造 規 模 S - S RC、 10F 、PI

工 期 昭 和61年 9 月一昭和62年川月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 江 坂 駅

撮 影 東 出 清 彦

断 面 図

4 i 1} ' i ロビー

T V 会議 室

23 



西本町三井ビルデイング

設 計 鹿 島 建 設

監 理 三井不動産・鹿島建設

施工 鹿島建設 ・三井建設共同企業体

一一一一一一一一一一一一一ー日園町圃固

一ー一一ーー『 ーーー ーーーl1li'

区
ロ

1 階平面図 1: 800 

24 建 策 と社 会/ 1988年

話

回

所 在 地 大 阪 市 西 区 阿 波 座 トシ15

敷地面積 1，975. 59m'  

建築面積 1，6 13 . 17m'  

延床面積 16，884 . 78m
'  

構造規模 S R C、B 1  F ， 11  F  

工 期 昭 和61年 6 月一昭 和63年 2 月

最寄駅地下鉄四ッ縄線本町駅

撮 影玉城俊男、アン コール

御堂筋に次ぐ大阪を代表する業務地区へと変貌す

る四 ッ係筋に而した本建物は、三井不動産所有ビ

ルとして 、大阪市内 では 8 番目 のオフィスビルで

ある 。敷地は南北に 6 0 mと制11長〈、束、西、南而

が道路に而し、北も IjJ 9  mが道路に接している 。

配置、平而計画については、道路の混雑具合、一

方通行規制などから、駐車場は北1J111の細長い敷地

部分に設置することにより、本体を出来るだけ格

形でまとまりのある空間 とすることを意図した 。

l羽γ 紙筋に而して 1.5mの紋J也、 *1HIIの道路 に l節し

て、 2 mの歩道及び1.5 mの緑地を設け建物をセ ッ

トパ ックすることにより、周辺環境の格付IJ 、向上

の一助となるように努めた 。平面的には、 n¥l口 56

m、奥行2 6 mの，建物で、コアはテナント分割の容

易さを考慮、して 、!t fJIII コアとして 、14mの奥行を

もっ事務所25聞がコの字形に配されている 。 エン

トランスは人の流れ、駐車場の位置から、地下鉄

本l町駅寄りに設けられている 。

外観は、グレーのタイル打込み P C版とアルミサ

ッシとによるカーテンウオールで、プレーンでン

ンフ・ルなものとした 。

内部事務室は、 O A化に対応して各階床にフロア

ダクトを設け、 外周の自己信ーゾーンと、床タイルカ

ーペ ッ トの全而探用によりアンターカーペ ッ ト配

線を可能としている 。又、縦幹線シャフトの機保、

天列ー内向日kJ i t のフレキシフソレi t . 等カずなさ fL ている 。

テナントへのサービスとして 24時 fi ¥l t l ¥入り可能な

線、磁気カードによるロ y クシステムを採用して

いる 。 変調方式も全ｾＱｬ気式の ｚｅｴ 令ヒートポンプノマ

ッケージのビルトインタイプを係用し、名スパン

勾にイ|町別 空調が可能てい小 'r 'fIJ に対応した Il寺/1¥1外利用

の利便 を計 った。 ( 総 J;，;) 建設)

基準階平面図 1: 800 



/  

プレゼンテーションルーム

l 階 E V ホール
l 附エントランスホー J レ
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ウ ィ ン ズ 梅 田 B 館 ( リ フ レ ッ シ ユ 工 事 )

設計監理 日本競馬施設 赤松菅野建築設計事務所

施 工 鹿 島 建 設

jJ Gliii 比一lニげ *1師外相L (改修後)
*山1外観( 改修 Iji j)

26 処 集 と 社 会/1988' 1' 4) J  ¥} 



所 在 地 大 阪 市 北 区 芝 田2- 2- 2- 33

敷地面積 1，460 .359 m'  

建築面積 1，122. 037 m'  

延床面積 7，869. 728 m
'  

構造規模 R C、8 1 、 6 F

工 期 昭 和61年 9 月~昭和63年 3 月

最 寄 駅 J R大阪駅

撮 影 玉 城 俊 男 他

傍閉場外発売所は、昭和24年 4 月に大阪市北区小

深町Wl. i Eの新阪急ホテル所在地) に開設、昭和31

年 5 月間区芝田町( 税商阪急ビル所在地) に移転し、

吏に昭和39年 1 月現在地に B 館南iWI を処設した 。

その後、地築改造工事を重ねて来たカt 諸設備の- t :

桁 化 とともに全体の統ーを欠き、令週! 的かつ円計1

な業務迅i営にも支障をきたすこともあり、ファン

サービスにも充分な効果が上げにくい現状をかん

がみ、レジャー施設として全前的な大型リフレ γ

シュ工事として計画された 。

処物は、周辺地域と密接した ;地設として調和を図

り、外袋をカーテンウオール及びアルミパネル、

又 l 附姐りは自の大理石と 600ft] の陶板を用いた

ことにより、従来のイメージを一新するとともに

内部では、各設備のWl 強、発売窓口のユニ γ ト化、

新しい大ｾ電子計算機の持入、 ｩＧ［Ｇｾ 正対策用として

10時間l運転可能担自家発' ; [ 機の設置等機能の充実

と将来への対応を )]"J. 直した 。建物用途としては、

地 |滑にはインバータ釜を含めた設備関係の心臓部、

111竹は 'I¥. 務 部門を中心に ファンサービスを目的と

したP R コーナー、休だ! コーナーを設近、 2 階から

6 1l皆までは従来の附いイメージとはうって変って

日I)' j るい雰囲気をかもし出す発売所とし、又、道路よ

り 3 附への直通エスカレータやファン専用のエレ

ベータ等をそなえた建物とした 。

工 事地工にあたっては、土 自の発売業務を休止

することなく、実働 5 日の 9 週間] ピ ッチで 1 フロ

アずつ完成させなければならないことや、 l暖房シ

ーズン中に電気室を始め容量ア ンプを含めた全て

の 設iijli 機能の入れ答え、工事中の発売機を含めた

重要機総への挨対策、又、建物内を一般者通路へ提

供している為の第三者障害防止等厳しい悪条件の

下での工事ではあったが無事これを全てクリアし、

J  R 大阪駅北1 f t 11に一変された撃聞なる雄姿を見せ

ている 。 ファンやi ! I 1燐の意向を充分取り入れられ

たこのビルは、レジャー施設として注目される建

物になるであろう 。

( 日本競馬地設 ・るが松tj=野建築設計事務所)

J止2Z券発光窓、 11 ( 改修 IrD
基準階平面図( 改修前)

電 気 設 備 近 畿 電 気 工 事

衛生・空調設備 須 賀 工 業

昇 降 機 設 備 日本オ ー チ ス ・ エ レ ベ ー タ

三菱電機

同上

A 陪段

基準階平面図( 改修後)
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この「レスプリ」は、私達にとって芦屋における三つ目の商空間を

持つ建物として完成されたものである 。

今回の立地は先に完成したこつの商業施設を持つ PROJ ECT と異な

り、イカリスーパーを中心として周辺に中小の庖舗、銀行等が集まっ

てすでに街並みが形成されている、いわば山手芦屋住民の生活の中心

としての役割を果たしている地域の一角に位置している 。

敷地の西側を流れる宮川を隔てた道路は、阪神地区の高級住宅地と

して名高い六重量荘、苦楽園地域と国道を結ぶ主要道路になっており、

朝夕にはかなりの交通量がみられる 。

このような環境の中で、このPROJ ECT は、他の芦屋における一連の

PROJ ECT とおなじ く、その場所が持つ「大地性」と、それが創りあげ

てきた環境の中でいかに最良の関係を創りだすかをテーマとして計画

されている 。

個々の建物はファサードが統ーされながら、敷地の高低差の利用と、

配置計画のズレによってリズムが与えられ、外壁のステンレスと石、

28 

コンクリー卜の均質な扱いの構成と、軒部に設けられた不連続な庇の

織りなす影があたかも 日本建築の簡素美の中の「袋」となり、濃密な

空間への予感を与えてくれる 。

この計画の基本コンセプトである「回遊性」により「つなぐ」とい

う発想の中で、三つの建物は独立しながら外部空間を通して相互に干

渉し、風が通り抜けるかのごとき配された関口の リズムによってこの

建物を重量感、閉鎖感から解き放し、全体に透明な一つの空間構成を

見せている 。

棟問の中央に設けられた泉水を中心とする緑空間のアルコープは、

ここを訪れる人々に「こぼれ陽」の中で心の安らぎと、自然との語ら

いの場を提供してくれることだろう 。

時の流れの落とし子として、生れては消えて L 、〈商業施設のなかに

あって、この建物はその流れに耐えるが如〈、整然とした表情を漂わ

せている 。

風が現代万葉人の款をのせて三つの建物の中を通り抜けていく 。

( 村中蕎夫/ 婆佐羅建築工房)
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まち・建築・ひと

企画プロデ，- A セ ラヴィ

設 計 婆 佐 羅 建 築工房 / 村中詩 夫 、日 高 修

施 工 大林組

敷地面積 734 .70 附

建築面積 295 .23m'  

延床面積 674 .28m'  

規 模 地 下 |階 地上 2 階

構 造 鉄 筋 コ ンク リー卜 造

工 期 1987年 5 月- 1987年12月

村 中務 夫

1946年 生 ま れ

1965年 竹 中工務応大阪本庖設計部入社

1976年 出江寛建築事務所入所

1977年 婆 佐 羅 建 築 工 房 設 立 、 現 在 に 至 る

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 北 津 修一

婦 影 名 執一雄
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ス ー プ シア ン

中 国 に 四 不 像 と い う 動 物 が い る 。 笑 |祭に 凡 た こ と は な い が 、 頭 は

馬 、 蹄 は 牛 、 休 は 埴 馬 、 角 は j克 に 似 て い る と い う 。 し か し 全 体 を 比

る と そ の い ず れ に も 似 て い な い 。 j息U斗. f がキ料粕1

1
市ih1土 で

「イノシカチヨウ」という動物だそうだ。 tU米 上 が っ て み る と 、 こ

れ も 絡 な の か 、 成 な の か 、 蝶 な の か 宇IJ らない 。 こうした不思、殺な ili7J

物について知ると不断の1 " ' 1分 が 抱 え て い る 概 念 や ら定= 義やら、 J杉の

認 識 や ら の い い 加 減 さ に 唖 然 と し て し ま う 。

ミ ド リ ム シ と い う 生 物 が い る 。 刷 物 学 的 に は
w"k

虫 刷 物 と さ れ 、 動

物 学 的 に は 原 生 動 物 と さ れ て い る 。 つ ま り 現 代 の 科 学 を も っ て し て

も刷物でも 動 物 て‘ もあるし、また、刷物て‘ も動物でもないと、決め

か ね て い る と い う こ と な の だ ろ う 。ミ ドリとム シ、 1' ，llij のやl け J J も

ている 。

い い 。 慨 毛 を 持 ち な が ら 業 紋 紫 を 持 ち 炭 問 責 同 化 作 用 を 営 む。 言 い 得

Homomor phy( 具 質 問 盟) 、Homophy ly( 歴 史 的 相 同 )、興味が尽きない 。

現 在 生 き て い る 人 IBJ を 生 物 学 的 に 誰 も 分 知 し よ う と し な い 。 人 間

族 の 中 で は 安 必 な の だ ろ う 。 しかし人間、 1 人 1 人 の 聞 で は 他 人へ

の ｌ ｡｢･ ｬ ｦＡ ｬｩ りが正に ｾＡｉＮｾ ｉ 肢 に行われている 。
プツ プ

y

布rli 打も物て必l ま っ ている 。 そ れ ら の 物 も 無 限 に 名 前 と 機 能 を つ け

られて、街を粗i め 尽 く し て い る 。

いま孟ι は 言 己 憶 の こ と に つ い て も む き た い と 思 っ て い る の だ が 、 そ

の 伝 達 も l唆昧で、泣い! 必' . rJ : なのである 。

( 安原 政 彦 )

安 原 盛 彦

略 歴

1945年 生 ま れ る

1968年 東北大学建築学科卒業

1970年 同 大 学 院 修 士 課 程 修 了

1978年 安原建築設計ｾ ｝Ｚ， 務所ｼ井氏支 ・ 主宰

現 在 に 至 る
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- 紋合家族住宅設計競技 2 等入選 ( 1974年)

〈主催 毎日新Iff]
.  

( 社 ) 国民住宅建 設 協 会〉

- 新縫築{ 主毛設計競技 1975年 佳 作

同 1977年 佳 作

- 三 ツ 境 の 家 - 武 生 の 家 ・f色ヶ崎の家

高 見 台 の 家 ・和歌浦の家

- リ ・インカネーション '81生 魂 展

祭 じ ら れ た 領 域 展 ' 87



- 写真と f紙袋をどしどしお送り下さい.

凡f91j ・a 所在地 b  敷地面絞 c.  ill 築 l酎1' 1 d  延床面似 t: 唯造鋭校 r .  TJ UJ  g . ) 1止寄m

2098 小倉邸

E主 計. 徳間昌克建築設計事務所

施 工 : 徳 岡 工 務 庖

a  箕面市桜ケ丘ト 17- 41

b.  232. 32m'  

c . 132. 53m'  

d.  240. 61 m'  

e.  R C、 BI 、 2 F

r. 1I召和61年 8 月~日前[ 162年 4 J  J  

g  阪急! . ) 1 ; 而線牧部駅

21 01 日本生命鹿児島東急インビル

段 計 . 大林組

施 工 大林組・東急建設・前図書且J V

a  .  J克 児l為市中央町

b.  1，749. 12m'  

c .  1，588. 51m'  

d.  9 ，805. 48m'  

e.  S R C、10 F 、 P I

r. 昭和61年 6 月- l I i ". 和62年 7 f J

g .  ｊｒ 鹿児品本線西鹿児 ｽ ｾｨ 駅

21 04 朝日・日通広島ビル

設 計 : 日通不動産

施 工 : 大 成 建 設 広 島 支 底

a  .  J.ぶ山市 rl"区 立 町2- 22

b.  570. 401'  

c .  492. 7m'  

d  .  4 ，907.  7 m'  

e.  S R C、 BI 、10 F 、 PI

f  昭 和61年 8 月-1Ii ' l f 1l 62年 10J J

g .  J R 山 陽 本 線 広 仏 駅

2099 南部市民センター

設 計 熊 本市 建段局管理部建築課

施 工 池 下 ・武 末J V

a. 熊本市街向江町' f : l J ! I 武175- 1

b.  7，669. 82m'  

c . I ，754. 5I m'  

d . I ，917. 28m'  

e.  R C、2 F 、一 部 l F

r  .  lIi'3f U61年 7 J J - II! l f 日62i j 三5 J  J  

g.  JRJ :庇児仏本線川 JJ I.駅

2102 宮崎科学技術館

設 計 基本環境デザイン研究所、実施楠山 ・創合J V

施 工 清 水 ・松本 ・甲斐J V

a.  Ｇｴ［ｾ￘ｊ 奇 ､ｬｾ［ 脇町 ＳＸ 3  

b.  5 ，400 .0 m'  

C .  2，660. 8m'  

d.  6 .419. 301'  

e.  R C、一 吉I¥S 、4 F

f  昭和61年 3 JJ - I I sf 日62年 7 )-J 

g .  J R 日 位 本 線 山 崎 駅

2105 星電器製造開発技術研究所

設 計 昭 和段 計

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a .  -1111戸 市 内 区 I旬以内 4- 3- 1J，)，ぴ8

b.  29 ，372. 524m'  

c .  4. 024.  920m'  

d.  13，905. 839m'  

e .  R C、S R C、一 日I¥S 、7 F

f  昭和61年 10J J - 昭和62年 10Jl

g  神戸市営地下鉄西村111' 央 駅

2100 日本生命高松駅前ビル

設 計 : 大林 組

施 工 : 大 林 組

a. 行川以高松r J l J. i 町1- 2- 12

b.  1， 179. 28m'  

c .  952. 38m'  

d  .  7 ，737.  80m'  

e.  S R C、 12 F 、 P I

r. 1I川口61年 3 Fl - II 行利62年 6 JJ 

g.  J R阿国高松駅

2103 ベル・パークシティ北駐車場棟

設 計 三 井 建 設 大 阪 支底 一 級建築士事務所

施 工 。 三 井 建 設 大 阪 支庖

a  大阪市r . J W; 区友洲町J ] - 8- 1

b.  105. 718. 31 m'  

c .  2，14 1. 25m'  

d.  9. 009. 2001'  

e.  S 、一書I ¥SRC、B 2 、3 F 、 PI

r.  II1HU61年 10月~昭和62年 7 JJ 

g.  地下鉄谷町線r . J ¥} 斗駅

2106 香川県埋蔵文化財センター

設 計 香川県土木部建築課

施 工 ; 松浦工業

a.  f . . . : 川県坂出 ili 咋f rl"IIIT

b.  8. 000. 00m'  

C .  1. 425. 23m'  

d.  2，167. 32m'  

e . 本館R C、- ftj¥S 、2 F 収 蔵1・I1S 、2 F

r . lI11干l l62年 1 月- l I rH1162年 1 0 n

g .  J R-( -; n線坂 WIlU岐 I(.frl' 駅
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中部大学キャンパス・フ。ラザ

所 在 地

言宣 言十

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

責見 t;!!: 

構 造

春 日 井 市 松 本 町 1200

第 一 工 房

清 水 建 設

356 ，000. 00 m'  

2 ，002. 5 1  m'  

8 ，778. 80 m
'  

地 下 2 階 地 上 12階 塔 屋 l 階

鉄筋 コンクリート 造

竣

鉄骨鉄筋 コンク リート 造

工 1976年 10月

紘のほどよく調和 した 小高い|王を右手に大きく迂回

しただらだら坂を登りつめ、右に急折したところに

低木の組栽された中央分離' 貯をもっメーンストリート

に至る 。 この両側左右にも緑が広がり、同にも災やか

で、消々しさを感じさせる 。 その兵正面に白色の外壁

をもっ20階建ての20号館が視野に入る 。縦ヂ|二桁で組ま

れたような大きな窓、これを納I ｾ、柱明、これよりや、

太めの梁が上品に囲み、終然と配置され優美さをもた

.. 曲調

らせている 。 じっと立ち止ま って、眺め直してみると、これはキャンパスのシンボルと

してだけでなく、周辺地域のランドマークとしての役;IIIJ を果している弘事な存イEである 。

この泰白井キャンパスは、講義室 ・実験室中心の単純な施設構成であ ったが、この高層

棟 ( 20号館) を中心にし字砲に配置された三 つの，述物は、キャン パ スのコアとして、新

しい景観を息IJ り出 した。 <写』工 : 村井 修〉

東 海 の 建 築 マ ッ プ一 一 東海支部建築マップ小委員会 一 一

三重厚生年金休暇センター

所 在 地

言宣 言十

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

声見 襖i

構 造

伊 勢 市 佐 八 町 字 池 の 上 1165- 1

岡 設 計

熊 谷 組

207 ，866. 0 m'  

8 ，697. 3 m・

12 ，433. 8m'  

地 上 3 階 塔屋 | 階

鉄筋 コンク リー卜 造

竣

一部鉄骨鉄筋コンクリート 造、鉄骨造

工 1987年 10月

なだらかな結で荷主われた起伏する丘陵

は、都市生活を営んでいる者ばかりでな

く、すべての人びとに安らぎと位かさを

味わせてくれるもので、もうそこには帆自

然環境砂という文言表現を超えた私ども

の求めてやまない、純粋のホ向然。を見

いだした歓喜を党えるものである 。 ここ

休暇センターは、私の心、の琴線を共 l喝さ

せる環境である 。歩を ji 主めるにつれ、そ

の姿を現わしてくれる 。緩い勾自己をもっ

苦手棟屋恨の本館は、 l明る〈孫ち来いた色

32 住集 と社会/ 1988判 11リ

首

調のタイルflti りの外x:;! をもち、。ト勢神下(

の7i{ j或に近い環境によく調和l していてう

れしし、。

この焔設は、年金受給者 ・被保険者そ

の他一般の保養、レクリエーション、研

修など多憾な利用があると聞くが、それ

に応じることのできる内百 ｉ ｜ｾｉ 日 ｬ をも、も

っ ている 。 内部仕上げは ＨｉｘＺｾ と木を法淵

とし、ラウンジなど共通スペースがゆ っ

たりと設けられ、たのしい。

景観としての建築



T

-
リ

で

カーペット、クッションフロスフロアタイル、そしてカーテン、

壁装材。トータルインテリアで空間を彩るサンゲツの美しい

結品を、ショールームで、見本帖で、ぜひ、お確かめください。

本社ショーj レーム 名 古 屋 市 西 区 幅 下 1 4  1  f i 052 (564) 31 11  

東 京 庖 東 京 都 品 川 区 東 品 川 3 20 17 fi 03( 474)  1181 

東京ショールーム( ? レリア) 東京都港区赤坂 1 12 32アーク森ビJ レ3階 n 03(505) 3300 

大 阪l苫 東 大 阪 市 加 納413 f i 06 (789) 5201 

福岡庖 γ ョールーム福岡市博多区板付 1 103 n 092( 441) 5181 

仙 台 庖 仙 台 市 卸 町 東4 1  25 n 022 (287) 3765 

札幌l苫札幌市白石区中央一条2 1  37 念日11 ( 832) 3111 

33 



- 書 評

「j羊風住宅」の時代

明治末期から、太平洋戦争直前の昭和 15年

に至るまで、 400刺: におよぶ住宅を、関西一東

京を両極に、北海道から鹿児島まで、全国に

たのだが、戦後は、戦後 で、声高に論ぜられ

たことどものみが強調 されて ・・ ・、「洋風住宅」

の11寺代は 、なかなか理解されにくい。私達の

太 田 隆 信

巻末の資料 一諏訪邸の建築図面をはじめ、た

くみにセレク卜された図而 ・スケッチが楽し

い。 ヴォーリズさんはアマチュア建築家、そ

設計したヴォーリズさんの仕事 ・伝記が、コ 近代を、たてまえとしてではなく、本音で云 して作品は B 級との評価もないではないが、

ンパクトな一 冊にまとまった 。 わかりやすく、 云するには 、どうしても、この l時代のありの そんな皮相の見方をふきとばしてしまう内容

淡々とした諮り 口のなかから 、著者のウ吊オー

リズさんへの思い入れが、しかと伝わ ってく

る。時間をかけたフ ィールドワークの結晶で

もある 。

現代日本} ! l ' t ¥' 生活を理解するには、文明開化

の息吹 をつたえる l明治則 の「異 人館 」から 、

近代化への， ｾｩＺ をかきたてた大正時代の 「 西洋

館」へ 、さらに身近な} ! l l ¥' 宗とな ってゆく「洋

風住宅」へと 、舶来住宅の足跡を、きちんと

トレースするところから出発すべきではない

か・・・。

「異人館」から 、「西洋館」の H寺代にかけては 、

舶来の視点で、研究 ・調j I f . も充実しつつある

ものの、「洋 }!li ¥，住宅」の時代は、もはや近代日

本の頃と、骨n来の視点が遠のいてしまう 。然、

し、庶民レベルでの西洋、この頃、ようやく

実感、それに抵抗するかのように、舶来排除

の声も高くなる 。声高に脅さねばならぬほど、

舶来の魅力、勢いが ｾｾｬ か った という面もあ っ

ル ・ コ ル ビ ュ ジ ェ の 現 在

ル ・コルビ ュジェ生誕百年に当たる H宇年、

雨後の符のようにル ・コルビュジェに| 品jする

者作が刊行された 。 その全貌は未だ把仮出来

ないが、こ うした現象を促した他の一因に、

1985年 に完結した図面スケッチ類の総122「ル ・

コルヒュジェ ・ア j レシーウーJ ( 7f ーランド、ニ

ュー ヨーク ) やル ・コルビュジェのスケ y チ

フ"/ クの復刻版( ニューヨーク、 1981- 2 )

の刊行があるらしい 。 この ことは、最近両者

を参照した論考が急激に明えていることから

も推 iWJできる 。今後ル ・コルビユジェについ

て語るには、両者への参! ! ¥i が不可欠になるで

あろうが、これは実に精神的にも経済的にも

なかなか大変な作業である (i アルシ ヴ」は

邦貨で数百万円もする) 。

今回紹介する本は 、この超高価 なアルシー

ヴに収められた論文だけを抜きだして編集さ

れた英文の論文集である 。 それぞれ読み進む

のに必要な柿絵や写真が添えられているから 、

充分単行本として読むに耐えるが、所々アル

シーブ所収当時のままの注記文があって、読

者を戸惑わせるのは玉に傷。それに、特定の建

物のデザイ ンの変避を分析する論考では、伊IJ

えばベントン 「ヴィ ラ ・サウォワ 」、ポー リ「ロ

34 建築 と社 会/ 19884 月 号

ままの姿を論じねばならなし、。戦後40年、 i l j実

前と言う H寺代」から半世紀、様々な分野て¥

戸河1Uヴォーリズの住宅

｜ Ｎ ｾｾ＠ I  r伝道」さ れたアメリカンスタイル

山形政昭著

( 主まいの図書館出版局刊

1，650円

少しつつそのあたりの議論が、 t活発になりつ

つある 。 ヴォーリズさんを f命じたこの本は、

その 中でも l床わい深い 一冊、わ かりやすい淡

淡とした語り 口が 、かえって、読者にあれこ

れ思い巡らすきっかけを与えてくれる 。

ヴォーリズさんの作品については写真を見

ていただきたい、図面を見ていただき たい、

ンシャン教会主」など参照すべきアルシーウー

のデッサンの所蔵番号などがしきりと注記さ

れていて、厳格な読者は結局いつかアルシー

ヴに当たらなくては気がすまなくなりそうだ 。

しかし、そのfts i立、かつてのル ・コ ルヒュ

ジェのパートナーによる思い 出訴の開陳か( ボ

ジャンスキ ー、 クセナキス) 、建築史家による

概論的な論考がほとんどであるから 、読むの

カ£ある 。

「吾家の設計 J i 吾家の設備 J ， ヴォー リズさ

んの 2 ，附の住宅論は一級品である 。 いま説明

を受けてもちっとも古くない。 この論が大正

12年 になされたとは 。住宅作家としてのヴ

ォー リズさんの視点の般かさ、それと共に、

人類愛、志の高さ、とい った ことを強く感じ

た。ぜひとも全文を読んでみた い、こ のシリ

ーズで復刻できないものであろうか 。

巻末、ヴォーリズ建築を受けつぐ流れとし

て、建築家吉村市太郎 さんと 、神戸市東灘の

「文化村住宅」が論じられている 。大上段に

仮りかぶらず、さらりと「文化村住宅」に代

弁させたあたり 、読みかえしてみると 、持者

のヴォー リズさんに対する姿勢がそこはかと

なく感じられる思し、。 こ の - ，Iij- を出発点に、

これから のヴォー リズさんを巡るストーリ の

展開に、期待したい。

( i! };H! 委以 ・J反念往築研究所大| 仮 事務所長 )

伊 従 勉

のがブルックスとセレンイの論考である 。

それに対し、パンハム、タフーリ、そして

エベンソ ンは、近代建築の「失敗」 を特定の

建築作家の失敗に結びつけて向らは潔白であ

ることを信じようとする今日の都市論 ・建築

論の一部にある幻恕に ｾｲｴＡ 青ＡＡな冷水を浴びせて

いる点で、この論文集の 中でも出色である 。

20年代にル ・コルビュジェが拙いたような都

市論の姿は雌かに今日にな って皮 肉にも実現

Lf  CDRsIt151fR LE CORBUSI ER された 。 しかし 、それはル ・コj レビユジェー

H.  ALLEN BROOKS編

Pr inceton University Press， 

Pri ncet on， New J ersey 

にそれほど苦労はない。 クセナキスは、ル ・

コルビユジェとの幸縞な出会いを回顧し、自

分が|品lわった建築が作!日: 群の 1:1: 1 でも特異な存

在であることを 1)世笑ましくも自貸している 。

また、 i況に歴史的な存在となったル ・コル

ビュジェの作品1洋について、後期のアイテア

が初Wl の作品、 L曳は作家の経験の 中に11壬JJ 合さ

れていたことを因果論的に検証しようとする

人のイメ ージではなく 19世紀からのよ長住に関

わる社会 ・技術思想、の論走I l . 的な帰結でもある 。

しかし、その帰結からル ・コルビュジェが成

し遂げた建築の価値の旬j 下げを断行すること

は本末転倒である 。ル ・コルビユジェの都市

論と建築との. f ' : I ¥' 、かな「ずれ」を iI!l J ること、そ

して彼の遭遇した技術と建築の歴史的な命運

は今日ますます切迫していることを向党する

こと、そして 何 よりも、近代建築の 1 つの巨

峰を越えるのに 、頂上ではなくその鞍音11を越

えることで済ますことは出来ないこと 。

ここに今日もなおル ・コルビュジェを問う

立I! 未がある 。

( 3 8浮委貝 ・京行日大学教養部助教J宝)
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年をとらないりレ外装枕

F Bウォ-/LJ0096フッ素樹脂フィルムラミネート外装材

いつまでも外装を美しく保つ秘密。

ピノレの外装 はつねに雨や雪、壊、排気 方、ス、砂塵などにl爆され、 汚染 物の

海の中に建ーっているとL、つでも過言 て‘はありません。その中で; 長期間美観を

維持し、機能を発揮する外装材を選択するのもひと苦労。

・経 年 変化がない ・槌色しない ・汚 れに強し、 ・多 様なデザイ ンにも対応

玄 設・コストが安 い・工 期 が早 い・悪 寒 玄 支 全 般 浪1ふとし、った複数

のニーズを同時に満たす外装材が求め られています。

テ、与ポン社 の 「テドラー」 ぞ独自の技術で圧 着加工 した r100% フッ素樹 脂

フィノレム・ラミオ、ー卜鋼板( フローノレボンド) 使用の外 装ノ叶、ノレ- F BウオールJ

は、それら求められる諸特性を一枚のプレートに集約した画期的な外装材。

ファッションピノレ、オフィスピノレの外装 やリフレッシュに、 美観を長持ちさせ

機能的にも優れたF Bウオーノレをぜひご検討 ください。また、日鉄建材では

どんなご相談にもお応えしております。と孔どんお問合せください。

Ｎ ｆｂ ウ オ ー ノレ に関するおｲＺ ｾＱ L 、合せはー

① 曲げ加工部介 にクラックが入り鋳の原因をつくる心配もありません。

( 180・IT曲げ加工後の加工面 X 45)

・70% PVDF( 7' >葉樹脂造装鋼板)

号室三皇室ー
1 4|  

'  

② 加工部の耐食性

( エリクセン試験後、宜卑水5 %、1，000時間噴霧試験結果)

・50% PVDF ( フッ素樹脂塗装鋼板) ・テドラーラミネート鋼板( 被慣j車38μ)

本 社 : 干 104 東京都中央区銀座7- 16- 3 日銭木挽ビル

パネル営業部 T E L : 03- 542- 8129 

大阪営業所: 干 530 大阪市北区中之島 2- 2- 8

テイサン中之島ピル T E L : 06- 222- 5395 
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フッ繁樹指フィルムラミネート鋼板 趨耐候性フッ紫外装材

フロールボンド F Bウオール

日主張建材工業株式会社

本 社東京都中央区銀座 7 ー 16- 3 干104 TEL(03)542- 8128 

大阪営業所大阪市北区中之島 2 - 2- 8 〒530 T EL( 06)222- 5395 

近年、 金属系外装材料として、フ γ 繁樹脂鋼板

の普及が顕著である 。

フ ッ素樹脂鋼板は、ポストコート鋼板と、プレ

コー ト鋼板 ( 以下、 P C M: P R E - C OAT E D

ME T A L と略す) に大別 できる 。特に P C Mは

メーカ一一n生産によるコストダウン、並びに耐

久、耐候性面での性能向上が計られ、屋根材料は

もとより、品質要求の厳しいピル外装用途にも、

応えることができるようになってきた 。 ここでは、

P C Mとして最高級の品質を有する、フ ッ紫樹脂

ラミネート鋼板「フロールポンド」の概要と、こ

れを使用したビル外装ノ マネル i F B ウオール」に

ついて紹介する 。

フッ繁樹脂ラミネート鋼板とは

P C Mには、塗装タイプとラミネートタイプ( 積

層) がある 。「フロールポンドJ は後者のタイプで、

米国デュポ ン社が開発したフ ッ素樹脂フィルム 「テ

ドラーJ を亜鉛鉄板の表面に圧着加工したもので

ある 。塗装タイプが、フ ッ素樹脂を塗料化する為、

30% - 50%の割合でアクリル等を加えるのに対し、

ラミネートタイプは、 100 % フ ッ紫樹脂で桃成さ

れたフィルムであり、加工性、耐候性等品質には

差がある 。

原板の亜鉛メ ッキグレードは、 Z27(両面で275

g / 凶以上) を標準仕様としている 。 この厚メ ッ

キとフ ッ素樹脂フィルムの優れた保護作用の相乗

効果により「フロールポ ン ドJ の耐久 、耐候性が

発揮される 。

なお、 1 図に示すように仕様の種類としては、

片面フィルム積層したものの他、両面に積層した

もの、原板に、ステ ンレス、アルミ板を使用する

ものなどがある 。

「フロールポンドJ の特性

l  耐久、耐候性

(1) 太陽光線による変退色やチョーキ ングが殆ど無

フィルム

フッ葉樹脂フィルム( 米国デュポン社製テドラ 笠)

フィルムl車38 ミクロン

積層タイプ

片面積層

ー
一
「

←斗一一7 ッ繁樹指フィルム

藍主ァー接着剤

| ー~前処理層

←十一一 下地金属板

Fι ーー 前処理膚

正ま一一塗装

〈、初期の美観を保ち続ける 。

(2) 長期使用による表面フィルムの劣化が極めて少

なく、フクレ、ハガレ等を生じない ( 通常環境

条件下での使用に対し、 20年保証も行われてい

る)。

2  色調

(1)テ・ュポン社の性能試験によ って裏付けられた品

質をもっ標準色、 19色より選定出来る 。

3. 耐薬品性

(1) フッ索樹脂フィルムは化学的に不活性て¥この

ため、酸、アルカリ薬品や溶剤に対し、殆どお

かされない 。 したが って酸性雨や過酷な環境下

での使用に耐える 。

4  耐汚染性

(1) 強酸、強アルカリ、各種溶剤の使用が可能で》あ

り、汚染i侍の洗浄が容易なため、メ ンテナ ンス

面で有利である 。

5  加工性

(1) フィルム単体で 100 % 以上の伸び特性をも って

いるので、建築製品の加工に伴う曲げ加工やtql

し出し加工に対し、表面フィルムが追随し、加

工部でもフィルムの保護性能が維持されている 。

i F  B ウオール」フロールポンドの

外装パネルへの利用

「フロールポ ン ドJ は、最もシビアな自然条件

にさらされる屋恨への利用を中心に、用途が拡大

している 。 また，日鍬建材工業では「フロールポ ン

ド」の加工製品としてビル外装用途の i F B ウオ

ー ルj を 製 造 し 、 設 計 施 工 を ふ く む システム製

品として販売している 。その概要を紹介する 。

1  . 製品形状

2 図に示すように底の浅い箱形状で、四周に下

地鉄骨へ取り付けるためのフランジが設けられて

いる 。製造可能な外形 ( 外装としてはグリ ッ ドの

縦横寸法に対応) は 3 図に示す通りである 。 その

他役物努iは建物に応じた物件ごとに設計され、製

Di [  

工

員 7

接着剤

前処理層 特

下地金属板

前処理層

接着剤l

フッ葉樹脂フィルム 1000 

1 図 製 品f土機
3 図平パネル受注可能範囲

作 ・供給される 。

2  用途

(1)新築の ピル建築、戸建住宅、鉄骨造、 R C造の

いずれにも適用できる 。

(2) 既存 R C建物の外壁補修やデザイ ン一新のため

にも使用できる 。

3  採用理由 ・メリ y ト

F B ウオールが採用される主な理由は、材料

である「フロールポンド」の高耐候性とメ ンテナ

ンスの容易性、パネル外装の現代的なデザイン感

覚や落ち若いた色調などが高〈評価 されるように

な ってきたためである 。

その他メリ ッ トとして、既存建物の椛造強度に

影響しない軽量きと、取り付けの容易性が評価 さ

れている 。

4  施工

(1) 標準的には、まず 4 図のように極体構造に下地

鉄骨を取り付ける ( この段階で壁体面の不陸を

調墜する )。

(2) これに F B ウオールをタ ッピングビスで取り付

ける 。

(3)パネル間の白地は、パ ックア ップ材を使用し、

シーリ ング仕上げとする 。

なお、鉄骨造で耐火締造とする場合は、裏面に、

ロ ックウールを吹き付けるのが一般的である 。

最後に、建物全体では、窓関口部の取り合いや

階高の変化に対応、して パ ネルや役物の紐類が多く

なるので、関連工事を含めた周到な工程のもとに、

材料の徹入や取り付け工事を実施することがスム

ー スな工事進捗のために霊安である 。

松 本 章/ 建材委員

対寝 込 ｜ベｾ
4 図標準納まり ( S 進) ... 

建築と社会/ 1988年 4 月号 3 7  
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編集委員会法令分科会

2 2 4  

日 l

間口率 一孟-

A  5  

図 - 5

建 築 基 準 法 ・ 同 施 行 令 の一 部 改 正 (その 4 )一道 路 斜 線 関 係 ②ポーチ等でつぎの要件を満たす建築物の音11分

道路斜線制限の適用範囲

従来の道路斜線市11限は、敷地のすべてに適用さ

れていたが、今回の改正で、用途地域と容積率の

組み合わせにより、斜線の適用範囲が定められた 。

すなわち、道路斜線が前面道路の反対側1) の境界線

当敷地の基準容積率 350 % の場合、適用距離は

表ー 1 より、住居地域 : 3 0 m、商業地域 : 2 0 mと

なる 。

建築物を道路から後退させた場合の道路

斜線制限

から、ある一定の距離に限定され、広幅員道路に 今回の改正で、建築物を道路境界線から後退し

面した敷地では、適用されない場合もある 。 た場合の道路斜線は、前面道路の反対側の境界線

改正後

(i .V畠)

図 - 1

なお、道路斜線の適用範囲はつぎの表ー 1 のと

おりである 。

表 - 1  

I也 I挟. j也区 答積率 適用距総( rn )  

第 ｩ 傾ｻ主 ｽｾｩ ，，Ｇｬ 用地域 発以下 20 

m 2 長f[ 住居専用地域 発超、鈴以下 25 

住 居 I也 域 発以上 30 

待以下 20 

近 隣 商 業 I也 減 持超、将以下 25 

商 3長 J也 t虫 持超、将以下 30 

特以上 35 

機 工 業 地 域 発以下 20 

エ
来ー I也 域 発超、鈴以下 25 

工 業 専 用 地 域 発以上 30 

話以下 20 

無 指 定 の 地 域 発起、将以下 25 

子S超 30 

から後退した分だけ、むこうにあるものとみなし

て適用されることとな った

i . Vd  

偽 邸E聡 仇 邸 随

図 - 3

改正後

なお、建築物の道路からの後退距離が部分によ

り異なる場合は、その設少の水平距離に相当する

建築物の壁、柱等の商でレiJIII 定すること、また前面

道路ごとに敷地単位でー測定することとなるので、

前面道路が二以上ある場合、それぞれの前面道路

ごとの最少距離によることとなる 。

件

¥前面溜喜( J )酬 '1の

1寛界線とみなさ れる境界線、

:/ i- i ':' ーーーー一一 入一

， 
， 

， 

J  

また、 ニ以上の呉なる用途地域にまたがる場合 !  15 

の道路斜線の適用範囲については、前間道路に接

する 1111) の用途地域における適用距般の数値が前面

道路に按しない地域、地区にも適用されることと

なる 。 ( 令第 130 条の 11 )

ι  

後退した空地部分は、道路による通風、採光等

に寄与するものとされているが、これらの目的を

者しく阻害しないものを、後退距離の算定におい

イ 高さが 5 m以下のもの。

ロ 附! 日本がys 以下であること 。

ハ. 前面道路廃界線から 1 m以上後退しているこ

と。

③道路に沿 って設けられる高さが 2 m以下の門螺

で¥高さが 1. 2 m を超える部分を、金網、パイプ

柵等で通風、 f.!. 通しがきく形状としたもの。

図 - 6

④隣地境界線に沿 って設けられる門、塀。

⑤歩廊、渡り廊下等で、特定行政庁がその地万の

気候、風土の特殊性、土地の状況を考慮して規則

で定めたもの。具体的には、多吉区域等における

「がんざ」や、道路上に設けられる公共用歩廊等

と接続する部分等が考えられる 。

⑥高さが 1. 2 m以下の建築物の部分。

隣地斜線制限の適用範囲

隣地RJI の通j弘、保光等の環境を確保するために

設けられている隣地斜線制限についても、道路斜

線制限と同線、建築物を隣地境界線から後退させ

ることにより、その後退した距離だけ隣地J j l 界線

が反対側にあるものとして 、隣地斜線jt1)限が適用

さt L ることとな った。

加世話量界S車 F島ii! .免税阜

図 一 7

なお、適用にあた っては、地上2 0 mまたは 31 m

を超えるお1築物の部分から隣地境界線までの最少

の水平距離は、隣地境界線ごとに敷地単位てゆ: 定

て、建築物か ら除 〈部分とし て定めて い る。 ( 令 する 。

C  

B  

図 - 2

38 建築と社会/ 19腿年 4 月号

l お V

15[7 

第 130 条の 12)

なお、つぎの①~⑥ までの高さとは、前面道路

の路面の中心か らの高さであり、敷地の地盤面で

はない 。

A ' ①物置等でつぎの要件を目前た寸建築物の部分

イ 軒の高さが 2. 3 m以下で、かつ床商械が 5 m'  

以内のもの。

ロ 当該部分の間口率が泌以下であること 。

ハ. 前面道路境界線から 1 m 以上後退しているこ

と。

C' ここでいう物置等には、自転車置場や自動車卓

庫、機械室等が該当するも の と考えられる 。

進

Z畠

隣地境界線

図 - 8

(大阪府建築部建築指導寝/ 笠 井精 ニ )



G  ニュース … 即l…

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

音 - 熱 ・ 動 風 圧 試 験 室新 規 購 入 機 器 紹 介

所 在 地… 吹田市藤白台5 - 8ー 1 〒565

電 話 ・・( 日6) 872- 0391 F AX . . . ( 06) 872- 0784 

業 務 時 間 一 平 日 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土 曜 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 

音響データベース用コンビュータ

低 温 恒 温 恒 湿 器

1. 多孔質材料 664データ

2  多孔質板状材料 285 11 

3 .  ｾしあき板・ Ｓ しあき板Ｋ多孔 質 板 422 11 

4 . スリ ッ ト構造吸音体 120 11 

5  一般建築材料 116  11 

6. 人物椅子 52 11 

合 計 1，659 11 

吸音率 データ ベース各材料項目別のデータ数 ( 1988年 2 月現在)

c吸音材の検索

2 吸音材のデータ 管理(追加 ・修正・削除)

1. 多孔質材料

2 多孔質板状材料

ＳＮｾ し あき板 ・ ましあき 板 Ｋ多孔 質 板

4. スリ ッ 卜構造吸音体

5. 一般建築材料

6. 人物 ・椅子

{ 吸音材データ追加

2. 吸音材デ一歩修正

3 吸音材データ削除

i ! 商品名

2.材料名

3 会社名

4 試験機関名

5. 各周波数での吸音率

l吸 音 材 デ ー タ 管 理 シ ステム |

吸 音 材 管 理 シ ス テ ム

材 料 項 目 管 理 シ ス テ ム

当所での音響 iJII J定も、はや 15年を 迎え、警秘されるデータは 、年

間150件 lこものぼっています。音響試験室ではこれらの情報 を有効に

活用するため簡使に使える音響データベース 化 をかねて より検討し

てきましたが、このたび、パーソナノレ コンビュータシステム( 本

体 : N E C  P C- 9801  V X 21、ディスプレイ : N E C  P C - ! <D 853、プ

リンター : E P S O N  HG- 2 5 0 0、ハードディスク : E P S O N  H DD  -

2 0 S 、データベースソフト : d  Base IIl ) を購入、具体的な作業に入

りました。

従来、各位音響情報の問い合わせに対しては 、公刊の音響ハンド

ブックを主に使用 しておりました。しかし、今後はこれに当所での

iltl J定情報を加 え、一層充実したデータベースをと考えて い ます。

1988年 4 月現イE 、残響i室法 l汲音率のデータベースはすでに完成し、

現在は音物透過般失ならびに床衝撃音試験のベータベースを作成中

です。将来的にはさしっかえのない範囲でのご照会に応じる予定で

すので、新製品開発の資料に活用していただければと思います。

音 響 データベース用コンビュータ

一

ム

一

一

一
ア

一

一

ス

一

一
、
ン
一

一

理

一

一
自

冨

一

一

同国

一

一

項

一

一

索

一

一

検

一

| 室内音響設計 C A  Dシステム |

吸音率 データベースの槍成

方 式 平 衡 網 ;星 鯛 i X 方 式

温 湿 度 範 囲 - 40ー + 150"C / 30- 98%  R .  H  .  

本

;星 温 度 調 節 巾 :t 0.3" C/ : t 2. 5%  R.  H  

温 温 度 分 布 :t 0.5" C/ : t 3 %  R. H .  

温 度 上 昇 時 間 - 40ー + 150"C まで70分以内

体

温 度 降 下 時 間 +20- - 40"C まで60分以内

内 法 寸 ;去 W 600 x  H  850 x  D  800mm 

外 法 寸 ;圭 W 1  ，01 0  x  H  1  ，550 x  D  1  ， 1  70mm 

ｈ 令ｾ
量 408 t  

運 転 モ ー ド プログラム運転、定値運転

言十
プ ロ グ ラ ム 容 量 R A M パ ター ン : 16プ ログラムノ f ター ン1512ステ ップ

R O M パ ター ン ー13プ ログラムノ ぐター ン

装
指示/ 設定分解能 温度0. 1"c 、湿度 1%、時間 l 介

制 御 動 作 PI O 制御

-9 8 % 

機
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このほど熱試験室に低温恒温恒湿器( タパイエスペック 株式会社

製) を導入しましたので、その概要をご紹介します。

本線は内法寸法がW 6 0 0 X H 8 5 0 X  D 800mm ( 容量408 R-) 、治m. 1度の

プログラム制御が可能なものです。仕様および制御可能な温t!J. 皮範

囲を 表ー 1 、図ー 1 に示します。

係用されている計装は、トータル 512 ステップ、 16パターンまで

のプ ログラム設定能力を持ち、一度設定したプ ログラムは 5 年以上

保持されます。また 、タイマ一機能により任意の時間lに自動起動 ・

運転 ・停止が行えます。

本器の導入により次のような試験が実施可能となりました。

1  ) 低温、高温H寺における熱伝導率、熱拡散率の iJII J定

2  ) 熱膨張、熱及び水分による変形性状の試験

3  ) 平衡含水率測定等の l汲放湿性状の試験

4  ) 複層ガラス等の耐久性試験

この他、プログラム制御の使用により多目的な 利用が可能です。

詳しくは熱試験室までお問い合せ下さい。

低 温 恒 温 恒 湿 器
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21世 紀 病

最近読んだ本にお面白い挿話が，li I t っていた。童話の話である。一人の旅人が冬の寒い夜に老夫婦の家に

暖を乞うた。その旅人は凍えそうな手にしきりに忠、をふきかけていた。老夫婦が熱い粥を進めると今度

はその粥にまた、忠、を吹きかけているではないか。こうした習慣を知らない夫婦は、この男を化け物に

違 い な い と 思 っ て 、 再 び 暗 い 吉 の 外 に 追 い 出 し て し ま っ た 、 と 言 う 話 で あ る 。

建 築 界 は 今 、 世 紀 末 を 迎 え て 、 ポ ス ト モ ダ ー ン は ど う あ る べ き か 、 明 日 の 者rs市はどうなるかなど、 21世

紀を目前にして、機々な議論が起っている。 21世 紀 と 言 っ て も 10数 年先のこともあれば、 100 年 先 の こ

ともある。たいした棋拠もないのに深刻l に 考 え て い る の は 40代以降の建築家で、次の世代の若者はケセラ

セ ラ の 気 分 で あ る 。 問 題 は 先 の 事 を A 号、えるより前に、未来を考えるための基礎になる現在をどう考える

かの万が大切である。同じ} : ; ] 、を吹きかけるという行為が、 J令いものを l境 め る 場 合 も あ り 、 熱 い も の を 冷

す の に 使 わ れ る 場 合 も あ る 。 要 は ど の 織 に 見 れ ば 、 何 が 見 え る か の 見 方 の 問 題 を も っ と 考 え る 必 要 が あ

る。先へ先へと問題を提起しないと II 分 の 存 在 が な く な る 様 な 、 文 明 病 的 な 悲 し い 性 が 建 築 界 に あ り は

しないだろうか。一面的な凡万だけで、旅人を追い出した山家の夫婦と同じことになる。 ( K .  K )  

窓 辺 緑 化

う る お い の あ る 美 し い 街 な み を つ く ろ う と 、 入 居 者 の 協 力 を 待 て 、 マ ン シ ョ ン の 「 バ ル コ ニ ー 繰 化 」 を

すすめようとしている市がある。誠に結構な試みだと思、う。街なみを緋成する建築物のなかでも、とり

わ け 中 高 層 の 集 合 住 宅 は 、 街 の 景 観 に 大 き な か か わ り が あ る よ う だ 。 住 宅 が 柏 層 し て 集 合 す る た め 、 画

一 的 で 単 調 な 外観になりやすく、 う る お い や 安 ら ざ と い っ た 街 な み 長観 上 必 要 な 情 緒 感 に 欠 け る よ う な

フ ァ サ ー ド に な る う ら み が あ る 。 ま た 、 バ ル コ ニ ー の デ ザ イ ン も 重 要 な 要 素 だ と 思 う が 、 案 外 目 が 向 け

ら れ て い な い 。 し か し 折 角 の 索 時 し い 表 情 を も っ た 集 合 住 宅 で も 、 洗1濯物やフトンを満艦飾よろしく、

バ ル コ ニ ー に 一 斉 に 干 す と な る と 、 街 な み 景 観 ど こ ろ で な い 。 し か し こ の よ う な ケ ー ス が な ん と 多 い こ

と か 。 是 非 と も バ ル コ ニ ー を 花 や 鯨 で 飾 り 、 街 路 を 歩 く 人 の 自 を 楽 し ま せ て ほ し い も の だ 。 ま た 、 最 近

は l 戸建の住宅でも、: 窓辺を花や紘で飾っているのを、よく凡かけるようになった。 i 目は心 の 窓J と

いうが、窓辺を館I i るその家の人の心がみえて気持が良いものだ。

こ れ か ら は 「 バ ル コ ニ ー 繰 化J i 窓 辺 緑 化J を考慮、に入れた優れたデザインの住宅が供給されること

を期待したいものだ。 ( A .  H )  

無 心

私 は 釣 り が 大 変 好 き で あ る 。 あ の 広 い 海 の 中 て ¥ 小 さ な J誌に上って、 f:1?， を 相 手 に 一 日 中 の ん び り と 過

ごせるのが良 u、。そしてあのケタタマシイ屯話のベルが鳴らないのが良し、。魚が釣れた i時のあの手応え

は 釣 り を す る 者 で な け れ ば 、 こ こ で い く ら 書 い て も 理 解 し て も ら え な い だ ろ う し 、 僕 の 下 手 な 文 章 で あ

の 快 感 を 汚 し た く な い 。 と も か く 釣 り は 面 白 い 。 な ぜ こ ん な に 釣 り が 好 き に な っ た の か 私 自 身 に も よ く

わ か ら な か っ た が 、 近 頃 よ う や く そ の 心 が わ か っ て 来 た 。 そ れ は 、 釣 り は 無 心 に な れ る か ら で 、 ど う し

て無心になれるのかと言うと 、釣り の相 手 が 無 心の魚、だからである。

建 築 と は ク レ ー ム 産 業 で あ る と 言 わ れ る よ う に 一 つ め 建 築 を 完 成 す る ま で 、 多 く の 人 の 手 に よ っ て 造 ら

れ る 。 そ れ を 設 計 監 理 す る と な る と 大 変 な 討 の 使 い よ う な の で あ る 。 だ か ら 屯 話 の 音 す ら も 嫌 な の で あ

る 。 週 に 一 度 の 休 み ぐ ら い は 、 一 人 で 屯 話 の 11，むらない所でのんびりしたいのである。私達は現代に生き

て働く以上、 ｾｦ 主れしも人間関係において 何 らかのストレスを、大なり小なり 心に受けるも のである。私

の 場 合 、 こ の ス ト レ ス を 癒 し て く れ る の が 釣 り で あ り 、 私 を 無 心 に し て く れ る 魚 釣 り が 大 好 き で あ る 。

( K  .  1 )  

銭 湯 今 北

家 人 が 風 呂 の 笠 炊 き を し て し ま っ た 。 気 が つ い た の が 早 〈 、 ポ リ 製 浴 柑 の 焼 狐 桂 皮 で 大 事 に は 至 ら な か

っ た 。 保 険 手 続 き 等 で 二 週 間 ば か り 風 呂 が 使 え ず 近 く に 出 米 た 新 し い 銭 湯 を 利 用 す る こ と に な った。こ

れ が 、 銭 湯 と は 呼 ば ず ユ ー ト ピ ア 「 ゆ 」 と 呼 ば せ る 。 ご 承 知1の新しいタイフ' の銭湯である。小子も足も

とは下駄でなく. r j I である。まず、チケットを自販機で買う。脱衣場は、カウンター( 番台) からの視線

を遮っている。浴場にはいくつもの浴柑が配され、 r昆浴・冷浴 ・ラドン湯 ・電 気 湯 ・打 ち 湯 ・薬 草 湯 ・

サウナなどの楽しませ方は一昔前の銭湯とは大変な迩いである。 wー士 山 の 絵 の 代 わ り に ラ ス タ ー タ イ ル

を貼った壁と洗い台は、明るさを感、じさせ、モダンを強調する。湯上がりの休息、を取る広いロビーでの

究 ぎ は 、 ち ょ っ と 遠 出 の レ ジ ャ 一 気 分 を l床わせてくれる。

答が多く、銭湯の衰退' が続くなかでこの砲の湯屋はどこも好調らしい。乱立気味でもない事もあろうが、

建 築 が 支 の 存 続 を 保 護 し た 数 少 な い 例 と み る こ と は 出 来 な い か 。 あ る い は 、 新 し 物 好 き の 日 本 人 の 一 時

的な持てはやしであるかも知れない。是( 4 L ) 代は自前で、ゆ代 230 円 也 、 決 し て 高 く は l惑じなかった

ことは石在カミである。 ( T .  M)  
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特集

建物の外装リフレッシュ

近年の建設活動は活況を呈しており、新しい建物が次つぎと誕生しています。情報化社会

への対応 ・OA化をうたい文句にしたインテリジェントビルは、建築の新しい方向を目指

していると言えましょう 。

一方、既存の古い建物の外装は劣化 ・汚染が進み、なかでも R C構造物はアルカリと反応

する骨材の存在が話題となり 、コンクリートの劣化に対する関心が高ま っています。

古い建物といえども、機能的 ・空間的変更の要望があればこれに対応していく必要性が生

まれてきます。 しかしスクラ ップ& ビルドは容易でなく、既存の建物の価値を維持・向上

させるリフレ ッシュ工事が、ブームとも 言 える状況にあります。

今月は外装のリフレ ッシュに焦点を絞り、診断技術と施工技術の特集を企画しました 。 さ

らに、秋には集合住宅のリフレ ッシュの特集を予定しています。

*  

既存の建物に手を加えて用途変更したり、外観のイメージチェンジを図 ったり、古くなっ

た仕上材を新たにしたりする行為に対して、さまざまな呼称が氾濫しています。

改装、改築、更新、模様替え、修繕、リフレ ッシュ、リフォーム、リペア、

リノベーション、モダニゼーション、リボーン、リニューアル、. . •..• etc 。

なかには和製英語もあるようですが、これらの言葉はそれぞれに意図するニュアンスを伝

えており、一つの 言葉に代表させることは現状では難しいことだと思います。地工材料分

科会委員は、特集の内容のイメージから、タイトルに 『リフレ ッシュ j という言葉を採用

することにしました。 ただ、執筆者にはこれの使用を強要していませんので、本文中は原

稿のままの用語を用いています。 (縦JU併 a炉山田敏捷)

ノ ド号特集制 ｊｕ 怜 ｬｊｾ

l村山修之/ 大木手IJ 文/ 水口線/ 山下仁志/ 山田敏姥/ 縦井征夫
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建設省総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久

性向上技術の開発」の成果と活用

検 木 莞

研 究 の 目 的

経済の安定成長化に伴う投資余力の減退、資源問題の顕在化

による資源の有効利用等を背景に、建築物が長期間その効用を

適切に維持できるよう、建築物の耐久性を向上すべきとの社会

的要請が、近年とみに高まってきている 。 とりわけ建築物のス

トックが増大しつつあり、建築物の質的向上に対する国民の要

求が強いものとな っている今日、この要請に緊急に対応する必

要がある 。

ここ 30年のわが国の建築技術開発の経緯をみると、耐震 ・耐

火 ・| 坊火などの災害に対する安全性の確保技術、および建築生

産の工業化 ・省力化などの大量生産技術の開発が推進され、成

果をあげてきている 。

しかし、この過程で建築に導入された新しい材料 ・工法 ・設

備等に対し、耐久性からみた設計施工技術の開発は必ずしも十

分ではなく、またわが国の将来の安定的な社会 ・経済を支える

基盤としての膨大な建築ストックを良好な状態に維持してゆく

のに必要な維持保全技術も十分には整備されていない。

一方、建築物は各種の部材および設備システムから構成され

ており、それらのもつ性能劣化、耐用性の相違から、全体とし

てバランスを保つ必要があるが、近年とくに設備システムを中

心として耐久性に関して問題が多いことが顕在化しつつある 。

建築物全体を所期の性能で保ち 、かつ、長期使用に耐えるよ

うにするためには、これらをふまえた維持保全、耐久性向上の

ための技術の開発が期待されている 。本研究は上記要請にこた

え、 「既存建築物の保全技術および新設建築物の耐久性向上技

42 建築と社会/ 1蜘 年 4 月号

布f. I を確立するため、新技術の開発と現有技術の再編、 イ本系化 を

行い、建築物の総合的な耐久性向上の確立に資する J ことを目

的とする 。

研究課題体系および内容

その研究課題の体系および研究内容を表一 1 に示す。 また、

図ー 1 に研究開発のフ ローを示す。

研究経過と研究組織

1. 研究開発期間

昭和55年~昭和59年までの 5 か年問。ただし、 「鉄筋コンク

リート j および「設備」以外は、昭和56年~昭和59年までの 4

か年問。

2  . 研究開発分野と対象

本プ ロジェクトでの研究開発分野と対象は 、以下のとおりで

ある 。

・建築物

・鉄筋コンクリート建築物

・木造建築物一一在来、軸組、枠組構造等

・鉄骨造建築物一一対象は、無処理鋼材、塗装鋼材、溶融亜鉛

めっき鋼材および塗装溶融亜鉛めっき鋼材

・非構造部材一一外装塗仕上、外装モルタル、タイル、防水、

雨仕舞、開口部等

ただし、工場、超高層建物等 、特殊なもの、特殊な環境にあ

るものは対象外。



表ー 1 . 般省総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久性向上技術の開発」研究課題体系および研究開発内容

大 調i 題 中 課 題 ・ 小 課 題 研 究 l刻 発 内
廿ｾ恥

既存建築物の保全 1  . 劣化診断技術の開発 既存建築物の劣化現象の実態を経年別、構造別、部位別に把握する 。 またコン

技術iの開発 (1) 劣化現象に関する実態調査 ・研究 クリートの中性化、鉄筋の発鎖、設備配管の腐食等の原因となる建築物の表面

(2) 劣化外力の評価に関する調査 ・研 究 - 内部の1品温度 ・ C0 2 濃度状態、結露、凍結融解等のほか、気象条件、大気

(3) 劣化度判定手法に関する研究 汚染、使用条件等の劣化諸要因を把握し、劣化現象への影響を明らかにする 。

これらの成栄をもとに、建築物の部材・設備等に対する非磁波的な劣化! 支判定

手記長を開発する 。

2. 補修 ・交換技術の開発 経年別の補修・交換の実態を把握し、その耐久性効来および技術上の改善につ

(1) 機造部材の補修 ・交換に関する研究 いて研究する 。 また新たな補修 ・交換技術の研究を行い、その結果 ・適合性を

(2) 非精進部材の補修 ・交換に関する研究 笑験により確認する 。 これらの成果をもとに、建築物の部材 ・設備等の機能を

(3) 設備材料 ・機器の補修 ・交換に| 期する研究 回復させ、建築物が健全な状態を保つために必要な補修 ・交換技術を開発する。

日 新設建築物の耐久 1  耐久性に I関する条件の設定 将来にわたって建築物の各部材に要求される耐久性を分析し部材別に耐久性

性向上技術の開発 (1) 耐久性に関する婆求性能の設定に関する研究 に関する設計上の条例ーを設定し、要求性能リストを作成する 。また、建築物の

(2) 設計外力の設定に関する研究 部材 ・設備等の笑際の使用環境を定量的に把催し、部材別 ・地域別の設計外力

(3) 耐久性判定手法に関する研究 分布を明らかにする 。 これらの成果をもとに、耐久性判定手法を開発する 。

2  材料・部材 ・工法の開発 位 ・梁等の構造用、内外装等の非構造用材料・昔日材・工法ならびに設備材料 ・

( 1 ) 構造用材料 ・苦11材 ・工法の開発 機骨量 ・工法について、これらの改質、改良、構成方法の改善を行うことによ っ

(2)非繊造用材料 ・部材 ・工法の開発 て、耐久性向上を図ることのできる技術を開発する 。

(3) 設備材料 ・機器 - 工法の開発

3  施工管理 ・維持管理技術の開発 機造用 ・非構造用昔11材、設備等に関し、施工・管理上の要因が耐久性に及ぽす

(υ 構造用材料・部材の施工管理・維持管理技 影響を分析し、耐久性向上のための施工 ・管理技術を開発する 。

術の開発に関する研究

(2) 非椛造用材料 ・部材の施工管理 ・維持管理

技術の開発に関する研究

(3) 設備材料 ・機昔器の古車工管理 ・維持管理技術

の開発に関する研究

III 保全 ・耐久性向上 1  . 保全技術の経済性評価手法の開発 既存建築物の保全技術を経済性の側面から評価するため、代替関係にある保全

技術の評価手法 技術の比較検討を行う評価手法を開発する 。

2. 耐久性向上技術の経済性評価手法の開発 新設挫築物の耐久性向上技術を経済性の側面から評価するため、建築物のライ

フサイクルコスト分析を行い、各種の耐久性向上技術の経済性を適切に評価す

る手法を開発する 。

3. 怨築物維持管理効率化手法の開発 建築物の維持管理に関する現行システムの分析を行い、耐久性向上の観点から

その効率化を図る手法を開発する 。

IV 総合的耐久性向上 [ - 山における技術開発を総合的に評価し、建築物の耐久性向上のための耐久

技術の開発 設計指針、耐久脇工指針および耐久保全指針を作成する 。

II 新設建築物の耐久性向上技術

劣 化 診 断 技自 事ili 修 ・交 換 技 術 耐久性の条件設定 材料・音11材 ・ 工 法 「工 ・管 理 技 術

劣 化 現 [補修技術1 要 求 性 能 構 造 [ 脇 工 技 術l

劣 化 外 l交換技術j 設 計 外 力 非 構 造 [ 管 理 技 術j

劣化j支判定手 耐久性判定手法 設 備

.& .& I  1 . &  . . ! ] . ι  

劣化度判定指針 補修 ・交換指針 耐久性判定指針 耐久部材等|湖発 耐久施工管理指針

日l 保全・耐久性向上妓術の評価手法

法子
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W 総合的耐久性向上妓術

耐久設計指針

耐久施工指針

耐久保全指針

図 - 1 研究開発計画フロー
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- 建築設備

・配管設備一一給排水管等

・設備機器一一空調、ボイラ一等

・屯気設備一一配線、変電設備等

・保全、耐久性向上技術の評価( 経済性評価)

上記「建築物」および「建築設備」を対象とする 。

3  . 研究開発経緯

具体的な研究開発は、 「直轄研究J と「委託研究」により笑

砲された。

・直轄研究 表一 1 に示した研究内容に従い、建設省建築研

究所において、 「委託研究」と連成して実施された。

・委託研究 「建築物」および「経済性評価」は( 財) 国土開

発技術研究センターで、 「建築設備」は( 財) 建築保全センター

において、研究開発が行われた 。図 - 2 に、委託研究開発のた

めの組織 ・体I!JI I ・関連委員会の概要を示す。

本プロジェク卜に限らず、総合技術開発プロジェクトは、官

・学 ・民の協同によるものとして位置づけられており、建設省

建築研究所以外の省庁 ・公団 ・公社 ・大学 ・設計事務所 ・建 設

会社 ・材料生産 ・施工関連協会 ・団体等からの参画を得ており、

わが国の耐久性に関する研究プロジェクトとしては最大規模の

ものである 。

4  . 研究開発の方針

各研究開発分野内での特殊性があるため、各分野ごとに研究

開発を実地し、相互の調整を図ることとした。因みに 、最終年

度における各分科会、ワーキンググループ等における参画者延

べ人数は以下の通りである。

。懇談会 ・調整委員会等 84人

。鉄筋コンクリー卜関係 79人

。木造関係 61人

。鉄骨関係 72人

。非構造関係 138人

。挫築設備関係 192人

。経済評価関係 33人 合計 659人

注: [濁中、二屯枠は昭和56年度から開始されたも のを示す.

官民連帯共同研究「外装材の補修・改修技術の開発」

建設省では、試験研究機関と民間とが連常して共同研究を実

施する制度として、 昭和61年度に「官民連帯共同研究制度」を

創設した。その研究課題のひとつである「外装材の補修 ・改修

技術の開発( 昭和61- 6 3年度 )J については、研究の効率的な推

進と、成果の集大成ならびに闘発された成果の適確かつ広範な

普及化を図る目的で、 「外装改修技術開発推進委員会( 委貝長

: 上村克郎 ・宇都宮大学工学部建築工学科教授 )J が、( 財) 日

本建築センタ ーおよび( 財) 建築保全セシターにおいて設置され、

その第 1 回委員会は、昭和62年 10月19 日に開催されている 。

1. 研究目的

建築物全体の耐用性に多大な影響を及ぽす屋恨 ・壁の補修 ・

改修用材料、同工法の笑態を把握して、補修 ・改修用材料の改

良開発および構法の開発を行い、併せてこれらの合理的な性能

評価手法を開発する。さらに、これらを総合した補修 ・改修の

設計 ・施工指針を作成して、建築物の適切な維持保全に資する

ことを目的としている 。

2  . 研究組織

建築研究所は、各共同研究相手と共同研究契約を締結し、各

部会において共同研究を実地している( 図ー 3 )。

それぞれの共同研究の最終結果としての設計 ・施工指針の取

りまとめは、 「外装改修技術開発推進委員会」の下に設けたつ

ぎの 3 つの委員会てー行っている。

① 外壁改修技術開発委員会( 委員長 . 重倉祐光 ・東京理科大

学理工学部建築学科教授)

一一主として 、板状材料・部材による 、外壁の改修技術

② 外装改修技術開発委貝会( 委員長: 今泉勝吉 ・工学院大学

工学部建築学科教授)

一一主として 、塗り仕上げ材および塗料、下地補修としての樹

脂注入工法の補修 ・改修技術

③ 防水 ・シーリング改修技術開発委員会( 委員長 : 今泉勝吉

( 部会長下総東京大学教授)

削 除 長 分科会長 分科会長 分科会長 分科会長 分科会長 分科会長

岸谷東京大f弘教授 神山早稲田大学教授 羽倉千葉工J集大手教 今糸工学院た学教授 やE回、 H静E国技術士 小笠原、側三機工業 鹿島、附三機工業' l ! t

授 ' s 寺若所所長 空調冷熱本部制仮 気本部T QC部長

図 - 2 研究開発のための組織・体制・関連委員会の概要
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[ 行政ニーズ

| 営綿ニーズ

| 公団 ・公社ニーズ

:  ( 共同研究成来 i I地方庁ニーズ

: の普及 ・推進) : L民間ニーズ

(61- 64年)

。
官民連帯共同研究

外装改修技術開発推進委民会

( 委只長上村克郎)

成栄の普及活動

( 出版・講習会等 )

図 - 3 建段省官民連帯共同研究「外装材の補修・改修技術の開発」関連組織概要

表 - 2  建築物の保全・補修・改修に関する動向例( 昭和55年以降)

* WGI - WG3 と点線で結ばれる.

ｈｾＵ＠ I  56 I  57 I  58 I  59 I  60 I  61 I  62 I  63 I  64 I  65 

建設省総プロ「主主築物の耐久性向上技術」

: 総プロ成果「普及版J全7冊

技報堂出版・オーム社

主122生省官庁営櫛11

「建築物の改修設計指針J :  r主主築改修工事共通仕様性」

' ーーーーー

建設省官庁営繕部 「辿築・電気設備・機械設税制第榊1J 定手法」

「官庁控築修絡措置判定指針」

建設省官民述帯共同研究

「外装材の補修・改修扶術J

建設省総プロ

( 総プロ要望)
「コンクリートの耐久性向上技術J

東京都営住宅計画保全

( 延喋線全の効率化技術)

自由日本住宅リフォームセンター

? ンションの計画保全

日本主i喋 学 会 ・材料総工委只会 腕? ンション管理センター

耐久性小委只会

劣化E措 H研修伽肢( 自主)

-

(11 : ) 日本塗装工業会

基準法改正 ・維持保全計画占

・圃ーーー- -

建設省告示606号

-CI B' 84 ストックホ J レム CI B' 86 ワシントン

- - -CI B/ RI L EM CI B/ RI L EM C1B/  

フィンランド シンカ・ポ- ) レ RI L E M 

英国

CI B W8 0/ RI L E M 71- P S L  CI B W80/ RI L E M 100- PSL  

CI B W70 ・メインテナンスとモダナイゼーション

- 工学院大学工学部建築学科教授)

ー一一主として 、屋根防水およびシーリン

グの補修 ・改修技術

船底の動向

総プロの研究過程、終了後における建

築物の保全に関する動向をとりまとめて

表 - 2 に示す。

なお、総プロの成果は、その普及も考

慮に入れて、建設大臣官房技術調査室の

監修で、下記の出版物が刊行されている

ので参照していただきたい。

〔建築構造編1 ]

鉄筋コンクリー卜造建築物の耐久性向上

技術

〔建築構造編 II )

鉄骨造建築物の耐久性向上技術

( 建築構造編 III )

木造建築物の耐久性向上技術

〔建築仕上編1 ]

外装仕上げの耐久' 生向上技術

〔建築仕上編 II )

建築防水の耐久性向上技術

〔建築経済嗣〕

保全・耐久性向上技術の経済性評価手法

以 上 技 報 堂 出 版 刊

〔建築設備編〕

建築設備の耐久性向上技術

オ ー ム 杜 干IJ

( にれき たかし 建設省主I ! 築研究所第二研究部長)
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各論 1 ・ 外装材の劣化診断技術田

外 装 タ イ ル 張 り 仕 上 げ の 剥 離 診 断

林 野 正

iiJ 離 発 生 の メ カ ニ ズ ム

外 装 タ イ ル 張 り 仕 上 げ の 刺 離 発 生 は 、 構 造 躯 体 と 仕 上j替問でよく

みられる 。 また仕上層では、下塗・中塗 ・上 塗 の 下 地 モ ル タ ル 層 内

の 各 界 面 で で も 剥離 を 生 ず る し 、 下 地 モ ル タ ル 層 と タ イ ル 張 付 モ ル

タル層問、ある L 、はタイルと張付モルタル層間の界団にも恭IJ離をみ

ることができる 。 したがって、最I j 縦は外壁の断面方向において複数

で発生することも多い 。

争I j 離が成長してこれと健全部との境界にひびわれが発生したとき、

タ イ ル 張 り 仕 上 層 は 浸 入 し た 水 の 凍 結 膨 張 や 通 行4互の振動、あるい

は地良などにより剥落する危険性を常にはらんでいるといえる 。

い ず れ も タ イ ル 張 り 仕 上 墜 に お け る タ イ ル 層 ( 目地も含む ) ・張

付ーモ ル タ ル 層 ・ 下 地 モ ル タ ル 層 お よ び コ ン ク リ ー ト 躯 体 の 一 速 の 系

に お け る 各 層 相 互 聞 の デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ・ムーブメント ( di ffe-

rent  ial  mov ement ) と接着強度 との均衡いかんが、最IJ 離 事 故 発 生の

焦点と考えられる 。

外装タイル張り仕上壁の争IJ 離発生に閲述するムーブメ ン トは、 表

- 1 に示す通り、その発生原因の迎いにより 4 つ に 大 別 さ れ る 日 建

物 の 自 重 や 積 載 荷 重 な ど の 外 部 荷 量 は 構 造 躯 体 の 変 形 ( クリープ変

形 も 含 む ) を 引 き 起 こ す 直 接 的 荷 重 で あ り 、 温 度 や 温 度 の 変 化 に よ

るものは間接的荷重である 。地 盤の ム ー プ メ ン 卜 は む し ろ 特別 な 原

因 で は あ る が 、 上 記 2 つのムープメントに類似している 。 これらの

ムーブメントの発生を防止することは一般に可能でいはなし、 。 ひびわ

れ 誘 発 白 地 や 伸 縮 目 地 の 設 置 や 緩 衝 層 あ る い は 絶 縁 層 の 挿 入 な ど に

よりムープメント発生に伴う発生応力の低減に目が向けられる 。

タ イ ル と コ ン ク リ ー ト 躯 体 と の 中 間 に あ る 張 付 モ ル タ ル 層 の 単 位

幅 当 た り の ス テ ィ フ ネ ス (S) は次式により表現できる 。

S = E m'  L m/ T悦

表 - 1 発生原因別によるムーブメントの分類

発生原因 ｾ＠ 司書 継続JYIIIIJ 関述材料

外部から加えられた荷重 連続的 コンク リート躯体

- 設計限度内の建物の 通協小さい

自彊および級戦荷ill (クリー7向車形L含む)

- 過!T!I)荷'ill 過度の変形

物理的変化

. i乱立変化(サーマJ レム 砂 浜(i 1lJ.n:J ニ列) 日間・ 2手間変動 コンクリート、モルタ

ープメン ト) 収縮(i 副主降下) J レ、タイル

- 含水. $( 7耳変化( モイス コンクリート、モルタ

チュアームープメント) J レ、吸水伎のタイ J レ

一乾燥 収厳正可逆、 ｾｉ［ 可逆ＩＧ 短期間、 JAJYIIH)

- 1，益il 司 膨5民 短期間

- 減給 膨5ぽ} 会t象条件による。 吸水位のタ イl レ、 モノレ

タル、コンクリート

• i孟の結晶化" 膨 ｾｕ モルタル、コンクリート

化学的変化

- 腐食 制え( 知市膨減) 述統的 量失j窃

- 磁調施による佼食 膨51} 述統的 モルタル、コンクリート

- 炭酸化 収縮" 辿統的 モルタル、コンクリート

地盤のムーブメント 地盤

- 下問沈下 沈下 述統的

- 地渓 沈下、振動 l悶欠的

1  Ｉ 材料浪曲 ｩ で ｉ 証 矧 が結 品す る場合をエフロレ ｹ セノス、 材料内部 円以孔 中 てサ瓦蹴がｴＭ ｾｴ ｲＺｴ する場 ｻｴ を

クリプトワロレ y センスといい、 l山Inを合わせてフロレ γ センスといワ

2  ) 水硬刊材料的水千日硬化に11' ヲ似紛は JI '可i且的である.

3  )  ' "カ' i I <と主る時的容情 li Ｙ ｯ Ｏ￳ ほど ｬＱＧｬ ｊ ｮｉ するＮ氷の結 品 は ｏ と ｏ との ｉ ｉｬ ｊ ｾ 水晶結合で 事 ＱＱ｜ 、 結 品構造

となっているので、 H，O円分子のl I ! まっている木よリカ・きが刷えて密度は小さい

4  )  !員般化による収縮は、モルタ ル的場合で乾燥収縮と阿佐皮肉iti を，】、す
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ここに、 E m: モ ル タ ル の ヤ ン グ 率 ( X I 0

5

kgf / cm')

L m: 仕上層の長さ ( cm)

Tm: モ ル タ ル 層 の 厚 み (cm)

モルタル層 の ス テ ィ フ ネ ス が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、発生する最IJ

離 応 力 は 高 く な る と 考 え て 良 い 。 したがって剥離応力を低減させる

ためには、①モルタルのヤング率の低下、②仕上層の長さ( 伸縮白

地 の 設 置 l首] 隔 ) の短縮 、 お よ び③ モルタル層厚の増大が有効である 。

凍 結 、 塩 の 結 品 化 な ど の 物 理 的 変 化 や 、 腐 食 、 炭 酸 化 な ど の 化 学

的変化の場合には、基本的には実際に起こる化学反応や変化を防ぐ

こ と に あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 反 応 や 変 化 を 起 こ さ な い 材 料 の

選択が必要となるが、常に可能というわけではない。

剥 離 限 界 接 着 強 度

タイル張り仕上げの楼活性を評価する代表的な試験方法としては、

明 断 接 着 強 度 試 験 方 法 と 引 張 接 着 強 度 試 験 方 法 の 2 つが挙げられる。

前者の方法は、各仕上層聞の朔断応力( ずれ) による剥離抵抗性を

評価する上で実状に 即し て い る と 考 え ら れ る が、 現 場 で の 適 用 性 上

の 難 が あ る た め 、 現 場 での タ イ ル 張 り 施 工後 の 品 質 評 価 に は 後 者の

方が一般的に用いられている 。

ところでタイルの接着強度試験結果の判定に当たっては、何kgf /

cm' 以 上の接着強度があれば最IJ 離の危険ヵ、ないか( 最IJ 維 限 界 接 着 強 度 )

が常に問題とされる 。在来工法における剥離限界接着強度は、小口

平 タ イ ル の 白 地 切 断 の 場 合 て. 4  kgf! c耐とし、う値が、既往の研究によ

り与えられている ? し た が っ て こ れ を 基 準 と し て 統 計 学的手法を用

いてタイル張り仕上げの剥離危険性の評価がなされてきた 。

しかしながら、実際の建築現場での引張接着強度試験結果におい

ては 、使用するタイルや工法によ ってバラツ キが大き く、 現 行 の 施

工 技 術 を 考 慮 し た 場 合 、 判 定 基 準 を 一 律 に ク リ ア ー す る こ と は 容 易

ではない。さらに、 最 近 に な って、接着 強 度 が 4 kgf  /cm' 以 上 あ って

もタイル張り仕上げの制維の危険は十分にあるというンヨッキング

な研究報告がなされている? 接着強度 4 kgf  /cm' 以上というのは、あ

くまでも安全性からの最低限の目安を与えているにすぎない。

接 着 強 度 を 高 め る こ と は 剥 離 防 止 に 有 効 で あ る が 、 施 工 上 お の ず

と限界がある以上 、 剥 維の恐れのある部位や特殊形状のタイルでは 、

接着強度の向上以外にも多種の工夫は必要である 。

銅l離 発 生 の 危 険 性 が 高 い 箇 所

(1 ) 壁の方位 壁 の 面 す る 方 位 の 違 い に よ り 、 タ イ ル 張 り 仕 上 層 の

温度変化は巽なる 。 来 商 あ る い

は来商に近似した壁面では、 J令

え き っ た 壁 体 が 日 射 に よ り 急 激

な 熱 膨 張 を 起 こ し 、 異 種 材 料 開 裂

に発生するムープメン卜が著し 2  

い。 タイル張り R C壁では 図 一

1 に示す通り 一般に東面、西面、

南 ・北 面 の )1頂で剥向性を起こす傾 東 西 南 北

向 が み ら れ る ? 図ー 1 方位別にみた自由l離枚数



同一壁面では、苛酷な施工環境や壁の層間変位などにより争IJ 般の

発生は下部より上部の方が多い傾向にある。

(2)凸脊幽の壁・出隅部・突出部 凸奄曲の壁、出隅部ではとくに

サ- 7ルムープメントによるせり出しひびわれや剥離を起こしやす

い。パラペットやひさしなどの突出部においてもムーブメントによ

り端部に応力が集中して、せり出しひぴわれや剥離を生じやすい。

一般には、伸縮目地、下地層 ・張付モルタル層の変形能など、ひぴ

われ ・$IJ 離防止のための措置が講じられている。また楯 ・ひさし先

端下部等に用いる役物タイルは、銅線またはステンレス銅線で躯体

に緊結されている?

(3)関口部周辺 関口部回り隅角部には応力が集中するため、斜め

ひびわれが発生しやすく、タイル張り仕上げの接着強度が低い場合

には、ひぴわれ発生に伴い剥離する。一般には、何らかの補強を行

ったり、ひびわれ誘発目地や伸縮目地を設けるなどの防止措澄が講

じられている。

(4  } f 頃斜壁・幽面屋根 傾斜壁 ・曲面屋般では、鉛直の墜に比べて

日射による熱エネルギー量の l吸収がはるかに大きく、最IJ 離発生の可

能性はきわめて高い。

傾斜壁では水平な下端部分に大きな応力が発生し、なだれ現象の

ようなタイル張り仕上j曹の制絡をみることが多い。 写真一 1 は、ド

ーム型 P C板屋線の頂部の P C板と P C板の取合の後打ちコンクリ

ート部分において、 700 mm幅の争IJ 離とひびわれが発生した状況を示

したものである。

傾斜壁や屋根面では防水性を考慮して、躯体と仕上層の中間に防

水層を挿入することがあるが、防水層の介在は防水工法 ・材料のい

かんを悶わず、タイノレ張り仕上層の躯体との核活一体化を著しく偵

なう。防水性が要求されるような箇所では、タイル張り仕上げは避

けなければならない。

r.一一一 F ・ ・ 写真一 1

ドーム型 P C板屋

根の頂部の P C板

とP C板の取合部

の後打ちコンクリ

ート部分における

タイルの劉j 離

一一号畏f寸モJ レタルと

下地モルタルとの界

面て約 1伽吋車前後の

浮きを生じていfニ。

(5)打継部・伸縮目地の周辺 コンクリー卜躯体の打継部と同じ位

置に、仕上層においても伸縮目地を設けることが好ましいが、現実

的には維しい場合が多〈、打継昔日に張り付けられた仕上層が剥離し

ている事例が多い。

コールドジョイントも一極のひびわれと考えられる。コンクリー

トの打設時聞の間隔が空きすぎたときなど、前に打ったコンクリー

トとの付治不良を起こし、続界面を作る 。写真一 2 はコールドジョ

イント昔11で生じたタイル型枠先付仕上げの制移の状態を示したもの

である。竣工後 7 年経てから、コンクリート躯体表面層の明断f政機

により剥洛を生じたも

のである。タイル型枠

先付工法は、剥離しな

いタイル工法として大

いに期待され、多くの

建物に採用されたが、

、タイルは落ちる。と

いう宿命的な問題を解

決するに至っていない。

写真一2 コールドジョイント部に生じたタ

イル型枠先付仕上げの111落の機子

コンクリートの品質に大きく依存するこの工法は、現状のコンクリ

ートの打設技術の水準を考えた場合、限界がある 。

伸縮目地は、タイル張り仕上げの剥離を防止する上で不可欠なも

のではあるが、これの設置間隔を誤ると、その周辺で剥離が生じや

すい。発生剥離応力は伸縮白 地周辺におい て最大となり、これが仕

上層の明断接着強度を上まわるためである 。剥維応力が仕上! 習の努

断接箔強度を上まわらないように、伸縮目地の間隔を決定する必要

があるが、これに関する研究は皆無に等しい。 伸縮白地の間隔は一

般に 3 m前後と大きいので、伸縮白地周辺の仕上層には剥落防止の

ための措置を講ずる必要がある?

(6)異種材料との取合部 サッシや方立など熱膨張の大きい金属材

料と隣接する箇所のタイル張り仕上げでは、その取合部が完全に絶

縁されていない場合には、金属材料の動きによりひびわれおよび剥

離が発生しやすい。タイル張り 仕上層が伸縮白地により絶縁されて

いても、下地モルタル層が絶縁されていないことが意外と多い。

剥 離 の 検 知 方 法

外装タイル張り仕上げの朱 ｉｊ 南 ｉｾ 調査は、ゴ ンドラ、足場などを設 置

し、一般にテストハンマーの打音によ って行われる。この方法は判

定者のωj に似る定性評価でチェックするわけだが、経験の度合いに

よってはかな りの精度をも って剥離の有無を調べることができる 。

近年、外装タイルリ長り仕上げの剥離を定企 ｛ｉＧｾ に調べる方法が開発

されているが、実用化に当たってはまだ難点があり、今後の研究に

負うところが大きい。提案されている代表的な検知方法を示す。

① 述あ，'ehIl J震 ・振動iJIIJ 定方式によるもの

② インパルスレスポンス万式によるもの

③ 赤外線センサ一方式によるもの

意日j 落 危 険 性 の 評 価

最IJii存危険性の評価については、例日本建築防災協会外壁耐民改修

委員会がその基本的な考え方をまとめている。恭IJ 務危険性は、下記

に示す争IJ 務危険指数( 1  ) および争IJ落に伴う人的災害への影響度指

数 ( H ) から総合的に判断されている九これの詳細! な説明はすでに

公表されているので、ここでは割愛する。

(1) 剣落危険指数( I  )  J  = 叫 . 7n .  S  

ここに、山 : 工法指数、7 n . 苦11位指数、 S • 争 ｉｊ 総指数

(2)  人的災害への影響度指数 ( H) H= e ' c  

ここに、 e : 環境指数、 c : 抑制婦数

これらの要因が数字を用いて、初めて定量的に評価されているの

が大きな特徴である。提案されている数値は必ずしも絶対的なもの

ではなく、この手法を試用していくことにより、不適当な点を改め、

より一層信頼性の高い手法に磨きあげていく必要がある。実務への

適用に当たっては、いたずらに数値にとらわれることは、現実的で

ない場合があるので、注意を要する。
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各 論1. 外 装 材 の 劣化 診 断 技 術 図

塗 膜 の 劣 化 診 断

小 柴 次 雄

( 社) 日本塗装工業会の調査結果による塗替工事の比率は、昭和60

年度52. 9%、昭和62年度には 55. 9%と増加しており、特定の地域で

は7 0 %を越えている。建物は年月の経過により、その耐久性能や安

全性能、環境性能が低下し、そのまま放註しておくと、最終的には

使用に耐えなくなってしまう。そこで、これらの建物の社会的、個

人的資産の保護のために、諸性能の回復 ・抑制を目的として、リフ

レッシュ工事が計画・実施されている。このような工事においては、

建物の劣化状況や、その原因を的確に把怪し、劣化に至る原因を排

除した上で、耐久性 ・経済性等の点で最適な仕様( 工法や材料) を

選定する必要がある。

このような背裁のもと、昭和55年から検討されてきた建設省総合

技術開発プロジェクト( 総プロ) による「建築物の耐久性向上技術

の開発J のまとめが発表され、リフレ ッシュにおける塗膜の劣化診

断指針が示された。また、( 社) 日本塗装工業会においても「塗り仕

上げ劣化調査診断および修繕技術研修委貝会」を設置し、同制度の

確立へ向け、準備活動を開始している 。

そこで、ここではリフレッシュにおける塗肢の劣化診断について、

総プロ指針を参照しながら、笑務的な観点から各段階におけるポイ

ントについて述べる。

塗 膜 の 劣 化

塗膜の劣化は、一般に塗膜の表層の劣化から塗膜層、下地を含む

塗膜全体へと進行してゆくが、外観的な現象は、塗膜の成分、種別

により呉なる 。 それぞれの劣化過絞を十分に把握することは、劣化

程度や将来の耐久性を判断する上て慎重要である 。そこでまず、主な

塗朕の劣化過程を以下に比較する。

(1) セメント系仕上塗材

砂壁状 l次付材 c ( セメントリシン) 等のセメントを主成分とする

仕上塗材は、塗膜が粉状に劣化してゆくため、地工段階での問題が

なければ、争IJ 離に至るケースは少なし、。初期1段階では、 主主膜の l吸湿

性が高いため、黒カビ等の汚れや、エフロの発生による色ムラ等の

劣化がみられる 。 その後、塗朕表層の粉化が進行し、一時的に降雨

等による洗浄作用で汚れは少なくなってくる 。 さらに劣化が進行す

ると、塗膜が脆くなり、塗膜の表層より摩耗が進み、素地が露出す

るまでに至る。厚付材 c ( セメントスタ ッコ) も同様の過程をたど

るか、朕厚が厚いこと、多くのケースでは、上塗りが施されている

ため j望粍はあまりみられず、汚れ・ ')/IJ れ ・浮き等の劣化がみられる 。

劣化診断の際には、粉化現象による 皇室膜強度の低下、ひび' l I I Jれの

発生、イ寸活力の低下等の点に十分留意する 。

(2)  アクリルエマルション系仕上塗材

砂壁状 l吹付材 E 、厚付材 E 、アクリルエマルションペイント等は、

前記のセメント系仕上塗材の欠点一一エフロ、ひび; l I I Jれ、付; 1[ ; カの

異常一ー を改良した塗材であるが、紫I也の影響を受けやすく、塗膜

の最IJ 離に至ることが多い。

初期の劣化としては、表面の汚れ一一躍挨の付着、多湿条件下の

緑藻類の発生一ーがみられる 。その後、表而の白J e . 化の発生、素地

のクラ ック部からのアルカリによる変退色、付着力の低下、部分的
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なフクレ・剥離が発生する。末期には、ひび割lれ、剥離がみられ、

白亜化の進行による塗膜の摩耗が進む。

この種類の塗膜は、剥南1 t 傾向の劣化がみられるので、付着カを十

分調査する必要がある 。

(3)  復層仕上塗材

複層仕上塗材は、主材を厚膜化することにより、模様を表現し、

上塗に対する素地の影響を巡断する役割を持たせ、美粧効果、耐侯

性は、上塗材に期待する複合塗膜である 。劣化は外気に曝される上

塗材から進行するが、上塗材の樹脂組成によって異なる。

初期には、上塗材の変退色 ・白亜化がみられる 。その後、白亜化

が進行し、上塗材のワレが発生する 。末期には上塗材の主材保護機

能が失われるため、主材層のワレが発生し、この部分から塗膜刺階1 t

に至る 。 また、複層仕上主主材 C では、施工条件により、主材のウキ

・恭IJ 離が発生することがある 。主材はひび苦手lれを発生しやすく、こ

の部分からの劣化も広がる 。複層塗材 R S では、素地の強度が不十

分なケースに、花咲き状の{ fdJ 離がみられることがある。

この磁類の塗膜では、素地に対する付着力や塗膜のウキの有無等

について十分留意する必要がある 。

(4)  塗料類

塗料のみで仕上げられた場合には、前述の厚膜の 2 種に比べ、膜

厚がm< 、下地の影響を受けやすいと言える 。劣化傾向は塗料の種

類により異なるが、 一般に変退色→白亜化→ひび割れの発生へと進

む。 コンクリートのクラ ック部周辺てすま、塗膜の最IJ 離が発生する 。

このようなケースでは、塗膜の付着性を十分調査する必要がある 。

(5)  弾性塗料類

複層仕上塗材( 伸長型) に分類される弾性塗材は 、上塗材を塗布

しない単層型と、上塗材を塗布する複層型がある 。伸長性を有し、

クラ ックの動きに追随する機能により、リフレ ッシュ工事に多〈採

用される 。現在ではまだ耐周年数に達していないので、リフレ ッシ

ュの対象となるケースは少ないが、今後は増加してくるものと思う 。

初期の劣化は、雨水の流れ跡などの汚れがみられるが、白J e . 化等

の劣化は少ない。その後、塗膜表面の白亜化がみられ、複層型では、

上塗材のひび割れが発生することがある 。末期的には、ひびi ! I I Jれや

その部分からの主主膜の剥離が進行してくる 。

ｾＡｾ性タイプの途中オは、塗膜が厚〈、塗膜の強度が大きいので、廻

り水等の事故があれば、主主膜のフクレ、制離などの異常に至るケー

スがある 。付着力や防水処理状況について十分注意する必要がある 。

塗 膜 の 劣 化 診 断

( 1)  劣化診断の重要性

建物の保全を目的に、現，( E の劣化状況を診断する際には、建物の

構造、内外装の塗膜、設備類等の状況を多面的に調査する必要があ

る。 ここでは、塗膜の劣化診断について述べるが、構造上の欠陥・

不具合が塗膜にも影響を及ぼすことがあり、また、仕上塗材が「意

匠機能J r下地保護機能J を期待して使用されるものであるので、

塗材の劣化状況と同時に、下地自身の劣化についても注意を向ける

べきである 。



また、建物の劣化を早期lに発見し、健全な状態に保つためには、

劣化状況とその原因、適切な補修方法、補修時期を決定する必要が

あるので、定期的な調査 ・診断が望ましい。そして、当然予期され

る劣化に対応するためには、初期段階で長期的な修繕計画を立案し

ておくべきである。

一般的に、外壁等の大型修繕工事は竣工後 10 - 15年程度経過した

時点で実施されるケースが多いが、1 1 ! 大な劣化はその他の部分にも

波及することが多いので、発生時点で応急処置を施す必要がある。

建物の保全を各段階で、適切に行ってゆく上で、塗膜の劣化診断

は重要なことである。

(2)  劣化診断

総プロによる劣化診断の指針によれば、診断の手法により、つぎ

の三段階に分けられる 。

第一次診断: 主として、目視調査

第二次診断 : 目視、指触や簡便な器具を用いた調査。写真撮影によ

る標準パターンとの対比。劣化原因の推定。

第三次診断 : 専用の測定機器を用いる詳細な調査。部分的な破壊検

査を含む。劣化原因の調査。

調査の初期段階では、主に目視に頼るため、調査 ・診断者の技術

レベルが問題となるが、各機関でみは診断マニュアルを設けて平準化

の試みがなされている 。総フ。ロの指針にも劣化レベルのその例が示

されており、 「劣化診断士J のような制度化も検討されている 。

(3)  予備調査

まず、現地の調査作業に入る前に、建物の概要を十分把握してお

けば、調査作業が効率的になり、診断結果が正確なものとなる 。具

体的には、①物件名、②所在地、③建物の用途、④規模 ・構造、⑤

竣工l時期、⑥設計図柱、⑦環境、③保全属歴等であり、不明な点は、

関係者から聴取するなどの努力が必要である 。

(4)  第一次診断

第一次診断においては、目視により劣化状況を調査するので、と

くに専門的な技術や経験は、要求されない。塗11史や下地の劣化状況

一一変退色、光沢低下、白亜化、汚れ、フクレ、省IJれ、糸IJ縦、塗膜

の摩耗、下地のクラ ック、エフロの発生等ーー を調査し、より詳細!

な二次診断が必要か否かを判定する 。

コンクリートの収納による亀裂や、手摺等ーの鉄音[¥の発錆は竣工後

3  - 5 年程度で発生するので、建物の管理者が定期的に実施するの

が好ましく、初期段階で長期的な修純計画を立案するのが望ましい。

10年程度経過した建物では、他の音[ ¥分でも劣化の進行がみられる 。

とくに、塔屋、パラペ ッ ト、廊下、大庇のあげ裏、手摺等の取付音[ ¥、

換気口周辺等では、他の一般音[ ¥に比べ劣化しやすいので十分注意. す

る必要があり、近接できない場合には、望遠鏡等を使用する 。 もち

ろんこの段階で重大な劣化がある場合には、緊急処置を施す。

(5)  第二次診断

第一次診断の判定を受け、第二次診断を笑施するが、この段階で

は、目視診断 ・写真撮影調査結果を劣化標準パターンと比較して、

より客観的な結果とする 。 また、塗膜の付箔カについてもクロスカ

ッ トテストや、簡易な付箔力測定機を用いて測定する 。

この段階で与の診断結果により、リフレ ッシュ工事の工法 ・範囲 ・

時期等を決定するケースが多いため、診断に際しては、やや専門的

な知識や経験を有することが望ましい 。

また、塗膜の自然な劣化は、塗膜の種類、経過年数、環境によ っ

て異なるが、他の特異な要因 ( 建物の構造 ・1也量産 ・施工一工法や材

質一等) に起因する劣化は、特有の劣化現象を示すことが多い。 リ

フレ ッシュ工事においては、これらの要因に対し、適切な処置を施

す必要があるので、その原因の推定や、より詳細な専門的調査の要

否を判断しなければならない。

(6)  第三次診断

この段階では、より専門的な調査を行い、具体的なリフレッシュ

工事の工法、範闘を決定することや 、第二次診断で摘出された劣化

原因の調査を行うことを目的とする。

このため、部分的な破壊検査を行うこともある。たとえば、塗膜

の付着カの測定においても、第二次診断時よりも測定点を増し、よ

り詳細な調査を行う 。 また、近年話題となっているコンクリートの

中性化や、含有塩分、アルカリ骨材反応等の調査には、コアサンプ

ルの採取なども必要となってくる 。建物の塗装履歴が不明な場合に

は、現状の塗膜を採取し、化学的分析を行うこともある。

これまで述べた概要を、 表 - 1 に示す。

表ー 1 塗膜の劣化診断とリフレッシュ

劣 化 診 断
劣化

対 応 策

グレード 方 法

程 度
劣 化 診 断 リフレ y シュ

主主物の規模や

予 備i 調査 建物の概要を調査する 。

構造、塗装履

歴寄与:を E調査す

る。

長期修純計画 現状を維持す

を立案。 る。

目祝によるi l J ，¥j 盆 中

第二次診断を 必要があれば、

第一次診断

イ1'T つ。 応急処 ili する 。

大 同 上 同 上

目視 ・指触や簡易な拙11定

第二次診断

器具による調査 ・写其w

中

必要に応じ、 全体あるいは

盟主による標単ノマター ンと
第三次診断を 部分的なリフ

の比較。劣化原凶の推定。
ト一一一

行う 。 レッシュを行

大

ワ。

専用の器具による詳細主

第三次診断

調査。部分的な li 鹿島自検査

中

劣化原因に対|

を含む。劣化m¥因の部B'E し対策を施し 、

を行う 。

ト一一一一

リフレ y シュ

大

を行う 。

今後の課題

以上、塗朕の劣化診断における留意点等について述べてきたが、

実際的には、詳細な調査には足場仮設等の費用負担等の問題がある

ので、第二次診断結果でリフレ ッシュ工事が施工される場合がほと

んどである 。各音[ ¥の劣化状況の詳細は、実施工の中で劣化状況を施

工図に記入するなど、工程包: 理上の問題として対処しているのが実

情である 。理想的には、着工前に詳細を把握しておくことが望まし

いので、下地に関しては、近年、モルタルの浮き、クラ ック等の調

査には、赤外線を応用した非破壊検査方法が開発され、応用されて

いる 。現在、塗膜の劣化診断に関しては、比較的単純な方法によっ

ているが、今後、新しい診断方法や、耐久性予測技術が開発される

ことを期待する 。

現在、塗材にも高耐久性が要求され、対応する新規材料が開発さ

れてきており、総プロの耐久性向上技術指針による建物全体の耐久

性向上が志向されているので、建物の耐久性は向上してゆくと恩わ

れるが、経時による建物の劣化は避けられない面があるので、各時

点での劣化状況を診断し、建物の耐久性能、安全性能、環境性能を

維持することが必要であることは変わらないであろう 。

( こしば つぎお 関西ペイント 株式会社鍛府政科技術研究部品氏、現 . ill 設訟料営業者s)
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各 論1. 外装 材 の 劣 化診 断 技 術 図

ア ル ミ 外 装 材 調 査

平 林 辰 志

図- 1 調査箇所

建物名称、 A ビル

所 在 地 東 京 都 内

竣工年月 昭和38年

経 過 年 月 約24年

建 物 慨 要 械 造 : 鉄筋コンクリート造

階 数 : 地上10階建

主用途 : 事務所
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ド

る

所

ン

よ

箇

ゴ

に

査

マ

斜線箇所表面処理、

アルミ C W

環境条件都市中心地域

外 装 : 壁而タイ J レ、関口アルミサ ' 1 / ' 、
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皮眼厚さ

測定

竣工後、約24年( 竣工 昭和38年) を経る当該ヒ、ルの、 外周壁を

構成する 北面のアルミ外装材について、現状における損傷状態を把

握し、補修、または改修への資料に供することを主旨とした。

調 査 の 概 要

関査項目および内容

表ー 1 に調査項目とその内容を示す。

表ー 1

調査項目 調査内容

サッシの機能状態

サッシ開閉の1 I i . さ、締まりハンド j レ、ガラス回りのタイ

ト材等の損傷状態

アルミ材の表面処理

アルミ表面の腐食、白亜化等の損耗状態および皮膜厚さ

( アルマイト ) の確認

11' 11成部材部品のt J l l易

支持部材・部品等の発錯、および取付ピス 部品のゆる

み . 11タツキ ・欠Hl 等tJHIJ 状態の確認

シール材のuuお

笠木および各部の取合目地シーノレの破断、制緩等の損傷

状態の確認

調 査 方 法 お よ び 箇 所

安全性に係わる外部面は、足場として仮設のゴンドラを架設して

調査し、サ ッシの機能状態は室内側より全窓を対象に調査した 。調

査箇所を 図ー 1 に示す。

調 査 結 果

調査結果を次頁の表ー 2 に示す。

調 査 結 果 に 基 づ く 所 見

アルミ外装材の損傷は、全体に経年による損耗が進んでいる 。

サッシの機能状態

サッシの開閉状態は現状のところ動きが悪いなどの支障は見当た

らないが、把手、施錠金物の締まりハンドルが欠落や、締まり操作

が硬く、施錠に支障を来たしている箇所が見られる。

また、全体にハンドル締まりによる障子の引き寄せが弱〈、気宮、

性が低下している 。 ガラス回りには、硬化性ノ f テが使われているが、

このパテ材が全体に風化し、部分的に割れや欠落して、各所でガラ

ス面とに隙聞を呈している。

サ ッシ は硬化性ノマテがイ変われている上、サ ッシとガラスとの聞の

クリアランスがないため、サ ッシのわずかな面内変形によってもガ

ラスが負荷状態となりやすく、とくにはめ殺し部分の多い当サッシ

については、 地震や強風等でカラスの破損を生じやすいので、十分

な配慮が必要と思われる。

アルミ表面処理

サ ッシおよびルーパ一等のアルミ材は、全体に経年により表面が

白〈風化し、点状の腐食が見られる 。 とくに清掃がしにくい腰パネ

ルやルーパーの揚菱商では汚れが固着し、腐食の発生が顕著である。

皮膜厚きは全体に 5 - 8μ とやや少なく、腰ノマネル簡では風化が
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調 1 1 : 結 果

サッシ開閉

全体に l草子の動きが悪い、あるいは動かないなどの異常は認め

られない。

施錠

サ ッ シの| 点検27懇の中、施錠不良を呈する窓が 5 窓見られる 。

機 能 状 態 | ・締まりハンド J レの欠滞 2 窓( 6 F )  

・締まりハ ンドl レの動きが硬く締まり不良 3 窓( 2 F )  

ガラスパテ

ガラス回りは硬化性ノ マテが使用されている 。全体に油性分を失

って風化し、部分的に欠浴して隙聞が見られる 。

部材の表面皮膜J f _ さ( アルマイト) 測定結果

! 構成部材 皮膜厚さ: 8 階 :  3 階

: ① : サ ッシ枠 :  6  μ  :  6  μ  1  

1 ② i サッy 隊子程 5  μ  :  7  μ  

ト ー ー :  一ー十一一ーーーーーーーーイ

③ ; 腹部パネl レ :  3  - 6  μ  :  4  - 6  μ  

ーーーー - ーーーーーーーーーーーーー勺

;  ④ ; 腹部j レーパ- :  5 - 8  μ  :  5  - 8  μ  

部材表面の状態

; ① : サ y シ枠 : 全体に 、汚れの付渚とともに表聞が:

: 白 〈風化し、点状の腐食が見られる 。:

; ② : サ y シ障子程

: ( R N . 9 - 3 )  

( ③ ! 腹部パネル j 全体に汚れがひどく、腐食も著しい4

:  :  ( R N .  7 - 3 ) 。

@--r 腹部ノレーパー : 天端は表面がやや風化傾向であるがJ

ア ル ミI :  :  1.腐食は見られない。似裏面は 汚れと:

表 面 処 理 | : i  ! ともに腐食が著しい。( R N . 8 - 3 ) :

F，X  

ι ー ー マ 11，.，-， 

: - F iX  

‘・

姿図( 調査部位符号)

腰パネル部

パネルの変形やガタツキ等の捌{ 替は見られないが、 パネル取付

ビスが鉄ビスのため、全体に鏑が進んでいる 。

精成部材、

部品のf J . l fl1

ルーパ一部

・J レーパーを支持するプラケ ット材 ( ア/ レミ板曲げ材) は、約

30%強の箇所でリプがfJHl 1 や欠務している 。

• 3 階、最上段の J レーパー材がプラケ ットの破娘で脱務し (下

がり ) 、落下への危険な状態にある 。

サッシ部

ガラスの押縁や部材固定ピス のゆるみ 、欠落が各所に認められ

る。

各自 I也に充視された シール材は、笠木天端ジョイ ントおよびス

テンレス住型の ジョ イン ト部に弾性シーリ ング材、その他の白

地では油成分コーキ ング材が使用されている 。

・ステンレス伎型 ジョイ ント、および笠木ジョイントのシ ール

材 ( ｾ単位シーリ ン グ材 Ｉ は、全体に，Ｇｦｴｉ ｊ 艇が顕著で、主主型では苦 ＱＱ

シー J レ材| 分的にシー J レが抜けている 。

・ サ ツ ン、および パ ネル目地の ｩｬｨ 性コーキ ン グ材は、全体に ｩｾＱ

分が抜けて硬化し、制維している 。

進み、部分的に 3 - 4 μ と少ない値を示している 。

なお、一般使用の場合、一般的環境では、皮膜厚さ 9μ 以 上 、 複

合皮膜( 陽極酸化皮膜+ 塗膜) としては最低皮膜厚き 13μ 以 上 で 良

好である 。上 記 の 一 般 使 用 よ り 見 る と 、 保 護 皮 膜 と し て の 耐 久 性 は

低下していると言える 。

構 成 部 材 、 部 品 の 損 傷

落 下 等 、 安 全 性 に 係 わ る 腰 部 ル ー パ ー 材 を 支 持 す る ア ル ミ ブ ラ ケ

ッ トのリプが随所で欠落や損傷している 。 3 階 で は こ の ブ ラ ケ ッ ト

が破損し、ルーパーが下がり、( 脱落) 落下の危険な状態にある 。一

同 部 分 は 至 急 取 り 外 し 、 ま た は 固 定 す る な ど の 応 急 処 理 が の ぞ ま れ

る。

な お 、 リ プ は 端 部 の 2 点が点溶接程度で、固定されているため、外

れ や す い 状 態 に あ り 、 今 後 も 溶 接 部 の 疲 労 で 溶 接 が 外 れ 、 各 所 で 落

下することが十分予測される危険な状態にある 。

シール材

各部に充嘆されたシール材は、全体に経年劣化し、破断、判断t等

の損傷が顕著で、| 切水機能を失 っている 。

問題点

以上の所見より、現状での主な問題点は、

(1) F  1  X 部のガラス目地クリアランスが少なく、また硬化性ノ マテ

使 用 で の ガ ラ ス 創 れ へ の 懸 念

(2) 全 面 に 見 ら れ る ア ル ミ 腐 食 に よ る 美 観 の 低 下

(3) ル ー パ ー 材 、 お よ び ブ ラ ケ γ トの落下の危険性

(4) シール劣化による漏水

と判断される 。

修復処置

修 復 方 法 と し て は 、 下 記 の三つの方法が考えられる 。

A : ル ー パ ー 材 を 一 時 取 り 外 し 、 シ ー ル の 打 ち 替 え と と も に 、 美

観を損な って い る サ ッシフレームおよび腰ノ f ネ ル を 表 面 塗 装 し た 上

で弘ルーパ- 7' ラケ ッ トを新規補修し、ルーパーを復旧する 。

B : 腰部のルーパー材を撤去し 、このルーパ一部分の範囲( 腰部

F  i  x 、腰パ ネ ル) を新規アルミ パ ネルで覆い、改修する 。 なお、

全面シール打ち替えの上、美観を mな っているサ ッシフレームは、

表 面塗装補修とする 。

C :  :全面取り替え改修

しかし、これらの修復方法にも問題は残されている 。

(1) A 、 B 案による修復を考えた場合、 l 項のガラス割れの問題を

残 す。

(2) A 案 修 復 で は 、 ガ ラ ス 消 帰 等 で ル ー パ ー に 足 を 掛 け た 場 合 、 再

び 3 項を繰り返す危険性がある 。

(3) C 案 の 修 復 は 経 費 が 商 く な る が 、 取 り 替 え で 外 装 の 諸 性 能 が 新

たになり、居住性が大きく改善される 。

表- 3 各修復案の評価

項 目 A 案 も 事長 C 案

安全性の修復効果 。-/::，
。 。

機能性の修復効栄
。 。 。

美観の修復効果
。 。 。

修 復 費 用
。 。

ム

目安としての評価 。> 0 >ふ

( ひらばやし たつし 新日軽抹式会社設計工事本書11設計第一部設計技術諜)

51 



各 論 1 ・ 外装 材 の 劣化 診 断 技 術 囚

下 地 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 診 断

難 波 蓮 太 郎

総論で紹介された、建設省総合技術開発プロジェクトの成果であ

る建設大臣官房技術調査室監修 ・制国土開発技術研究センター建築

物耐久性向上技術普及委員会編の「建築物の耐久性向上技術シリー

ズ」のうち、 「建築構造編 I 鉄筋コンクリート造建築物の耐久性

向上技術」と「建築仕上編 I 外装仕上げの耐久性向上技術J の 両

刊行物に、コンクリートに関する劣化の問題が論じられている。前

者 が R C躯体を対象としているのに対し、後者はそれを保護 ・美 装

する役割をもっ外装仕上げ層すなわちタイル張り仕上げや塗り仕上

げ部位を対象としている 。

こ こ で 採 り 上 げ る ホ 下 地 コ ン ク リ ー い と は 、 も ち ろ ん 後 者 の 外

装仕上げの下地を構成しているコンクリートなので、後者において

詳述されているもののよっに考えられる。しかし R C躯 体 と 仕 上 げ

層の両者聞には明確な接着界面があり、しかも両者聞に境界領域が

存在することによる複雑性は 、これ を単純化、整合化する必要があ

る。 そこで調整の上、後者の領域では仕上げ層の劣化を主として論

述し、外装の下地になっているコンクリートについても、前者の領

域でその劣化に関して採り上げることにな った。

それゆえ、打放しコンクリート仕上げを含み、前者すなわち R C

造建築物の耐久性向上技術のうちの、 R C造建築物の劣化診断技術

指針によ って 、下地とな っているコンクリートの劣化を診断する手

法を求めるのが妥当であり、この指針に沿 って記述する 。

建 築 物 と 診 断

(1) 目的 すでに劣化が顕著な建築物については、劣化の程度および

その原因系を調査して補修の要否の判定を行い、まだ劣化が顕著で

ないものについては、調査により将来の劣化傾向を予測し、予防保

全の対策を検討するための資料を得ることを目的とする。それは、

建物の所有者、使用者または管理者が建物の安全の確保、補修を含

めた維持保全などを遂行する上で、必要不可欠となる 。

各指針の中て。本指針の位置つit を行えば、 図ー 1 のようになる。

| 補修交換技術指針( 第 2 章) I  

図ー 1 R C造建築物の耐久性向上技術における各指針聞の関係

(2)適 用 範 囲 診断の対象となる建築物は R C造であるが、 S R C造

5 2  建築と社会/ 19飽 年 4 月号

やプレストコンクリート造などについても、この指針を準用できる 。

劣化診断を行うに当たっては調査結果を時系列の中に位置づける

ことが重要である 。すなわち調査時点の劣化度だけでなく、建築物

の履歴、立地環境、劣化の原因系などから将来の劣化進行速度を予

測し、残存耐周年数との関連において総合的な診断を行うべきであ

る。 なお残存耐用年数の推定は、鉄筋腐食現象( 凍害については可

能な範囲て、行う) を除いてはこれを行うことが困難であり、取り扱

わない 。

耐 久 性 能 に 関 連 す る 劣 化 現 象 と 診 断 の 手 法

ここでは、 表ー 1 に示すものを 8 大劣化現象として扱っている 。

塩害やアルカリ骨材反応は特殊な現象であり、コンクリートの強度

表ー 1 耐久性能に関連する劣化現象

劣化現象

コンクリートの

中性化

鉄筋腐食

コンクリートの

ひびわれ

illl 水

定 義

コンクリートが空気中の炭酸ガス、水中に存在する炭酸、そ

の他の問責性のガスあるいは塩Ni の作用によりアルカリ性を失

ってゆく 現象

コンクリ ートの中性化やひぴわれ、佼食性化学物質 ( C 1- 、

s  0; - ) 、j属j虫m流などによって鉄筋が発鈴する現象

打ち込んだ時点では一体であったコンクリ ート部材に、そ の

後コンクリート の許容応力! 立以上の応力( 主として引仮強度

以上の応力) が作用して生じるコンクリートの芭秘的、部分

的なE底捜現象。コンクリートの打継目、コー J レドジョイント

等の不述統音1¥分とは発生過程のうえで区別する

水が存在する環境下において、水が苦1¥材断面を透過 ・i審出、

あるいは部材内および苦1¥材閣の間隙音1¥分を通して漏出する現

象。ここでいう| 間隙苦1¥分とは、コンクリート部材内に発生し

たひぴわれ、コールド ジョイント 、ジャンカ、豆板等のほか

に、部材開lの打継目、接合音1¥等を総称、

コンクリートの| 低品質材料、使用環境、熱作用、化学作用、疲労などによっ

強度劣化 | てコンクリートの強度が低下する現象。本指針では竣工時に

強度が低かったものも含む

大たわみ

鉄筋の腐食、ひぴわれ、強度劣化のほか、設計、施工欠陥、

権造的外力作用、熱作用などによ って 、主として水平昔日付が

大きく変形する現象( 短期荷量は除< )

表面が使用環境、熱・化学作用で偵傷し、ポップアウトや争l

コンクリートの| 離利必などを起こす現象。ここでは、汚れ、エフロレ y セ

表而劣化 | ンス、浮き、朝l必、すりへり、腐食、脆弱・粉状化などを取

り扱う 。械i ! : ; : の表面劣化は} j IJ

t* ｾＺ＠

コンクリート中の水分が凍結融解を繰り返し、ひぴわれが発

生したり、表層が剥離したりして、表層から次第に劣化して

いく現象。ここでは、いわゆる初期城主は対象とせず、経年

による凍害のみが対象

たとえば、さぴ汁 たとえば、鉄筋腐食 たとえば、海砂使用

( 病状) ( 病名) ( 病因)

図- 2 劣化症状・劣化現象・劣化要因の関係



劣 化 お よ び 表 面 劣 化 に 含 む こ と が で き る 。 劣 化 現 象 と 劣 化 症 状 、 劣

化 原 因 と の 関 係 を 示 す と 図 - 2 の よ う に な る 。 こ の 3 用 語 の 関 係 を

理 解 す る こ と は 重 要 で ‘ 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 早 く か ら 建 築 の 病 理 学 ( pa

thology of buil ding) というリフレッシュの分釘' での表現があり、

瓦 に そ の 思 想 を こ こ に 観 る こ と が で き る 。

(1)診 断 レ ベ ル こ れ は 一 次 、 二 次 お よ び 三 次 の 3 レ ベ ル て ¥ 一 次 診

断は建物の概況を知るために、建築物概要調査と各種劣 化 症状認 ｾｪ 貨

を 同 時 に 行 い 、 引 き 続 き 高 次 の 診 断 の 安 否 を 半IJ 別 し 、 さ ら に 高 次 の

診 断 を 必 要 と す る と き 、 ど の 劣 化 現 象 に 着 目 す る か を 識 別 す る 役 割

を も っ 。 こ こ で は 、 原 則 と し て 仕 上 村 を 除 去 せ ず に 劣 化 症 状 を 犯 躍

する( 表 - 2  ) 。 高 次 診 断 が 不 安 と さ れ れ ば 、 補 修 を 直 ち に 行 う 必 要

が な い と 考 え て よ い 。 二 次 ・三 次 診 断 は 、 一 次 で 指 定 さ れ て 行 う 各

劣 化 現 象 ご と の 個 別 診 断 で 、 よ り 専 門 的 、 高 度 な 、 詳 細 ! な 診 断 を 要

求 さ れ る ( 表 - 3 )。

表 - 2 耐久性能に関連する劣化症状

劣 化 症 状 定 事長

ひぴわれ 鉄筋に沿う - 蘭 (j(j にみて配自由に沿って発生するひぴわれ。一般に

鉛直または水平の直線状のパターンを呈する。鉄筋は

主筋のほか補助鉄筋を含む

関口周辺の - 関口の附戸j 音11から発生する斜めのひびわれ

網目状の - 網目状( 必ずしもきれいな矩形をしているとは限ら

ない) のひびわれ、 1 m以内に近寄らないと判別でき

ないような微細なものを除〈

その11包の - 規則性、不J J i . 1t I ) 性を! 日lわず、上記以外のひびわれ

浮 き 仕上層で躯体から最1) 離した状態。躯体コンクリートで

は、鉄筋のかぶり等が浮いている状態。浮きが仕上村

だけが、コンクリート極体を f'l' っているかは、打診に

よる波別が困日fr . であるので、一次診断では区別しない

最1) fi再 仕上層の - 仕上! 日が争1) がれ j高ちた状態

コンクリー - 浮いていたコンクリートが、極体から! / < I ) がれffr ちた

トの 状態。鉄筋の鍔出をf ' f ' うものと、伴わないものとがあ

る

さぴ汚れ 腐食した鋼材のさびが流出して、仕上材またはコンク

リートの友商に付li している状態

エフロレ ンセンス 硬化したコンクリートの友商に出た白色の物質。セメ

ント中のれ灰などが水に椛けて表面にしみ出し、空会t

中の炭問主ガスと化合してできた広

ポ y プアウト コンクリート内部の部分的な膨張圧によって、コンク

リート表而の小ff 日分が阿部w のくぼみ状にI i 直)'jl された

状態

腕刻化した表而 減省、すりへりなどにより ｭｾｳｊｩｊ ・ 粉状化したコンクリ

ート面l

その他の汚れ カピ、煤煙、コヶ 1li などによる汚れ

i漏 水 痕 跡 過去に漏水現象が生じた形跡。エフロレンセンスを f'l'

うことが多い( t J 悦だけでは識別しにぐいので、問診

により政認する)

異 常 体 感 たわみ、傾きにより生ずる !A1X' 感。床の振動、主IHt の

開閉感覚などがある ( LI 微だけでは識別しにくいので

問診により ｪ￭ｲＨｾＮ する Ｉ

表 - 3 一次・二次・三次官舎断の相違点

レ 戸く/ レ 一次診断 二次診断 三次診断

n的 ・内容

概況診断、保全診断 劣化診断 劣化診断

総指的な内容の診断 中絞1.([ の診断 詳細な診断

行 為 者 一般的な建築技術者・ 専門技術者 高度な専門技術者

目視、体感、問診 ｾｉ Ｇｦ 政峻試験が 中心 破壊試験を含む

万 法

足場準備せず、仕上 脚立住! 互の足場、仕 大がかりな足場、躯

材はつらず 上村のはつり 体からの試料のVx き

取り

調査結果の表示 記述および計数 ｾＱＧＩＱＱ＠ 計ft'r

巡 月]

各劣化現象共通の診 れ劣化現象例別の診 各劣化現象個別の診

断 断 断

事学 校 教 fl で越築を，1f . J . 文し、引き続き ill! 島関係の :JUJ l に携わっているおで、所定的A 判専の修( j円

(2)調 査 高 次 診 断 で は 、 前 述 の 8 大 劣 化 現 象 ご と に 、 一 次 診 断 の 結

架 か ら 劣 化 症 状 が 認 め ら れ た 筒 所 等 を 選 定 し 、 規 定 の 調 査 項 目 、 調

査万法で' 診断を行い、劣化度の区分、劣化現象発生の原因推定、事i I i

修 要 否 の 判 定 を 行 う 。

(3)劣 化 度 物 理 的 、 化 学 的 、 生 物 的 要 因 に よ り 、 も の の 性 能 が 低 下

し て い る 程 度 を 示 す 指 標 で 、 個 々 の 劣 化 現 象 に よ っ て 性 能 の 内 容 は

呉なるが、 1 ( ほとんどなし) 、 II ( 軽度) 、 lll ( 中 皮 ) 、 N ( や や 重

度) 、 v ( 重度) のような区分の中で表す。

凍 害 に つ い て の 例 は 表 - 4 に示す。

表 - 4 ;凍害の二次官舎断の劣化度の区分

劣 化 度 | 区 分 の 必 単

1  ( ほとんど なし ) 1 軽微なひびわれ (幅0. 2mm以下) 、または表前のみのスケ

| ーリング ( ピー リング) で、進行性ではない

II ( 経 度) 1 表面に小さなひびわれ ( 幅0. 3mmぐらいまでにポ y プア

11 

ウト、または中位皮までのスケーリング( 深さ 1 0 mm ぐら

いまで)

リング、脆弱化、! / < I ) 離がある一一深さ 20mm ぐらいまでの

劣化

IV ( ややi J l : I.([) ＱＺ 鉄筋付近までのひびわれ、浮き、剥務、 ｉｕｾ 刻化や激しいス

| ケーリング 採さ 30mmぐらいまでの劣化

v  (重 度) 1 コンクリートが浮き上がり、制約も読しく、腕首首都も深い

( 30m m以上) 。鉄筋も 断面欠打1を生じている

(4)原 因 推 定 劣 化 現 象 の 進 行 状 態 を 把 怪 し 、 補 修 方 法 の 認 定 を 行 う

な ど の 補 修 対 策 に 当 た っ て 、 劣 化 の 原 因 推 定 は 重 要 で あ る 。 そ の た

め の チ ェ ッ ク と し て 、 劣 化 要 因 を 理 解 ー す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 各 劣

化 現 象 ご と に 異 な る が 、 表 - 5 に 表 面 劣 化 の 要 因 を 参 々 と し て 例 示

する。

ひ ぴ わ れ 発 生 の 原 因 推 定 で は 、 日 本 建 築 学 会 「 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 の ひ び わ れ 対 策 ( 設 計 ・施 工 指 針 案 ・同 解 説 )J ま た は 日 本 コ ン ク

リ ー ト 工 学 協 会 「 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 調 査 . :Mi修 指 針 」 を 参 考

にする。

表 - 5 表面劣化要因と鯛査診断上の留意点

劣 化 要 因 調査診断上の惚意点

気1品・温度降水m : 最 高 最 低 ・平均気温、乾7f t . の繰

I也
外

I) i l l ，し回数

凍結融解作用 4点筈の二次・三次診断参!Rt

I或
海底粒子 コンクリートの福分佼i韮1，1

袈

ブ]
有: 昌一ガス 並u'Mi まガス、硫化水」ミガスの作用

の有無

因
内 t:i・H 海砂使用の有無、コンクリー卜の

力 極分含有量、反応性鉱物のイT無

熱作用 加熱i誌i支

( く 500、500くく 750、> 750. C )  

外 加熱JUJI 日l、中性化深さ

宮11 流水作用( キャビテーション) 限界流述 >12m/ s (1; ; ' )水路)

8 m/ s  w，) 水路)

位
すりへり作用 通過物の形態 ・ifi 五1 . 述l立

有機 ・無機買を 極官1・1食皮・極度 ・品 流動状態

カ 担証類 硫R左上孟濃度 ・温度 . -jif . 流動状態

姿
7由』旨AA f.1I鷲i . i.農 皮 温 度 ・拡 流 動 状 態

炭問責ガス 濃度 ・中性化深さ

因

j1g  

床( 廊下 ・階段含む) すりへ 1) 1，1  . 化学的m食品

ノマラペ ッ ト、軒、庇、パJ レコニー 形状、おさまり、叫{ 告の二次 ・三

カ

次診断

火をf止うところ 熱作用

水セメント比 過大でないか

微生物の作用 硫酒量バクテリアなど

その他 司2食作用 迷 走ll L 流、コンクリートの含水状

態 . ｾ孟分含有量

結 露 結22水の流れによるペースト浴出

(5)補 修 の 要 否 補 修 の 妥 奇 の 判 定 は 、 劣 化 度 を も と に し て 決 定 す る

が 、 も ち ろ ん 、 劣 化 原 因 や そ の 進 行 状 態 な ど を 々 慮 に 入 れ る 。

劣 化 の 総 合 的 評 価

(1)総 合 的 考 察 診 断 の 故 終 の 結 果 か ら 、 建 物 全 体 の 劣 化 状 況 を 総 合

的 に 考 慮 し 評 価 す る が 、 個 々 の 劣 化 現 象 別 に 一 次 診 断 で1ま 二 次 診 断

の 要 否 、 高 次 診 断 て ゆ は 平 均 劣 化 度 、 そ し て 補 修 の 要 否 、 備 考 と し て

劣 化 現 象 の 現 れ 方 の 特 徴 お よ び 推 定 さ れ る 原 因 を 、総 合 評 価 表 に し
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て一覧する 。

(2)総合的劣化度の算出 また総合的劣化度の算出を行うが、各劣化

現象の丞みを考慮し、つぎの一般式で示す。

総 合 的 劣 化 度 = ゆ ( A i 4 )

V  ｾＱ Ｇ ＧＧＧ＠ 100 

ここで、 A i : 劣化現象 L の平均劣化度

di Ｚ劣化現象 ｺ の重み係数 Ｈ ｾ ､ｩ］ＱＰＰＩ

η: 卓越係数

平均劣化j支は、建築物としての性能を身慮した場合の診断された

袋 一 B 平均劣化度の区分

平均劣化J支A ，

o  ( な し )

1  (軽 度)

2  ( 中 皮)

内 容

劣化はほとんど認められない

劣化は全体的に軽微で、局所的にしか認められない

劣化は全体的に軽微とはいえず、局所的に激しい劣化も詑.

められる

3  (やや1 fH交) I  激しい劣化が局所的といえない範聞に及んでいる

4 ( 混 成 ) I 激しい劣化がかなり広範聞に及んでいる

表 - 7 . み係数の算定で考慮すべき建築物の性能

性 能 | 内 容

椛泣安全性 | 常時荷重または I也袋、その他の外力により、人に危害を及

ぽすような建築物の危険が生じないこと

日常安全性 |  人に危害を及ぼすような駈体コ ンクリートまたは仕上村の

!fdli 客が生じないこと

居住性 | 風雨の払入や部材の変形により、不快感. や不安感が生じな

いこと

美 観 | 建築物の表面の性状変化により、視党的不快感や不安感が

生じないこと

( 註: 引用図 表で、唱者が多少予を IJII えて縮小した部分もある )

各劣化箇所の劣化度の占める重要性から、 表 - 6 のように区分でき

る。各劣化現象の重み係数は、建築物に要求される性能の低下に及

ぼす各劣化現象の彩響の度合いと、性能回復または劣化抑制のため

の補修の位j支を考慮して定める 。前者て"は構造安定性、日常安全性、

居住性、美観性の 4 性能から把えており ( 表ー 7 ) 、後者では、工法

別にみた補修の難易の程度と、補修の対象となる建築物の部位の割

合 ( たとえば、全面、屋上スラブ、はり部分、外壁などの規模・函

ll'l ) の-1' 1' [で表す。卓越係数は、建築物において多くの複合された劣

化現象で、それぞれが同程度に進行するとは| 浪らず、ある特定の劣

化現象だけが先行し激しくて、そのためだけで建築物全体としての

劣化が著しいと考えられる場合に、これを導入する 。

総合的劣化! 支は、建築物が全〈劣化していなければ O 、重度に劣

化していれば 4 となり、実際の建物はこの中間値をとる 。その値が

建築物の絶対的な劣化のレベルとどのよっな対応にあるかについて

は、今後の検討にまつことにするが、とりあえず、劣化現象ごとに

定義した劣化度の区分 ( 表 - 6 ) の内容に相応していると考えるこ

ととする 。

劣 化 診 断 技 術 の 今 後 の 課 題

この指針では、劣化を客観的に定i J l 評価することに十二分の努力

がなされており、本来、診断者の主観性が支配するこの種の定性的

な手法においてまちまちであった概念を総合的に見据えたところに

大きな意義がある 。 なお残された問題はあるが、長らく野放しであ

った挫築物の耐久性向上技術に脚光が当てられ、今後さらに新しい

成来が普及するとともに、現実のものとして収れんすることを期待

する 。

なお、下地としてのコンクリートの劣化は、外装仕上層自体の劣

化とも深い関わり合いがあり、両者を切り離しては考えられず、こ

のあたりの劣化についての両者聞の囚呆関係をもこれから究明する

ことが課題である 。

( なにわ れんたろう エマ院大学工学部建築学科助教m
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各 論 2 ・ 外 装 材 の リ フ レ ッ シ ュ 技 術 田

下 地 コ ン ク リ ー ト の 延 命 技 術

小 俣 一 夫

鉄筋コンクリートの寿命は一体どのくらいのものなのか、という

疑問が投げかけられる場面が最近とみに多くな っている 。

そもそも水硬性石灰の頃からみ「えれば、セメントは数千年の歴史

を誇 っているのであるが、こと鉄筋コ ンクリートとなると、まだた

かだか 120 年の歴史しかない 。 しかもはじめて鉄筋コンクリートの

僑ができたのが 100 年前、鉄筋コンクリート建築に至 ってはオーギ

ュスト ・ベレーのフランクリン街ア パー ト、ランシー教会などの建

築が85年前の話で、人類にと って鉄筋コ ンクリート建築の経験はま

だ85年しかないということになる 。

いま、早期劣化として問題にされている鉄筋コンクリート建築は、

昭和30年代後半以降の ものに多いが、この時期は、鉄筋コンクリー

トの歴史としてはわずかに 50年そこそこでしかなか ったということ

になる 。

このように 50年の笑納しかないのにもかかわらず、鉄筋コンクリ

ートの寿命は半永久的とか永久椛造物という評価が定治してしま っ

ていたというところに、むしろ問題があ ったと 言わざるを得まい。

鉄筋コンクリートの早期劣化の原因の大半は、以上のような早過

ぎた過信に基づ く関係者の油断によるものであ ったと断じてよいと

思われる 。

本稿では、外装リフレ ッシュの際の下地となる鉄筋コンクリート

の、本来の寿命を全うさせるための延命妓術について紹介する 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 物 の 新 設 時 に お け る 対 策

いまの鉄筋コンクリートの早期劣化として問題になるものとして

は、中性化、温害、アルカリ骨材反応、 J束; 主? などがその主なもので

ある 。

この うち、中性化、凍害についてはコ ンクリートの表面被覆を適

切に行うことによ って著しく軽減させることができるが、難問であ

る嵐害、アルカリ骨材反応については昭和61年 6 月 2 日付け建設省

技調発第 285 号および第 287 号でそれぞれ指針が示され、ともに昭

和62年 4 月 1 日よりすでに笑施され ている 。

(1)  塩分対策

昭和61年 6 月 2 日付け建設省技調発第 285 号によれば、コンクリ

ー卜中に含まれる庖化物量は0. 30kg/ m'( Ce- 亙畳) 以下とする 。や

むを得ず滋化物量が ＰＮＳＰｫｧ Ｏ ｭ ＧＨ ｃ ･ 丞品 Ｉ を超え ＰＮＶＰｫｧ Ｏ ｭ ＧＨ ｃ ｾ 亙

i立) 以下となる場合は、以下の ④から@ のすべてに適合しなければ

ならない 。

@ 水セメント比が55% 以下であること

@A E i ，威水斉IJ が使用され、かつ、スランプが18cm以下 ( 流動化コン

クリートのスラ ンプが15cm以下、流動化後のコンクリートのスラン

プが21cm以下) であること

。 適切な防錆剤が使用されていること

@ 床の下端の鉄筋のかぶり厚さが 3 cm 以上であること

(2)  アルカリ骨材反応対策

昭和61年 6 月 2 日付け建設省技調発第 287 号によれば、つぎのよ

うになっている 。

建築物等に使用するコンクリー卜は、アルカリ骨材反応を抑制す

るため、つぎの①から④のいずれかとする。

①安全と認められる骨材の使用

②低アルカリセメントの使用

③抑制効果のある混合セメント、たとえば高炉セメント B 極または

C 穂、その他の効果の硲認された混合セメント等の使用

④コンクリートの中のアルカリ総量の規制J ( コンクリート 1 m' に含

まれる総アルカリ盆を Na20 換算で3. 0kg以下とする)

既 存 建 築 物 の 下 地 コ ン ク リ ー ト の 欠 陥 の 改 修

既存の鉄筋コンクリート建築物のコンクリートに何らかの欠陥が

ある場合、これを延命させる技術としては、つぎのような工法があ

る。

(1) コンクリートに化学的欠陥がある場合

これは鉄筋の腐食を促進するものであるから 、化学的改修工法を

主とする改修を行う必要がある 。

. コンクリートの中性化が進んでいる場合

コンクリートの中性化が鉄筋周辺に及んでいると、鉄筋は水と酸

素の作用により発鈍する 。 この場合には鉄筋周辺をアルカリ性に回

復させておくことが望ましい。 この方法として、リチウムシリケー

ト溶液を塗布含浸させる工法がある 。

中性化がまだ鉄筋周辺に及んでいない場合には、炭般ガス透過率

の少ない仕上塗材などでコ ンクリー卜表面を被覆することで、その

後の中性化を jfIJ ffflJ することが期待される 。

. コンクリー卜に塩分が含有されている場合

コンクリート中に 0 .3 kg/ m'以上の塩分が含有されている場合に

は、たとえ高アルカリの中にあ っても鉄筋は発鎖する 。 したがって

アルカリ付与のみでは鉄筋の防鈴効果は期待て前きない。 この際、亜

硝酸カルシウムを主成分とする水溶液などを塗布含浸する工法が有

効である 。

・ コンクリート中に反応性骨材を含有する場合

コンクリート中の骨材がアルカリ骨材反応を起こすと、これの膨

張圧により、かぶりコンクリートにひびわれを生じ、著しい場合に

はコンクリートが剥泌する 。この徴候が表れたときには、ひびわれ

の固定処置を行ったのち、コ ンクリート内部の水分をできるだけ乾

燥させると同時に、水をコンクリート内部へ入れない措置をとるこ

とが推奨される 。 これに迎合する表面仕上塗材として、最近では透

湿性のある防水仕上塗材が使用されている 。

なお、コンクリートの表面に塗布含浸させることによってアルカ

リ骨材反応を防止する薬剤lの開発が進んでいるので、これを上記の

工法と併用することが望ましい。

(2)  コンクリートに物理的欠陥がある場合
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コンクリートの剥落、表面劣化、ひびわれなどの物理的欠陥があ

る場合には 、つぎのような物理的改修を行う 。

圃 コンクリートの欠損

iW害やアルカリ骨材反応によ って生じたかぶりコンクリートの剥

落 、鉄筋の腐食によ って生じたキIJ落などの欠損箇所については 、周

辺の脆弱部を除去したのち、コンクリートと同質のポリマーセメン

トモルタルなどの材料で埋め戻しを行う 。

欠損部の埋め戻しに使用する パッ チング材には、つぎのような性

能が要求される 。すなわち、下地のコンクリートとの接着性が長期

にわた ってよいこと、乾燥収縮の小さいこと、強度、熱膨張係数、

弾性係数、通電性などがコンクリートと同程度もしくはこれになる

べく近いことなどである 。 したが ってポリマーセメントモルタルな

どセメント系材料がエポキシ樹脂などより適しているといえる 。

. コンクリートの表面劣化

コンクリートの表面劣化の原因には、外力、熱作用、凍害、結露

などの物理作用のほか、薬品侵食、エフロレ ッセンス、バクテリア、

カビなどの化学作用などがあるので、まず何が主要な原因かを把握

する必要がある 。

改修工法としては、浸透性表面強化斉IJ を使用することが多い。浸

透性表面強化斉IJ には、主としてエポキシ系の溶剤溶液などの合成樹

脂系材料と、けい酸リチウムやけい弗化マグネシウムの水溶液など

の無機質材料がある 。 これらをコンクリート表面に 塗布含浸させる

ことによ って、劣化したコンクリートの表面を強化することができ

る。

ここで注意しなければならないのは、水溶液系材料と有機溶剤系

材料とでは浸透のしかたに大きな差のあることである 。下地のコン

クリート層には水分があるため、有機溶剤溶液が浸透する場合は、

その前面は水と有機溶斉IJ が接するこ とになり、境界面を形成しつつ

浸透する 。 このため劣化部の表層のみに卵の殻のような固い膜が形

成され、わずかの衝撃て前l南佐しやすい。

これに反し、水溶液はコンクリート中の水分に拡散しながら浸透

するので、明確な境界面ができないので、このような危険がない。

. コンクリートのひびわれ

コンクリートには乾燥収縮あるいは熱挙動などによるひびわれや、

鉄筋の腐食、アルカリ骨材反応などによるひぴわれなど、さまざま

な原因でひびわれが発生する 。

コンクリートにひびわれがあ っても、その部分の鉄筋J に発錆が認

められない場合には、必要に応じて| 坊錆剤溶液およびアルカリ付与

斉IJ の塗布含浸を行 ったのち、ひびわれの補修を行う 。

ひびわれ補修工法としては、表面処理工法、充てん工法、注入工

法、アンカー工法などがある 。

① 表 面 処 理 工 法 一般に 0 .2 mm以下の小さいひぴわれが多数発生

し、例々のひびわれについての補修が困難な場合に、耐久性、防水

性を向上させる目的で行われる工法で、ひびわれ部分のみを補修被

視する方法と、全面を被覆する仕上塗りと同様の方法とがある 。

これには、ひぴわれ内部の処置がて凶きないこと、ひびわれが活性

の場合にはこれの動きに追随できないなど の欠点がある 。

被覆材料としては従来エポキシ樹脂系その他の塗布防水材や、ポ

リ7 ーセメントペーストなどが使用されてきたが、最近ではこれに

J I S A  6910に規定されている防水形複層仕上塗材などが多用され

ている 。

② 充てん工法 ひびわれ幅が比較的大きく、とくにひびわれ幅の

変動の大きい活性ひびわれに対して行われる工法である 。 ひびわれ

に沿 ってコンクリート表面を U 形にカ ッ トし、底部に絶縁材を貼り
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つけたのち、ここにシーリング材を充てんする 。

シーリング材としては、変性エポキシ樹胎系の伸び率2 0 - 3 0 %の

接着力の大きいものが使用されることが多い。 ただしひびわれの動

きの大きい場合にはポリウレタン、ポリサルファイド、シリコーン

などの弾性シーリング材を使用する必要がある 。

③ 注入工法 これは最近非常に普及している工法で、ひびわれ補

修工法の中心的存在になっている 。 ひびわれ幡が0. 2- 0. 3mm以上でU

不活性なひびわれや浮き部分に対しては、その内部にエポキシ樹脂

やセメントスラリーなどを注入する 。注入によ って構造部材の強度

回復が期待される場合もある 。

④ アンカー工法 ( 鋼材補強工法) ひびわれ幅が大きく、その

変動の大きい場合などに、補強を兼ねて行う工法である 。かすがい

筋を貼りつける工法、鉄筋を交E に斜めに差し込む工法、コンクリ

ート版に沿って鉄筋を貼り付ける工法、さらには鋼板を貼り付ける

工法などがある 。

. モルタルの浮き

コンクリートの上にモルタル塗りが行われている場合に、これに

浮き、最IJ 離 を起こしている場合がある 。 これの補修方法としては、

その部分をはつり落として、ポリマーセメントモルタルなどで塗り

l直すのが原則であるが、小国有iの浮きにとどま っているような場合

には、これを落とさずに補修する工法が行われる 。

大別して、エポキシ樹脂による点付け・注入工法と、アンカーピ

ンニング工法とがあるが、普通はこれらを併用し て複合工法とする

ことカず多い。

しかしエポキシ樹胎が湿湖面や汚れた面に接恭しにくいという欠

点があるため、最近ではとくに浮きの大きい場合などで、セメント

スラリーによるグラウト工法が利用される 。

(3)  鉄筋禽食のある場合

. 鉄筋禽食によるひぴわれ、はがれがある場合

鉄筋腐食によ ってひびわれが発生し、ひびわれから鈴汁が出てい

たり、かぶりコンクリー卜が剥落していたりした場合には、原則と

してその部分をはつり落とし、鉄筋を露出させ、鈴落としを行った

の ち、適切な防錆処置をして埋め戻す。

この場合に使用する鉄筋防鈴塗装材は、その後に埋め戻しに使用

されるポリマーセメ ン トモルタルなどとの付着性がよいこと、さら

にはそ の高アルカリ環境下で永続的な防錆効果を発揮するものでな

ければならない 。

現在一般に使用される鉄筋| 坊錆塗装材には、ポリ 7 ーセメント系

とエポキシ樹脂などの合成樹脂系があるが、ここで注意しなければ

ならないことは、エポキシ樹l危などを部分的に 塗装した鉄筋が、そ

の界面で局部的な発錆、すなわち孔食現象を起こすことであり、危

険視されている 。 したがってポリマーセメ ン ト系防錆塗装材を使用

することが望ましい。

. 鉄筋腐食はあるが、ひぴわれはない場合

このような鉄筋腐食は一般に発見が困難で、これを見逃したまま

仕上けてしま ったために、その後、短期間の うちに鉄筋腐食が進行

して再び表面にひびわれを生ずることがある 。

この ような場合に、アルカリ付与剤のほかに、特殊な鉄筋腐食抑

制剤をコンクリート表面から 塗布含浸させて、腐食の進行を停止さ

せるという工法が開発され、実用化されている 。

( おまた かず お 株式会社小野悶常務取締役 技術士 )



各 論 2 ・ 外装 材 の リフ レ ッ シ ュ 技 術 図 一 塗 膜 ・塗 装 の 除 去 技 術 一

プラストを中心とした塗膜除去技術

照 井 良

近年、 ，建物の外装リフレ ッシュをするケースが増加l している 。本

米の目的は、建物の寿命を延ばすことであるが、外装材を新しくす

ることにより建物のイメージア ッ プを図るなどの椴極策から、ｾ何

化した部分の争IJ 離 ・争1ft高に対する危険| 坊止の面でやむを得ずリフレ

y シュするという消極策まである 。

建物の外装をリフレ ッシ ュする具体的な方法としては、大別して、

つぎの 2 つがあげられる 。

①既存の建物の外壁をほとんどそのままにして、金属板 ( パネル)

等で全面的にカバーしてしまう刀法

②既存の外装材をい ったん剥がして、その上から新しい材料で仕上

げる刀法

ここでは、 ② の方法である占い仕上げ糾を除去する ( 争IJ がし ) 方

法について、述べることとする 。

老十ヲイじした l吹付材 ( セメ ン ト系 l次イ寸リシン ・セメント系 l次付ータイ

ル ・エポキシ系吹付タイル等の複層仕上げ材やアクリル主主料 - エポ

プラスト処理前企 プラスト処理後V 施工前企

写真一 1 擬石壁面への施工

写真一 2 無機質系吹付タイルへ

の施工

キシ系、塗料等の単層仕上げ) の除去方法としては、薬品 ・有機溶剤

等を用いる化学的除去方法、デスクサンダー・高圧水 ・ウェ ッ トプ

ラスト ・加熱燃焼等の利用による機械的除去方法がある 。

従来、劣化した l次付付の除去方法としては、高圧水による除去が

一般的であるが、劣化した白地・ひびわれ部分から水が浸入し、室

内側への漏水が発生したり、除去材の回収や散水した排水処理方法

に問題が残 っている 。 したがって薬品や水を使用しないで吹付糾を

除去する乾式工法、すなわちサンドプラスト機の利用が大変有効と

なる 。

プラスト処理の施工の一例は、 写真一 1、 2 に示す 。

スーパープラスト工法の適用

本サンドプラスト機およびシステムは、鹿島建設( 附 ・( 附マサルエ

ンジニアリングとサンドプラスト機械製造メーカーである厚地欽工

附の共同開発によるものである 。

昭和46年竣工の横浜市中央卸売市場内の冷蔵庫棟外壁改修工事に

おいて初めて使用した 。この建物は無機質のセメント系吹付リシン

で仕上げられていたが、竣工後14年経過した段階で劣化の執: しい既

存の l次付ーリン ンを全面最IJ がし、鉄筋発錆昔[1の処理を行い、新しい l次

付村にて仕上げを行うというものであ った。

ス ー パ ー プ ラ ス ト 機 械 お よ び シ ス テ ム

スーノ ぞープラスト工法 ( メカス ) とは、サンドタンク ( 高圧タン

ク) に供給した研帰材を圧縮空気とともに噴射することにより、そ

の衝1努力で塗膜材を粉砕させ争IJ がすものである 。サンドタンク内を

圧縮空気 ( 7  - 12kgf  / cni 前後) で加圧し、サ ン ドタンク下部の研ぷ;

材供給元から圧力エネルギー ( 圧縮空気 ) を与え、研掃材をプラス

トホース内ノズル方向に向か つて流し、ノズルの狭路に突入させる

ことで圧力エネルギーに変えて研掃する 。その際に発生した粉砕さ

れた塗限付、粉塵および研hl 材は、直ちにノズルとブラシの周囲よ

り吸い込まれて、サクショ ンホース内を流れ、回収タンクに迩ばれ

て回収タ ンク上部にて研掃材と粉砕材 ・粉塵は分別され( 図一 1 ) 、

再使用可能な研制材はサンドタンクに圧送し、再使用される 。 また

粉砕材 ・粉IAは、サイクロンセ バレーターに送り込まれ、サイクロ

ンタンク底音[1 ・粉塵ボ ックスに築制される 。 さらにそこで除去され

なか った粉塵は、集塵機内のフィルターを通し除去され、粉f f l J : ボ ッ

クスに柴干') '1され、清浄な空気を排出させる 。

上記、装置およびシステムを 図- 2 に示すが、必本的には、サン

ドタンク ・回収タンク ・サイクロンタンク ・集塵機の 4 休を述隙し、
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Ｍｉｾ＠
@r'  明暗材. ，全粉寝等が

，- [ 5 ) s 寺に回収気流に乗って

回収される

サクションホース

スーパープラスト装置の機精

ビ

ル

陣

串

阻

窃
サ7 ションホース

コンプレ y -tj ' -

ス-.1，ーブラスト工法システム

写真一 3 自動車に搭載されたスーパープラスト装置

自動車に搭載型である。

操作盤 ・制御盤 ・各計器およびサクションホース ・プラストホー

ス ・エアーホースの接続パルプは本体後部のパネルに設置してあり

( 写真一 3 ) 、本機と施工音11までは、サクションホースとプラストホ

ースをセッテイングして、施工を行う。

施工に際しては、仮設コーンドラ ・枠組( ピテ' ィー) 足場作業の、

いずれの場合でも対応できる。( 図 - 3 、 4 )  

ス ー パ ー プ ラ ス ト 工 法 の 特 長

プラス ト処理前企

プラスト処理後V

写真一 4 鉄筋爆裂発錆処理

①既存塗膜材剥がしからコンクリートの目荒し程度の

軽度な研耐までの、幅広い作業ができる。

②コンクリート表面の中性 ・脆弱化部分の研婦ができ

る。

③鉄筋燃裂発錆処理( 1 種ケレン) から一般の鉄 ・金

属商の塗料 . ｾｉＧｩ 落としまでできる。Ｈ 写真一 Ｔ )  

吊リ

ワイヤー ④石の汚れの除去ができる。

このスーパープラスト機は研折tl カが大きく、研婦材

の極類も多種で、繰り返し使用できる。また、剥離暦

を研婦と同時に吸引分日I j でき、粉塵等により周囲を汚

したりすることなく研婦作業ができる。

補助

吊リワイヤ

今後の展望

残された課題として、出隅入隅や突起部分周囲のこ

まかな研婦や、エアー噴射音防音などは改良が必要で

ある。

今後は、塗膜材研婦のみならず、外装パネルのク リ

ーニングなと。他の作業への多機な応用と自動化( ロボ

ッ ト) も考えられる。

図- 3 足場作業のケース 図- 4 ゴンドラ作業のケース ( てるい りょうじ 株式会社マサルエンジニアリング営業部課長)
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各 論2.外 装 材の リフ レ ッ シ ュ 技術 図一 塗 膜 ・塗 装 の 除 去 技 術 一

リ ム ー バ ー に よ る 除 去 技 術

石 田 郁 雄

近年、建築物の表面を塗膜材で定期的に主主り替えて美装性、防水

性および躯体保護機能を維持していく考え万が定着してきている。

劣化した| 日塗膜の塗り替えを主体としたリフレッシュ工事では、旧

塗膜の除去が大きなウエイトを占め、劣化塗膜が残留すると新塗膜

の付着カ等に影響を与え新主主朕の耐久性を悪くする。旧塗膜の除去

作業は多大の労力と経費を要し、したがって 旧塗膜の除去をいかに

効率的、経済的に行うかが大きな課題である。

本稿は、制局fE斉IJを用いた旧塗膜の除去法およびその実例を紹介する。

リフレッシュ工事に用いられる剥離剤

建築用塗膜材の除去には、メチレンクロライド系剥離斉IJがもっと

も多〈使用されている。それは溶剤であるメチレンクロライド自体

が不燃性であり、既存塗膜に対する溶解性、浸透性に優れるためで

ある。メチレンクロライド系争IJ離剤は表ー 1 のように 中性型、アル

カリ性型、酸性裂に大別される。

この中て¥建築用リフレッシュ工事には主に中性型とアルカリ性

型が一般に用いられている。酸性型の剥離斉IJ は劇物を含むため、使

用例は少ないようである。

中性型とアルカリ性型を、取り扱い性および制高ft 能力で比較する

と、つぎのようである。

・取り扱い性・・・アルカリ性型はアミン、アンモニアなどが入ってい

るので、刺激臭が強〈、薬傷等の危険性が大きい。それに比べて、

中性型は危険性がより少ない材料である 。

・制維能力 .. 一部塗料膜に対しては、アルカリの効果が認められる

が、内外装吹付材では同等である。

これら剥離剤を増粘方式で分類すると、 1)水溶性樹脂を用いたも

の、 2) 甑化ビニール系鮒脂を用いたもの、この 2 タイプに分かれる。

1  ) は水洗することを前提とし、樹脂の分散性および剥離後の水洗

性向上のため、界面前性斉IJ を添加している。界面活性剤が下地に残

留すると、新塗膜のイ寸活性が悪くなるので、水洗工程が必要て" ある。

さらに水洗11寺の廃水中には争IJ 書ft 剤の成分である界面活性剤、アミン

類による汚染物質が含まれるので 、廃水処理も必要で、ある。

表 - 1 メチレンクロライド系銅j隊淘lの分類と特徴

タイプ ｩｾ 静 .  ｾｉ＠ flli s) J 剤 li"l*古}J 式 特 徴 水 洗

Iド

メチレンクロライド 界部活世論リ

水? 喜性樹1旨

最11能力強力 必 要

+ 界而活性責11

性

アルコール類 塩化ピニ→L糸樹賄 とくに必

型
ケトン類 要なし

ア メチレンクラロイド 界而活判請11 水I容性樹』旨 J向j離力強力 必 要

J レ

+ 界面活性貴11 刺激臭がある
力

') 

アルコー凡矧 アミノ.7' /"毛ニ7f.;・ど

世P11i  

ケトン鮫

世証

メチレン7 ラロイド 界而活性i責11 制l離カJF ' 常に強力

アルコ- I t.<<ri フェノール類 水溶性倒防 必 要

性 + 界面活性斉11

型

ケトン類 クレゾ-1"類 刺激央ーがある

キ被など

L _ _ L _  

2) は塩化ビニール系樹脂を増粘剤および溶剤l保持 ( 樹脂が溶剤に

よって膨潤した状態となる) の目的で使用している。これは写真一

1 のように自ら皮膜を作りケレン時には旧塗膜と一緒に剥離される

ので、とくに水洗の必要もなく、水洗しでも界面活性剤、アミン等

を含まず、無害であるので、廃水処理の必要がない。

写真一 1 ・: - - ---= 

弾性J享膜塗料の一例

llJ 隊商l塗布砂

剥 離 機 構

メチレンクロライド系制雌斉IJ の恭IJ 離機構は、①洛解作用 、②膨 il 副

作用が主である 。

① i容解作用・恭Ij離斉IJ 成分の洛斉IJ によって、塗肢を溶解させる。

②膨ilMJ 作用… 浴剤が塗膜中に浸透し、軟化、膨il 却させながらw活性

を低下させ、かつ膨i聞による応力ならびに浸透溶剤lの蒸発力によっ

て塗膜のシワ、ワレ、ふくれなどをともなう。

溶剤揮発型塗朕( アクリル塗料、庖化ビニール系塗料) は溶解作

用を主に受ける。一方、硬化反応で形成する塗膜や水系エ7 ルショ

ンタイプの塗膜は膨潤作用を主に受ける 。

これらの作用を長時間持続させるため、各種の添加斉IJ (増粘剤、

蒸発抑制剤など ) が必要でーある。

llJ 離 対 象 物

一般塗料類、有機質内外装吹イ寸材、床材および接着剤l等が主な対

象物であるが、塗膜組成、劣化程度、塗膜厚さ、下地の種類、気温、

湿度、風速等により剥離のしやすさが変化する。

剥離のしやすきを把握するため、予備テストを事前に笑施するこ

とが必要である。

連築と社会/ 19総 年 4 月号 59 



施工方法

東亜合成化学工業が開発した水洗不安タイプの最IJ 維斉IJ について、

予備テストから実施工までの工程および留意点を以下に述べる 。

(1 ) 予備テスト

剥離剤のグレード選定、塗布畳、塗布団数および放置時間を把握

するために、予備テストを行う。この予備テストは、通常、旧主主膜

の種類が何かわからないことが多いため、剥離半IJ 定セットを使用し

て実施する。

① ｾｊ 離淘 ｬ の塗布 局IJ 毛等を用いて均一に塗布する。塗布量の目安

は塗料塗膜、床用接着剤の剥離には 0 .5 kg/ m' 、有機質内外装l次付

材、床材には1 . 0 kg/ げである 。

② 童日l離状態の観察 |日塗膜の状態を観察しながら、 5 分ごとにケ

レン具でケレンする 。ふくれ発生までの s寺聞は塗布後15 - 4 0分であ

るが、場合によっては、ふくれを生じないものもある。 l 回の塗布

で最IJ 離できない場合は、 2 皮塗りとし様子を見る。

①、②の作業により最適なグレード 、塗布量、放置時間を決める。

〈留意点… 予備テストは笑施工と同時期の条件下で判断する必要が

ある( 気温によって塗布韮が呉なってくる) )

(2)実施工

①養生 被覆養生、シート養生を十分に行う。

② 塗布作業 塗料用刷毛、左官刷毛またはローラー刷毛で塗布す

る。吹付 け作業は、溶剤 ロスが大きく剥離効果が激減するので適切

でない。

つぎの気象条件下の塗布作業は避ける。イ 降雨、降雪時、ロ

強風下、ハ 剥離対象物が濡れているとき。

(3)放置およびケレン作業

塗布後、 15分程度放世すると、制離斉IJ 中の洛斉IJ 分が旧塗膜に浸透

し軟化、膨i関してくるので、スクレーパ一、皮スキ 、ワイヤーブラ

シ等でケレンする。また再塗布にさいしては剥離斉IJ を下地に直接付

けないように注意する。制高1 t 斉IJ 残留皮膜が下地に付着している場合

は、ワイヤーブラシまたは回転電動ブラシで除去する。剥離剤残留

皮膜の目視確認盆を 表 - 2 に示す。( 目視確認できる剥離剤残留皮

膜たとえば 5 0 g / m'以上は除去する必要がある )

表 - 2  ｾ削離淘 ｬ 残留皮践の確認

制l餓剤残留品 g / 111'  

目税制定

リ ム ー パ ー に よ る 施 工 実 例

(1) 1 商業高校50メートル公認プール塗り替え

写真一 2 ｾ＠ 3 で見られるごとく、塗布後約20分経過した! 時点で容

易に恭Ij離できた。剥離カスは乾燥した皮膜状となっているので、後

片付けが非常に簡単であ った。なお再塗装に 際して水洗せずに施工

したが、なんら兵常は生じなかった。

写真一 2 ケレン、剣離( 塗布後20分) 写真一 3 後片付け

. 而般/ 500111'

・旧主主肢の般矧/ プー l レ専用塗料『プールコート j 大同塗料 K. K

. アロンリムーパー ;f 1000塗布量約 0. 4 k g/ l11' 

・1向l離作業ー時間1 / 作業貝 6 名 X 4 時間
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Ｈ Ｒ Ｉ 瓦棒屋根の旧塗膜の ｾｊ 離

剥離判定セ ッ トでの剥離テスト結果( 写真一 4 ) て，. #  1000、特

1200、 #3000で剥離可能で、あることが判明した。一般汎用の# 1000 

を使用し、一昔[¥を除き 3 日間でほとんど最IJ 離 で き た ( 写真一 5 )。

下地の亜鉛菌の腐食は認められず、表面は平滑であった。( 一部接

着剤が残留したが、シンナーで拭き取ることができた)

写真一 4 判定セットでのテスト結果 写真一 5 ｾ削機後の下地状態

・瓦彬昼級/343111' 築後約 8 年

・瓦t奉仕様/ 亜鉛引鉄板+ 塩ピシート( 接着剤での桜層) ( 三晃 E 号瓦俸)

- アロンリムーパー; f 1000塗布量約 1.0 kg/ m'  

Ｈ Ｓ Ｉ 防水塗膜材の ｾｊ 離

某営業所外壁の旧塗膜( アクリル樹脂系防水塗膜材 - A社製) の

劣化が大きく、塗り替えることにな った。 予備テスト ( 夕方に 北側

壁面で実箱) の結果、 # 1000が良好で・あった。施工時期が 8 月とな

り、表面温度が高

<  #  1000での剥縦

作業は困難であ っ

たが、夏期用の #

1200に変えて剥離

することカずできた。

( 写真- 6  )  

- 旧塗膜/ アクリ J レ鮒

脂系 ｾｊ￮ 水主主膜材Ｈ膜

厚 約 1mm} 写真 - 6 非1200塗布後約30分経過

. 総工商徽/800111'

(4)大型建屋外装補修工事

高層ビル ( 9 階建て ) の外壁アルミノ マネ ル (仕様→黒い焼付け仕

上 げ) に塗装してある塗料塗膜を剥離して、塗り替えることにな っ

た。 写真一 7 に、剥離テスト後の状況を示す。白い部分が旧塗膜で、

中央の黒い音｛｜分が刺南 ｪｾ 後の下地である 。剥 荷 ｪ｛ 作業にあた っては ゴ ン

ドラを使用した 。

お わ り に

. {I向l離斉IJ 塗布→約30秒放置( フクレ発

生) 後ケレン→シンナーで拭き取り

. 旧塗膜/ エポキシプライマー+ ア

クリ l レウレタン主主料塗膜

.  }j画工面積/ 6000m'

・剥離作業期! 日1 / 6 ヵ月間

・アロンリムーノぐー特30∞塗布量: 0. Jkg/m'  

写真一 7 剣離テスト後の外壁面

塗料、内外装材の進歩は目覚ましく、種々の新しい材料が市場に

登場している。今後、塗1英和l荷1t斉IJ も、これら材料にも対応できる広

範囲の性能を有するものを開発していく必要がある。さらにケレン

用の工具および機器と剥離剤とを、システム的に組み合わせていく

技術開発が必要であろう 。

参考文献 1 ) 若l瓜. 尖務表而技術 Vol. 30 No. 5  1983 P213- 219 

2  ) 防 備 主Il築0:上技術 1980. 5  P68- 74 

( いし 1': ，、くお 来夏合成化学工業保式会社研究所第二研究部)



各 論 2 ・外装 材 の リフ レ ッシュ技術図ー リフ レ ッシュのための除去技術 一

7先浄. ｾこ よ る 外 装 フレ

井 戸 昭

建築物保全にあって 、 検外装の洗浄H という認識は、まだ一般化

されていない。ガラス窓や床については美観上あるいは衛生上の視

点から 、洗いも含めた定期的なメンテナンスが定若しているが、外

壁となると未だしの! 惑がある 。外装の汚れは、ひび制れや雨漏りな

どに 比べて時間的にゆるやかで、たとえ、多少汚れたとしてもそう

気にはしないのが普通である 。 また、汚れ自体を建物の表情のーっ

として捉えるならば、汚れを敵対視する必要もなくなる。

しかし、汚れは経年の結来であり、老化 ・劣化の第一歩につなが

るということも忘れてはなるまい。建築物の美観上、汚れは大きな

問題であるーたとえ、その緯築物が普通のオフィスビルであろうと

も。 さらにホテルなどのサービス業用のものであればなおさらであ

る。加えるに、汚れが素材を傷めることも見逃してはならなし、 。 し

かしながら、外装の洗浄に関する研究あるいはそれを業務とした企

業は数少ない。

汚れには種類もあり、しみ込み深さによっては洗浄方法も呉なり、

立地条件、素材の極類もまさに千差万別である 。汚れ、劣化に強い

外装材の開発が望まれるとともに、建築物保全を目的とした洗浄剤、

技術、すべてを含めた機械化とシステム化が、いま求められている 。

洗 浄 保 全 の す う 勢

建物の維持保全の一つの柱として、洗浄保全がある 。 ここでいう

洗浄保全とは、建物の内外装の汚れ、劣化による生成物を取り除い

て美鋭を取り戻し、劣化の進行を防止するという建物各部位の感覚

機能、イ呆議機能、経済的機能を維持する行為である 。

従米から消婦という 言葉で行われている行為は、建物内外に発生

したホコリ、ゴミを取り除いて清潔感を得るという日常作業を主と

した、環境衛生に重点を置いた保全であ って、内外装の洗浄保全と

は作業内容も技術内容も大きく巽な っている 。

建物の洗浄保全についてはここ数年来、生I ! ; 物内外装の美観維持に

よる環境主主備、建物の営業的効果の追求、内外装素材の耐久性の向

上、資産価値の維持、ライフサイクルコストに関する検討等々に関

ツ ン ユ

する洗浄保全技術も逐次要求されている 。現在までの建物の維持保

全は計画的でなく 、機能、性能にトラブルを生じた、また翁: しく汚

れてしまったということで補修するといった事後保全が主体をなし

ていた。したがって怨物の診断を計画的に行い、汚れを取り除〈、

劣化防止の手を打つ、そしてトラブルの発生を未然に防ぐという予

防保全的な思想が低かったと思われる。また洗浄業界においては、

各種建築素材とその表面仕上げ、これらの劣化現象に関する知識、

洗浄剤、洗浄技術等についての知識がまだまだ不十分で示、それらの

符得に大きな努力をするべく要求されているすう勢にある 。

洗 浄 保 全 の 必 要 性

1. 汚れ現象

汚れという現象は大気中の媒座、土砂、海塩、純物性繊維、動物

性の羽毛等の j準挨、そして S02、CO、NOx 等のガス物質が挫物の

仕上表面に付治する、そして時聞の経過とともに固着して、さらに

しみ込んでいって見苦しく美観を損ねている現象である 。 また、汚

れは大気中のJ皇挨、カ' ス物質によるものであるから 、都市部と J也万 、

建物周辺の交通量の多少、海浜に近いかどうかなどの立地条件、そ

して日光照射の呉なる南面、北面とでも、汚れ劣化の進行が異なる 。

2  . 劣化現象

汚れは、Ａ盛壊がｾ表而に接触して必ちないで付いているという縫

い付着状態から始まり、次第に風雨、太陽熱の影響を受けて悶治し

ていく 。そして悶おした汚れ物質に、大気 中のガス物質がl吸収され

る 。 雨水とガス物質とによ っ て 、 回，ｻ ｦ した汚れは酸性を Ｎ ｾぴ、金 Ｑｭ

では腐食に発展する 。: : r i 材においてはその微細にしみ込んで表面層

を傷めてしまう 。通常の洗浄ではなかなか除去できないしみ込み汚

れとなって 、その価値を低下させてしまう 。汚れたまま放置するこ

とは、建物素材の劣化につながり、新築当初の意匠設計意図を大き

く後退させることになると 言っ ても過言ではない 。

建築素材例々の劣化現象について述べると 、つぎの通りである 。

. アルミニウム カーテンウオール、サ ッシと、その特性が活かさ

して、非常な関心の高まりを見せている 。ま

た、主主設省が昭和56年から取り組んでいる総

合技術開発フ・ロジェクト「建築物の耐久性向

上技術開発」において、建物外装の「劣化診

断調査指針、維持保全指針、補修指針、耐久

設計指針」等の研究報告が行われ、完成して

提出されている 。この研究報告の中において

も、外装の耐久性向上のための手段のーっと

して、洗浄が取り上げられている 。

11問染物質の付
12) アル7 イ卜表面よリ ( l E l:' い 冊 受 f 直 行 す b

(4肉食がわ也に達する 15肉食斜地守主る

一万では、ハイテク時代に入り、次つぎと

新しい建築素材が登場しており、これらに対
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図一 1 アルミニウムの点食発生過程( 軽金属製品協会の資料による )
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れて多量に使われているが、汚れの固箔したそ の位置で点状の腐食

が発生して、元の表面には回復し得ない劣化状態にな ってしまう 。

また点食に至らないでアルマイト表面l習が変槌色した、光沢の低下

した劣化状態も見られる 。

・ステンレス ステ ンレスがあ!j びにくい のは、不動態とよばれる特

殊な表面構造で保護しているからで、表面にキズがついても、空気

中の酸素の供給によ ってこ の不動態膜 ( 酸化皮膜) が形成され、耐

食性を維持する 。

ところが、表面への汚れの付飛をそのままにしておくと、ステ ン

レス の地肌に対して酸紫の供給が不十分となり、不動態朕の再生が

妨害されて、腐食が始まり、赤鉛を発生する 。 これを波置しておく

と、表面が般傷して原状回復できない劣化状態となる 。

・御影石( 花岡岩) 外装用石材として、堅牢綴密" ' ( ; . 、耐久性、強

度に優れた御ii 杉右が多〈用いられている 。この建物意匠の豪華さを

誇る石材が、光沢も色調も失われ、7 ) ( みちとそうではない所とのム

ラも含めて黒ずんでしま っている の を多〈凡かけるが、これでは縫

物とし ての価値が大き く減少していると 言える 。 また、組面仕上げ

の場合は、表面形状が凹凸のため汚れやすいが、表面光沢がないの

で洗f争しやすく、ほぽ原状回復で きる。 とこ ろが、磨き仕上げてーは、

汚れが「し み汚れ」状に進行すると、強い洗浄斉IJ で洗浄することに

なり、表面光沢を失わせる ので、表層部にしみ込んだ汚れは除去が

困難となる 。 したがって早めの手入れが必要である 。

( 1 ) 石材表面にじん峻 (2) じん壊が水に浴けて (3) 表面，号れは除去.

が付着する 入リ込む 入リ込んだしみは桟る

3 分、ガス物質を' ! &

じん撲の付着 温.'l!¥ ¥ 

J  ← ¥  " じんi主 婦 のiFれは' ' ' ' 去

，... . . . . -宇1"' -ーヲ ー・・，.......-・的“......，. ・ー・・ r 一一....， ... ι ー『

I  /  ，，- 結晶問の除問1 / 、j ¥ 一 l 、¥¥1 

ｾ＠ γ  ｾγ ヮ ［ｴｦｦｆ そｃＧＺＧｦ ｬｚ 入、勺み込んだ
ま; むとと rｾ＠ 、 l}'....，.，lf! 凡 、 ¥ * 臨 ん 域

結晶問の除聞か ( しみとして変色

。水のむととなる して扱る)

( 左図を拡大)

図 2 御影石のしみ状汚れの過程

・大理石( マーブル) 大理石は縞目模様、色司，ｾにより多様な外観

がfぜられ、磨くことによ って美しい光沢を出すので、多量に使用さ

れているが、間交に弱〈、風化し秘色しやすいので、外部での使用は

避けるべきである 。 しみ込んだ汚れは、しみ抜き工法でほとんど原

状回復できるが、汚れのl皮置による光沢低下は回復させられない。

・ タイル 陶磁器質タイルは薄〈峰iit で、耐久性に日み、美しいさ

まざまな色調、模様、化粧パ ターンも得られ、汚れも付きにくいの

で、建物内外装に多く用いられている 。一般に吸水率の低いものが

外装に使用されるが、汚れも吸水率の低いも のほど付ー治、国5Fi が少

なく、良い洗浄効果が得られる 。せ っき質タイルのように吸水率が

高いものは、しみ込んだ汚れの除去が困世f I である 。無理な万法で表

面を JJH拐させては、洗浄とは 言 えない 。汚れが除去できないで美観

価値を低下させている状況が、劣化と見られる 。

3  . 洗浄の必要性

建物は竣工時を頂点として次第に汚れを噌し、劣化現象が始ま っ

ていくものであるが、ビルオーナーはもちろん、その中てい働き、生

活する者にと っても、竣工当 H寺の真新しい状態であ って欲しいと願

うも のである 。

汚れを全 〈放置してお くと、美醜だけ の問題だけでな く、不快感、

不衛生の段階を越えて、建物に期待する諸性能は鈍化し、前述の ご

とき老化、劣化現象が促進されて、建物としての価値の低下を早め

てしまうことには疑う余地はない。 したがって建物の汚れを除去す

ることは、単に建物内外の環境を美しくするだけでなく、劣化を 11食

い止め てその耐用年限の延長のための重要な処置であると 言える 。
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ここで、建物洗浄の必要性をまとめると、つぎのごとくなる 。

(1) 建物外部の感党機能 ( 美観) 、美的価値を向上させる 。一一

これによ って都市環境の改善、箆備に貢献する 。

(2) 内部においては居住環境、衛生的環境を維持向上させる 。

一一内部での労働意欲、作業能率の向上にもなる 。

(3) 商業ビルにおいては、営業的効果を大きく上げる 。

(4) 汚れの除去により、建物の劣化を設小限に抑え、資産価値を

維持し、耐用年数を延ばす。汚れは除去してもそのあとからつぎの

付活、堆械が始まるので、以上のごとき必要性に対応するためには、

繰り返し洗浄保全するという、ライフサイクルコストのような経済

性の検討も含めて、定期的な維持保全計画の設定が必要であり、、

の計画は竣工l時を出発点として計画化されることが要望される 。

建 物 洗 浄 に お け る 主 な 課 題

建物の洗浄における現況から、つぎの課題があげられる 。

(1)  建物内外装材料とその表面仕上げに関する化学的物理的な諸

性質を、汚れ、経年劣化といっ面から知らなければならない。アル

ミニウムとアルマイト ( 1湯極酸化皮膜) はアルカリ( pH 8 .5 以上)

に弱くそ の接触で溶解していくとか、大理石は酸に弱〈酸性の雰囲

気 ( 大気 ) において劣化が促進されるとか、相当な広範囲にわた っ

ての知識を習得していかなければならない。

洗浄の原則は、被洗浄物を J負傷させないで、付務固着した汚れを

除去することに あ り、洗浄剤と の関述においてノウハウの確立が要

求される 。 またそれぞれの材料、表面仕上げに対する経年劣化現象

を判断できる能力も要求されるわけで、これがなければ診断もでき

ないし、洗浄万法の選定もできない。これらに関しては内外装材料

メーカーとの協力、技術的な交流を深めていくことが望まれる 。

(2) 汚れの内容と、どのような汚れ方をしているかという判断能

力が要求される 。汚れ、劣化という現象は実験室的に短時間で出現

させることは困難であるので、現存建物の洗浄の笑際作業での検討、

絶えず追求心を持 って洗浄の経験を積み重ねる努力 、が肝要となる 。

(3) 洗浄斉IJ は洗浄の決め手である 。市販されている洗浄剤は多目

的用とか、画一的なも のが多く、各種素材、種々の汚れに対する適

性とい う而から見て未だしの感がある 。

洗浄剤には浴剤型、般性型、アルカリ型、中性型、複合型がある

が、建物の洗浄においては、仕上素材を損傷させないこと、汚れの

内容、質に対応していること、そして作業性のよいものという 3 点

を考慮した洗浄剤が必要となる 。この 3 要点から言って、洗浄剤は

仕上材料別、汚れ内容別とい った目的別彼合洗剤となる 。

また、洗浄後の美観維持、そして劣化防止のための洗浄面への保

設処置、金属仕上材料では |坊食処置が必要で‘ある 。 この保護| 坊食斉IJ

は、汚れを呼び首Ifr いもの、付き難いもの、日光による劣化が遅いも

の、劣化によ って白化、変色などしないも の、作業性のよいものな

どが、もち ろん仕上材料別に要求される 。

以上のごとき状況からい って、建物洗浄に対する洗浄剤、保護防

食斉IJ の活発な研究開発が要請されている 。

(4) 建物の洗浄作業は入手による作業がほとんどであるが、これ

らの機械化、自動化を計って、夜間作業を極力減少させ、そして作

業能率の向上、作業環境の改善を推進していかなければならない 。

自動洗浄機を備えた高層ビルも見られるが、これはガラスクリーニ

ングが目的で、さまざまな意匠の外装には適用されていなし、 。でき

るところから機械化、自動化を進め、労働集約型の洗浄作業を、少

しでも知識集約型に移行させていかなければならない。

( いど しょうぞう 株式会社キ プロン代表取締役)



各 論2.外装材のリフレ ッシュ技術図一 新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術一

陶 磁 器 タ イ ル と 吹 付 仕 上 げ 聞 の 更 新

横 川 貞 一

A  陶 磁 器 タ イ ル 仕 上 げ か ら 吹 付 仕 上 げ に

陶 磁 器 タ イ ル 仕 上 げ の 改 装 工 法 と 言 え ば 、 陶 磁 器 タ イ ル の 全 面 徹

去 と い う こ と し か 考 え ら れ な か っ た 。 し か し な が ら 現 在 、 各 種 の 目

的 で 使 用 中 の 建 物 の 改 装 と い う 状 況 下 で は 、騒 音 、 振 動 、 養 生 等 の

問 題 で 全 面 撤 去 で き な い 建 物 が 多 〈 、 工 事 途 中 で 中 止 を 余 儀 な く さ

せ ら れ る 場 合 も し ば し ば で あ っ た 。 " 騒音をできるだけたてること

なく" ホ周囲を汚さずかっ多量の廃棄物を発生させることなく。前ス

ピ ー デ ィ - " な 改 装 工 法 の 必 要 性 が 要 望 さ れ る の は 当 然 でhあろう。

ち な み に 、 陶 磁 器 タ イ ル の 化 粧 直 し の 主 要 因 は 、 表 ー 1 の 通 り で

施工前 。 施工前

施工後

図 - 1 改装工程

図 - 2 工程モデル 図 - 3 カチオンタイト中における挙動

ある 。 本 工 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 一 1 に 示 す。 また 、工 程 モ デ ル

を示すと、 図 - 2 の通りである。

上 記 工 法 の 最 大 の ポ イ ン ト は 、 接 着 し づ ら い と 言 わ れ て い る 陶 磁

器 タ イ ル 表 面 に 強 力 に 接 着 す る 、 カ チ オ ン タ イ ト に あ る 。 カ チ オ ン

タ イ ト と は 、 カ チ オ ン 性 S B R ラテ ッ クスを硬化 液 に し て 、 特 殊 配

合セメント系ノマウダーを主剤にしたものである。( 図 - 3 、 表 ー 2 )  

改 装 工 事 に お い て は 、 細 自 の デ ー タ だ け で は お さ ま ら な い 点 が 生

じてくる 。 そ れ ら を 克 服 す る た め に は 、 実 績 に 裏 づ け ら れ た ノ ウ ハ

ウ と 、 完 全 な る 工 事 管 理 が 必 要 で あ る と い う こ とを追記したい。

施 工 実*";1を表 - 3 に紹介する。

表 - 1 化粧直しの主要因

l  亀裂が生じ漏水している 。

2  陶磁器タイ J レの剥l泌が生じている 。

3  流行遅れを感じられる 。

4  . 陶磁骨量タイ J レの災前が凍結で欠けた。

5. 洗浄による化粧直しが不可能になった。

表 - 2 カチオンタイトの接着性能
注)

区 分 被
dv， f  

体 引5長(俊kg治/c強m')度

コンクリート ・モ/ レタル 17. 2 

大 理 石 18. 3 

ｾｾ監材料 ・ 石材 ガ ラ ス 十反 23. 1  

陶磁器タイ J レ( 締罰h面) 20 .0  

プロ ッ ク 10. 8 

磨 き 鋼 板 21. 6 

金 以 材 料 ｾｅ 鉛鋼板 15. 7 

アルミニウムt反 0.2  

アクリ J レエナメ J レi'i'I.{J i 絞Jr 1 鋭機仕上げ 10 .3  

ウレタンエナメ J レ段布tSUo除機仕上げ 11 .0  

エポキシ樹mH者，{fi 鋼板 22 .0  

プラスチ ック ・

l i R! 質暗証化ピニ J レシート 19. 6 

ゴム材料

塩ピ系 ｾＩｪ 水シート 11. 9  

合成ゴム系防水シート 6. 1 

タールウレタンt f f 1JJ 旨 4. 7 

カーボンウレタン b¥tm'i 9.0  

ポリエステル系プリント合板 1.3 

木 H  ベニヤ合板 9.1 

表 - 3 実績表

日l;tt; 物 件 名 旧 下 地 新 仕 上 総主、設針、5 em

縮問 玉 屋 デ ノマ ー ト 磁骨lf ? イ J レ l次 付 タ イ J レ絵 尾 主 主 設

* 京 | 湖町 m信 電 話 局 般 総 タ イ J レ 吹 付 タ イ Jレf日1I 本25 f公E 伝社

1主滅 東北工業大学体育館 .1主 総 タ イ J レ d単位吹イ寸タイ Jレ共 立 ill 設

私i ぬ l郡山 m報 電 話 局 舷 総 タ イ J レ I次 {τf タ イ ル f日E 本21 2 f公E 社lJ 

大阪 大 阪 国 際 ホ テ ル

磁 器 タ イ l レ 吹{ 寸タイ l レ

国 際 ホ テ J レ

アクリ J レリシン 1;ljl 性吹付タイ l レ

奈 良 大和町悶 m報 電 話 局 磁 日 告 タ イ ル アクリルリシン 村 本 主 l ! 設

宮城 宮 城 県 議 只 宿 舎 磁 総 タ イ ノ レ 5単位吹イナタイ Jレ圧E 助主l ! 設

東京 江 戸 川 合 同 庁 舎

般社: f ? イ J レ

カチオンタイル 高11 財 務 局

セメントリシン

大阪 千代田火災淀屋僑ビル 磁 総 タ イ J レ吹 付 タ イ ル 大 成 i l ! 設

岡山 N  H  K  岡 山 磁 総 タ イ l レ吹イナタイ l レ大 成 建 設

福岡 若怯警察ｾ
磁苦手タイ J レ

f単位吹付タイ l レ福 岡 県 警

リ シ ン

大阪 払i 山主l ! 設ピ J レ磁日告タイ J レ 5-
l
tl性吹付タイ l レ福 山 主 主 設

大分 大 分 県 い こ い の 村

日欠付タイ J レ

カチオンタイ l レ応用促進卒業団

磁 : ?i f. タイ J レ

ほか大小 Ｕ ∞件以上の ｾｕｬ あり Ｎ
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B  脆 弱 吹 付 仕 上 げ か ら 陶 磁 器 タ イ ル 仕 上 げ に

こ の 工 法 は 、 脆 弱 化 下 地 を 撤 去 せ ず に タ イ ル 張 り を 行 う 工 法 で あ

り、最大のポイントは、 ｊｬｦｾｾｾ 化下地の強化にある 。つま り、下地強

化 後の 下地 強度 が 、 陶 磁 総 タ イ ル 恨 り に 要 求 さ れ る 下 地 強 度 を 上回

る か ど う か と い う こ と で あ ろ う 。 た だ 、 ど の よ う な 下 地 で も 、 こ の

工 法 が 適 用 で き る わ け で は な い ( 表 - 4  )。

工 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 - 4 に 示 す 。 ま た 、 極 々 の 笑 験 デ ー タ

は表 - 5 のような結果である。

ち な み に 、 外 装 仕 上 げ の 耐 久 性 向 上 技 術 ( 建 設 大 臣 官 房 技 術 調 査

室 監 修 ) に よ る と 、 下 地 は4kg/cm ' 以上必要となっている。以上のよ

施工前

表 - 4 適用下地の種類

無機系リシン ・無機系l刷、「タイ J レ

打抜しコンクリート ・無機系仕上材

アクリ J レ系l界十l タイ l レ・エポキシ系l次付タイ J レ

全

」ーーーー_ J L ーーーー」

エポキシj!j)l!i";i 入 "  い 下地3量化および「下地鼠燈

クラｾＺＷ ｕ カントシー ｬ レ

図 - 4 脆弱化層強化工法によるタイル張り改装のフローチャート

表 - 5  下地強化実験データ

下地処理 下I也淵箆滞在住モルタル|ド千付仰=干f(作必制kgν/5強虫《ぽ耳) 破 域 状 況

普通モ J レタル( 1・ 2) 7 .3  

E V A ラテ y クス ilt
イ.bi'iJi'l i虫剤とモル タl レ界面

入モ J レタル( 1 :  2 )  

7. 4 

(イ寸ラ才テEftVッi'I強Aクス斉l)l  - イ.)";，{1.1:i'11虫剤とモ J レタル界面6 5 %

rIi 版 H  ロ11 N  11. 7  

• i草食りモ l レタ J レ層3 5 %

市 版 t口' "  s  11. 4 

市 販
1門' "  

。
9. 6 

I専塗りモ/ レタ J レ層

有機系( T ) 市 版 un u  M 7. 0 

既存セメントリシン j弱

無機系 ( F ) 市 版
E回" '  

F  6. 9 

況透プライ? ー カ チ オ ン タ イ ト 19. 3 カチオンタイト Ji'i

64 

。

う な テ ー タ か ら し て 、 こ の 工 法 の 有 意 性 は 明 ら か で あ ろ う 。 こ の 工

法 の 工 程 モ デ ル を 示 す と 図 - 5 のようになる。

以 上 、 簡 単 に 脆 弱 化 下 地 に 陶 磁 器 タ イ ル を 張 る 工 法 を 紹 介 し て き

た が 、 当 然 、改 装 工 法 の 決 定 に は 十 分 な 事 前 調 査 と パ ッ ク デ ー タ ー

が 必 要 な の は 言 う ま で も な い 。 ま た 紙 面 の 都 合上 、 躯 体 保 全 ( 下地

モ ル タ ル の 浮 き 、 ク ラ ック ・爆 裂etc) の 仕 様 は 多 少 し か ふ れ な か っ

た が 、 こ れ に つ い て も 本 工 法 に 最 適 な 工 法 が あ る こ と を 付 記 し て お

きたい。

最 後 に 、 本 工 法 の 施 工 実 績 の 一 部 を 表 - 6 に 紹 介 す る 。 と く に 病

院 、 事 務 所 等 、 現 在 、 人 が 活 動 し て お り 、 騒 音 が た て ら れ な い 建 物

に当社の工法がよく適用される。

施工後

D  
。

下地3針七

旧下地

( 注入・表面強火)

附ト接着

下地i煙査

図- 5 工程モデル

表 - 6 実績表

リ'，(. r， 物j ('1'  r， 111 下 地 新 仕 上

I荷玉 池 袋 jiij 院 1
1
.収 H タイ J レ 般協タイ J レ

東京 * 京 大 中 里II と手音11 セメントリ y ン 磁総タイ J レ

京都 新 日 本 狸 化 セメントリシン 舷器タイ lレ

岡山 岡 山 市 民 病 院 6並 総 タ イ J レ 磁器tタイル

京都 新 河 端 病 院 11)( H  ? イ lレ 磁tt タイル

兵川i 神戸 Jm占川総合庁令 セメントリ y ン 依然タイル

私1岡 凶 鉄 久 官1 米 駅 磁 持 タ イ J レ 磁器タイ lレ

千葉 旭 中 央 病 院 アクリ J レタイル 磁器タイル

山形 N T T i 阿国屯報電話局 E盤苦: ; ? イ J レ 舷器タイ J レ

石川 金 沢 郵 便 貯 金 会 館 コンクリート 般昔*タイ J レ

東 京 高 給 消 防 署 lL f・1 5 ィニ 磁r. : ; ?イ J レ

タイ ｉｾ 長 ｦ 土上げ

地主、設計、元 ii/j

浅 m 組

松 井 建 設

鹿 & . ¥ 建 設

岡山市( 大林組)

h'l 水 建 設

兵Rll t17 1i ・l邑I 乞記 L官IAli 

r.1I 組

胞 市 役 所

池 田 建 設

i市 水 建 設

間1 組

ほか全国 100件以上の笑納あり.

( よこがわ きだいち ヤプ貯、産業綜式会社大阪支J苫技術部)



各 論 2.外装 材 の リフレッシュ技術図一新規仕 上 材 に 更 新 す る 技 術 一

アルミパネルへ更新

福 田 昌 巧

近年、挫築業界はもとより建築専門誌の多くが、建物の改修およ

び再生 ・活性化に意を注いでおり、大手控設会社にあっては、その

ほとんどが改修専門の音11暑を設け、向社の地工した建物はおろか、

他社地工物件までも改修の対象として取り組んで‘ いる。また専門誌

聞でも毎回どこかの誌で改修特集が企阿されており、まさに改修オ

ンパレードの係相を呈している 。ことほどかように改修が注目され

ている理由は一体何なのか。

本来、 ill 物は精進上から言っても 50年や 100 - 年あるいはそれ以上

の寿命はあるはずとされているが、最近の余りにもテンポの早い技

術1ft 新や、情報社会のニーズの多機化は、従来の概念、や尺 J.!f を通用

させなくしており、袋物を機能的にも、感覚的にもどんどん陳腐化

し、不適合化してきていることにあると思われる。そして単なる改

修の枠から ＱＱｾ ぴ出し、建物全体の抜本的な大改造を余儀なくさせて

いる。また最近の地価の高騰が一層の誘発要因となって、より高密

度の利用に向けて、スクラップアンドビルドにも拍車をかけている

のが現状である。

しかしここでは、躯体構造の一部にまで及ぶ大改造ではなく、さ

りとて日常的な維持修繕のレベルに留まらない、外壁の全面的な改

装修理に焦点を当てて考えてみたい。

建築後 ＲＰ ｾ ＳＰ 年の建物の現状

最近は外装材も随分と多様化してきており、金属系、窯材系、石、

- - - - _-晶

r- -

改修前企
改修後V

改装の理由

ガラスなどと千差万別で、しかもそれぞれに表面仕上げ工程でさま

ざまな新機軸が打ち出されている。

一万、建築後20- 30年経過した泌物はどうであろうか。圧倒的に

タイル仕上げが多いことに気づく。しかしタイルは、①地工技術上

の問題、②メンテナンスの不備、③過酷な気象条件、④I也浪等によ

り、経年後朱I j j必やひび;'IIJ れによる i騎水の問題を生じ、建物色: 理者や

施工業者を最も悩まさせることの一つになっている。また外観の意

匠商も、近隣に新しく建つビルとの対比で、時代感覚的に大きなギ

ャップを生じ、建物のイメージチェンジを図ろうとするニーズが顕

者になってきている。一方、同の政策面でも、タイル等の滋下防止

対策工事には、税制面での優遇措置が取られており、これらのこと

が、近時改修問題に強〈関心を持たれることになった所以ではなか

ろうか。

そこで、このような改修ニーズに応えて、神鋼アルフレッシュ( 仰

が行っているカバー工法による外壁改装工法について、若干述べて

みたいと思う。

改 装 工 事 に お け る 施 工 上 の 問 題 点

改装工事で一番問題なのは、その対象物件が供用中のill 物である

ため、多数の人々が当該，建物内で執務中であること、また最近では

コンビュータ一等デリケートな屯チ機器が多数作動中であることな

ど機能中の建物であることである。そのため、これらの機能を阻害

所 在 地 東 京 都 中 央 区 京 僑 1 - 6  - 20 

ill 物構造 S R C造、 8 階ill

立ま工年昭和28年

設 計側松田、平田、坂本設 ｾＱＮＧ ｊ ｾｦｨｬｩｦｲ

，e  ，ll I附竹中工務庖

改装而付I アルミパネノレ3，OOOm'

改装工J t l J 昭和59年 2 月- 4 月

改装前

外堕は 2 丁働けタイ J レ貼 1) 、関口書11はスチー

J レ製上げ下げ窓。

改装後

外装はアルミパネル2.5mo(  111解" v' f 色、ステン

レスカラー) 関口部はアルミ自由片引きほめ

殺し防音サッシ、( アンパ一色) .

V 施工前

築後31年を経過し、タイルの浮き刺l離が発生し、またス

チー J レサ y シのIl iG食がはなはだしく、雨水の渋入があり、

危険防止と機能回復のため。

東京・永田町ピルの外壁改装

改装後の効果

幹線道路に面しており、日i ) j 古切JよI i : の向上と冷眼J i J の省エ

ネ効よ. J ! : も高まり居住性が改普された。外壁タイ J レの落下

の危険性もなくなり、 ill 物全体も美しくイメージチェン

ジされた。

大正海上京橋ビルの外壁改装

建築と社会/ 1抑 制 月 号 65 



することなく、迅速に工事を行うことが強〈望まれる。すなわち、

①騒音や粉塵を出さない、②振動を極力押さえる、③屯波障害を防

ぐ、④現場施工期間を短くするなどの配慮、が十分になされる工法で

あることが、大きな条{ 牛となってきている。

カ バ ー 工 法 に よ る 外 壁 改 装 方 法

建物の外壁改装方法には、その目的、予算、状況等により種々方

法があるが、先に施工上の問題点でも述べたように、供用中の建物

であることを考えたとき、当社が行っている「アルミノ f ネルカバー

工法」は望ましい工法の一つではないかと思われる 。

カバー工法の概要

@ 建 物 外 壁 廻 り

の綿密な笑側

@ 笑 似IJ に基づく

施工図および工作

図の作成

。パネルおよび

下地スチール類の

工場製作

@  足場仮設後、

タイルの上から盟

込アンカーボルト

で直接支持金物を

取り付け ( 図ー 1

参照)

@ 下 地 ス チ ー ル

およびノ マネルの取

りイ寸け

θ  パネル目地の

コーキング

① クリーニング

後、足場解体

( 所用工事J t j JfMJ は
断面図

おおむね90日)

カバー工法の長所

@  既設タイルや躯体を研らない

・建物に必要以上のJ J l 傷を与えない

・騒音や粉塵を出さないし、また残土処理も不要

• t辰動も少ない

@  工場加工に重点を置くため、現場施工期! 聞が短い

の アルミを使用することによるメリ ッ ト

・素材が軽いため、躯体何重が小さくてすむ

. 錆びにくい

・電解発色や塗装ができ、カラーコーディネイトが容易

. 表面の鋭機付けや形状の加工が比較的自由にできる

・軽いため、現場における作業性が良い

この工法には、単位価絡が比較的向くつくなどのデメリ ッ トもな

いではないが、しかしデメリ ッ 卜を補って余りある長所があるため、

われわれは施主にこの工法の採用を強〈推挙している次第である 。

技 術 面 か ら 見 た カ バ ー 工 法

(1) カパリングした後の既設タイルの状況 タイル剥離の原因は極

々考えられるが、最も大きな原因の一つは雨水浸入による、内部か

らの抑し出しであろう 。その意味では、カパリングによる外部との
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遮断は、争l離の進行防止に大きく寄与するものと考えられるし、仮

に何らかの原因て明U1客したとしても、パネルに包み込まれているた

め、外部への落下による事故は防ぐことができる 。

(2) パネルを支持するファスナーの信頼性 ノマネルの支持金具は、

躯休への埋込ボルトで完全に固定されていなければならないが、そ

の信頼性は、ボルトの引張強度や努断荷重いかんによる 。当社では、

施工前およひ功宙工中に適宜引張試験を行い、ボルトが躯体部に所定

の強度を得るまで埋め込まれたことを確認して、施工している 。

(3) アルミパネルと下地スチール聞の電食防止対策 下地スチール

は亜鉛メ ッキを標準仕様とし、パネルの取り付けにはステンレスビ

スを用いることにより、定食防止を図っている 。

(4) 電波障害や火災事故防止 下地スチールの接合は、ボルトナッ

トおよびスプリングワ ッシャにて固定するものとし、電気溶接は原

則として使用しない。

(5) パネルの強度および平坦度の確保 パネルはアルミ板2. 5t を使

用し、原板出荷段階における徹底した品質管理のもとに、アルミ板

自身の持つ強度および平坦度を生かし、コストア ップに繋がる余分

な裏板補強は、原則として行わない。

(6) パネルの結露防止 パネルは既設の外壁タイルの上から取り付

けられているため、サ ッシやガラスの場合と較べると、内外の温度

差は比較的小さいと考えられる 。 しかし一応の結露対策と防音効果

を兼ねて、パネルの裏面にヒル石系の断熱材を 5 mm吹き付けている。

なお、立地状況等により必要あるときは、岩品 ｲｬｾ その他の材料を裏打

ちすることカぜていきる 。

(7) ノマネルの白地シーリング コーキング剤の耐候性や信狐性の問

題から、最近はオープンジョイント工法の採用が多いが、加工難度

や施工上の問題およびコスト面から考えると、改修工事ではコーキ

ング斉IJ による目地シーリングがやはり妥当ではないかと思われる 。

ただ将米における界面最IJ 離や亀裂を考えたとき、その対策として、

コーキング斉IJ による二重シーリングを施すのも一つの方法でないか

と思われる 。

(8) 道路境界の問題点 新設ノ マネルの外側面は、下地取りイ寸けのた

めのクリアランスおよび建物の倒れなどを吸収すべ〈、既設タイル

而より約 100 mm外へ漉り出して取り付けられることになる 。 しかし

雄物と境界線の状況いかんによ っては、下地金物の断面形状を変更

することにより、限られた範囲値に押さえる方法を取ることも可能

て柿ある 。

ア ル ミ パ ネ ル の メ ン テ ナ ン ス

比較的錆びにくいと言われるアルミでも、やはり日下今の自動卓排

気 Ifスや工場排出物による空気中の絞令R変化物で、表面が徐々に蝕

まれてゆく事実は否めない 。 しかしこれらもこまめなクリーニンクー

によってその進行を防止することはできる 。当初の美しさをいつま

でも維持していくためにも、年に 1 - 2 度のクリーニングを望みた

し、。

おわりに

旧い主主物に新しい息吹を与え、タイル沼下による災害事故を未然

に ｾＩｪ ぎ、ひいては社会資本の回復と再生に貢献することの一翼を担

っているわれわれは、今後ともこれらの改修工事に兵妙に取り組ん

で・いきたいと，思っている。

鰍わくば、税制上の優遇をも っと大幅に高め、建物所有者の改修

意欲を一層増大せしめるような施策を打ち出されんことを望みたい 。

( ふ くだ まさよし 神鋼ア ル7 レ ' 1 : / ュ株式会社外装部長 )



各 論 2 ・外装 材 の リ フ レ ッ シ ュ 技 体 問 一 新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術 一

モルタルを使わないタイル張り完全乾式工法で更新

梁 達 成

建築における「外壁」は、構造躯体を兼ねることもあるが、雨風

や日射等の自然環境から内音1)空間を守ることを主目的としており、

そしてその敢初の通過点が仕上材である 。たとえると、人聞が身体

を衣服によ って環境から守るょっに、外装材は、建物にと ってはそ

の皮膜となって内部を保護する役目を持つ。

外装仕上材は材質により、無機系 ( セメント系、粘土焼成系、石

系etc ) 、有機系 ( 合成樹脂系、木系 etc ) 、金属系、そしてそれらの

複合材と分類できるが、以下に紹介する 「セラミ ック ・サイデイン

グ工法」は、無機系粘土焼成品であるタイルと、金属系であるアル

ミ形材との核合材に位誼づけられる 。一般の l次付材等に比べると、

粘土焼成品であるタイルは耐候性に優れ、また長い年月を経ても l'i

の変化がきわめて少ない、耐久性の高い材質であることはよく知ら

れている 。 また、アルミ形材も高い耐久性をや1" えている 。

さて、外壁に使用される「仕上材J に要求される性能には、①剥

離・落下に対する安全性、 ②構造躯体の保護性能が挙げられるが、

タイル張り工法では、この要求にどのように応えているだろうか。

以下に概観していきたい。

タ イ ル 張 り の 現 況

現在、タイル手ij 長り工法は、圧倒的に在来の湿式工法で施工され

ており、圧渚工法、密着工法( ヴィプラート工法) 、改良圧着工法等

が主流にな っている ( 図ー 1 ) 。しかしいずれの工法も、タイルをモ

ルタルによ って躯体に接着しているため、モルタルに関連する諮問

題の発生する可能性がある 。たとえば目地モルタルのクラ ック、寒

冷地でのモルタルの凍害、冬期施工のための傾化不良、あるいは調

合不良、オープンタイム等による剥離問題、そしてセメントのアク

である自警 ( エフロレ ッセンス ) による外壁の汚煩等である 。

また、在米温式工法における施工は、職人の高度な技術を必要と

する専門職種である 。 ところが昨今職人不足が著しくな っており、

職人の質の低下が問題にな っている 。そして職人への工日- は質の良

い仕事をしたことに対してよりも、多くの仕事を終えたことに対す

る評価で支払われるのが現状のようである 。 したが って手をのばす

( 同時間iでより大きな面積を総工する ) ことばかり注目され、その

ために丁寧な施工がされないこともあり、あるいはきめの細かい仕

事をする職人が減ってきているため、今後ますます剥離 ・落下問題

は顕著にな ってくると考えられる 。そして、このために、材質的に

耐候性 ・耐久性のきわめて高いタイルは、その性能の発揮できる長

い年月を待たずに、剥離等によ って、役目を終えるのである 。

タ イ ル 張 り 乾 式 工 法 の 登 場

最近はニーズが高級化 ・多様化しており、木造や鉄骨造のような

柔構造にも質量感溢れるタイルを張ることへの要望が地えている 。

しかし柔構造に厚手のタイルを暖ることは、剥落に対して不安が残

るということが、一般的に 言われる 。

このような状況から、タイルをモルタルによる接着力を期待せず

に取り付ける、乾式工法が登場してきた 。そのなかで笑紛のあるの

は、アルセラ ・サ イデイング ( 国代耐火工業所、北海道ノーザイ工

業) 、ハンギング ( 1 N  A  X ) 、テラサイディング ( A B  C 閥会) な

どであるが、そのほかにも最近新しい乾式工法が増えてきている 。

工法・用途等はそれぞれに特色があり、良否は問えないが、注目す

べき点は、そのほとんどの工法は 、ツーパイフォ一等の木造住宅を

ターゲ γ トにしていることである 。そのなかで、ビルの改装工事へ

の乾式タイル張り工法の開発が急速に注目されてきた。

ビルのリフレッシュにモルタルを使わずタイル張りを

戦後、所狭しと建てられてきた R C建築物は、老朽化が目立って

庄司E張 り 工 法
密着張り工法 改 良 圧 着 張 り 工 法

L _ J μ  

15- 20 5- 8  

下地モルタル張り付け

モルタル

/  

。

L _ J  
μ  

15- 20 張5リ-付8  

下地モルタル け

モパグル

図 - 1 在来のi J.式 タ イ ル 張 り 工 法

畑 区 具
， 

L ー」
μ  μ  

下地1モ5 -ル20タル モ張4JりL~タ付6ルけ 3- 4 
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写真一 1 既存の外壁からアンカー、 7 7スナーにτ縦胴縁を取り付ける 写真一 2 アルミ形材を縦胴縁にピス止めする 写真一3 特殊形状のタイルを録め込む

写真一4 セ ラ ミ ッ ク ・ サ イ テ 。 イ ン グ 工 法 に よ る 改 修

からぶきにて仕上げて施工終了

写真一 5 改装前 写真- 6 改装後

きており、多くのビルで、修給 ・改修についての問題が持ち上がって

いる 。 もちろん躯体自身の耐久診断が最重要課題となるが、たとえ

ばタイル張りの建物の場合、剥離・落下によ って、通行人や器機等

に思わぬ損傷を与える恐れのあるものも現れてきている 。 また、汚

れによ って著しく外観を扱ね、外装のリフレ ッシュが必要なものも

培えている 。

外装の部分的な浮きや制再{ t 等はエポキシ注入等の方法で修繕して

いることもあるが、外装全体の改修という大規模なものになると、

タイル商への吹付材仕上げや、湿式工法によるタイルの張り替え、

そしてコート壁によ って既存の外壁を緩うなどが考えられる 。

このコート壁のあっかいで改修できるタイル娘り完全乾式工法「セ

ラミ ック ・サイディング工法」が、日本軽金属と国代耐火工業所の

協力で開発された 。コート壁の材質については、アルミ板、カラー

鉄板、耐候性鋼、拘l 出成形セメ ン ト板等があるが、セラミ ック ・サ

イデイング工法ではアルミ形材がコート壁となり、そこにタイルが

しっかりと恢め込まれているものである 。

既存の外壁からアンカーとファスナ一等の調整金物で縦胴縁を受

68 

け、そこにアルミ形材をビス止めしていく 。このアルミ形材に特殊

形状のタイルを、ステンレスクリ ップを用いてタイル上部を留めて

地工は終了する ( 写真一 1 ｾ Ｖ Ｉ 。 したが っ て切り粉や現場粉塵等に

よる汚れ以外で、タイル商を汚す心配がない 。 この工法は、モルタ

ノレを一切使用しない完全乾式工法であるため、モルタルの抱える諸

問題が解決されている。また、簡易な施工であるため、施工期間は

短くなり、専門のタイル職人てなくても美しい絡工が期待できるな

どの長所も備えている 。

展望

タイル張りの乾式工法の市場は、住宅 ・ビルなどの新築 ・改装へ

と広がっている 。その要求は高級化 ・多様化しており、今後も新工

法はますます種類を増やしていくものと思われる 。そして職人不足

やモルタルの弊害が顕著になるにつれ、より良い工法が発達してく

るに違いない。

( りょう たつなり 株式会社国代耐火工業所営業開発室企掴謀)

• I  



各 論 2 ・ 外装 材 の リ フ レ ッシ ュ技 術 四一 新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術一

G R Cに よ る 外 壁 の 改 修

白 井 孝 明

GRC ( Glass fibr e  Reinforced  Cement) は、セメントと耐アノレ

カリガラス繊維( 日本板硝子社商品名 : セムフィル) による絞合材

料である。

昭和48年に、英国より GRC の製造技術を導入して以来、 GRC

の用途開発 ・商品開発を、広範囲にわたって進めてきたが、その中

で、 GRC の特徴を生かした用途開発の代表的なものの一つが建物

の改修である。

ここに紹介する事例は 、セムクリート( 当社 GRC 製品の商品名

総称) を使用した、東京 ・板僑区役所の外壁改修工事である。

東 京 ・ 板 橋 区 役 所 を GR C で改修

今固め外壁改修工事で設計時に要求されたｾｯ［Ｎ項は、

① タイルの模様づけができること。( 経品化のため)

② 怪量であること。

③ 曲面パネルが作れること。

④ 取り付けが容易であること。

⑤ 廉fill iでもること。

⑤ 短納J t J lであること。

などであった。

ここで、セムク リー トの一般的な特徴を述べると、つぎの通りで

ある 。

表 - 1 他材料との比較

ｾ＠ 比 重

i曲げ強度 引張強 ｉｾ 1画祭強度 弾 性 率 線 膨 張 熱伝導lf!

kg/ 岬 kg/ ぽ kg .cm/cm'  kg/ 胴 2
X  10-- 1  

k叫 Im'h"C

セ ム ク リ ー 卜

1800 0.6 

(; ダイレクトスプ 1. 9- 2. 3 250-350 l∞- 150 12- 18 8- 12 

- 25∞ - 0. 9 

レ一法)

ア ル ミ 鋳 物 2.7 1，∞o  23 133 

2∞o  7  J .22  

コ ン ク リ ー ト 2. 1-2. 4 30-ω 20- 40 

- 35∞ - 13 - 1. 33 

フレキシプノレポ

1. 9  4∞ 3- 5 2，∞o  0.25 

ード

大 平 板 1. 7  220 2- 2. 5 1，ωo 0.25 

軟 1'l 板 2∞ 2.4 1，3∞ 0.25 

炭 4主 鋼 7.9 4，100 21，∞o  12 

アルミニウム板 2.7 1，100 6，500 24 133 

F  R  P  1. 6  2，200 1，300 150 1，100 

@ 不燃材料である。( 通目IJ 認定 ・不燃 第 1111号、個別認定 ・不

燃( 個) 第 1297号)

⑥ 高い機械的強度をもっ。( 初期における 機械的強度が日〈、と

くに衝撃強度に優れている。 表ー 1 参照)

@  軽量化できる。( 機械的強度が高いので、肉薄で笑周に耐える

強度をもった製品ができる。通常、 コンクリー トパネルの 1 / 5 程

度の重量となる。 表 - 2 参照)

表 - 2 パネル重量表( パネル展開面積当たり)

腹 壁 郡 I 80kg/ m'  

柱 型 都 | ωk g / m'  

④ 自由なデザインの表現が可能である。( ダイレク トスプレー法

では、型枠を考慮することにより、造形性豊かな製品ができる。 図

ー 1 参照)

t> 

孟言置量昌三量孟l

、J

モルタルポンプ

図ー 1 ダイレクトスプレー法

モルタ J レとセムフィル

を専用のスプレー袋訟

でモーノレド上に同時に

スプレーする )'j 法。

以上のようなセムクリートの特徴と、先に述べた要求事項を 比べ

てみると、要求事項①、②、③は、セムクリートの特徴を生かし

て解決できるものであり、④、⑤、⑤は、 他材料 との比較において 、

同等以上の評価を得ることができた結果、採用されることとなった。

取り付け方法は、内側IJ から作業ができないため、外側からの方法

を検討した。その結果、既存4区体側にスタッドボルトを設け、パネ

ル側に貫通穴を設けて縫いつけることになった。貫通穴部分には 、

タイル模様の目 地割! を活用して座掘をほどこした。座掘は、パネル

1 枚に固定用四隅 4 ヵ所、レベル調整ジャッキ用左右 2 ヵ所の計 6

ヵ所設けた。座掘部分は、パネルを固定した後、同じタイル模様の

蓋を接着工法で被せた。Ｈ次頁の 写真 および 国一 Ｒｾ 5 参照)

これに要した施工期間は、約 6 ヵ月であった。

強築と社会1 1988年 4 f1号 69 



工事中( スタッドボルトとジャッキ受金物)

座錦部分

ｾｉ 整

改 修 前

「
r-

改 修 後

板 橋 区 役 所 庁 舎 改 修

(470) 

マ' 2.3 F  L  

ｾｉ＠ ｾｃ＠

R  

o  

山

田

h

q

図 - 2 取付断面詳細図
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板橋区役所庁舎改修工事

設 計 監 理 板 僑 区 役 所 庁 舎 越 設 部

ill 設課

Ｈ附安井主ｊｴ築設計 ＼Ｇ ｊ ｾ 務所

総 工・板僑区役所新庁舎控設

工，ｾ共同企業体

外壁改修規侠. セムクリートパネル587

枚( パネル展開面積

255001' )  
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各 論 2 ・ 外装 材 の リ フ レ ッ シ ュ 図 一 新 規 仕 上 材 に 更 新 す る 技 術 一

リフレッシュにネ吉品イ七ガラス

加 藤 秀 夫

結 晶 化 ガ ラ ス 建 材一 ーネ オ パ リ エ一 一

ネオノ マリエは昭和48年発売開始以来15年、建築外内裟のニューマ

テリアル、すなわち従来の建材にない美観、強度をも った材料とし

て、多くの建築物に使用されてきた 。ネオノ マリエは、ガラス原料を

溶融し成型されたガラスを再び加熱し、ガラス中に微細な針状結晶

を多数析出させた結品化ガラスである 。結晶化工程により、ガラス

の特性 ( 65% ) 、自然石の特性 ( 結品量3 5 %) を合わせた特性をもっ

新材料として、一つの分野を開妬している状況にある 。

発売当初は白とベージュの 2 種額であ ったが、現在は 19種類とな

り、ネオノ マリエ相互においても、金属系材料等の組み合わせにおい

ても、さまざまなカラーバリエーショ ンを企画でき、建築物壁面デ

ザインの領域を広げている 。表ー 1 にネオノ マリエのカラーバリエー

ションを示す。

表ー 1 ネオパリエのカラー" リエーション

'‘  

ホワイト (403) シルパーグレー ( 582) ライト グレー (584)

S カラーシリーズ

グレー( 586) ダークグレー(588) プラ y ク( 592)

ベージュ ( 504 ) ダー クベージュ ( 505) ブラウン(506)

破 滅

グレー(605) ピンク (615) イエロー( 625) グリーン ( 635)

P カラー シリ ーズ

ブルー(645) ダークブルー (648) ベージュ ( 653)

レy ドブラウン( 654) ブラウ ン( 655) ダークブラウ ン( 656)

議 S tJ ラー ・生J也体A' i 色によるも の

液 凝 P カラー ・ llJ i料A: I 色によ るもの

また、昭和6 0年よりネオ パ リエの普及版として、肉厚 8 mmのロー

ル成 Ｉｦ ｾ による結晶化カ 、 ラス、ネオノ ｦ リエライトを ｪ 仮売しており、結

品化ガラス建材の一翼をにな っている 。ネオノ マリエライトは主とし

て内壁材料として、按前半4にて圧泊施工されている現状であるが、

外壁へ使用すべ〈工法開発中である 。

リフレッシュにネオパリエ

最近、建築物のリフレ ッシュ需要が急激に多くな ったといわれる 。

ネオパ リエも数年前より多くの建築物のリフレ ッシュに使用されて

きた 。 とくにリフレ ッシュの主目的である、建築物のイメージア ッ

プにう ってつけの材料といえる 。その特徴としてつぎのことが挙げ

られる 。

① 材ー料のもつ白さ、明るさと輝きがリフレ ッュをより号| き立たせ

る。

② 耐候性に優れ、キズもつきにくいため、今後のメ ンテナ ンスが

楽である 。

③ 施工が簡便であり、性能上の問題がない 。

④ 重量が経< ( 50kg/ m') 、既存躯体に負担をかけない。

⑤ カラーバリエーションが盟富て¥かつサ ッシュ等の組み合わせ

が容易である 。

リフレ ッシュの例としては、っき' の場合が多い。

① 汚れたタイル貼り、塗装仕上外装のクリーンなリフレ ッシュ 。

② H行いイメージの地下街、駅、地下鉄コン コースなどの明るいリ

フレ ッシュ。

③ テツ マートの先場ーなどにおけるクリーンでゴージャスなイメージ

のリフレ ッシュ。

地下街の改装工事例を写真一 1 、 2 に示す。

写真 一 1 改装前

写真 一 2 改装後

也築と社会/ 1988年 4 月号 71  



ネオ. 1 ' ¥リエのリフレッシュ工法

ネオパリエのリフレッシュ工法は、税、準施工法であるステンレス

ファスナーによる乾式工法にて行う。

ネオノ f リエによるリフレッシュは、一般に既存のサッシュを残し、

外装材、たとえばタイル貼りの上より施工し、タイルをカバーする

方法が通常である。既存のタイルを全菌研りとるとなると、綴音、

粉じん、残材の処理で二次公害を引きおこす可能性がある。よって

工法としては、つぎの二通りにて行う場合が多い。

。足長の後地工メカニカルアンカーを用い、躯体コンクリートに

定着させ、タイル面にステンレスファスナーを取りつける 。( 図ー 1 )  

対リ

十刊

矧

ダポ穴5州

( I Jポキシ1 蜘 即 揖 )

R占リしろ

制

可

十

封

困

図ー 1

・注意事項 - 1 Ｉタイル貼りの場合、 ｉ ｽ 区体までのｉＡ ｾￎ りしろをチェ ッ

クし、アンカ一寸法を安全側に決定する 。

・注意事項ー 2 ) 引き抜き試験を各面行い、安全性を確認する。

@  既存仕上村の上に、鉄骨下地を施工する 。 ステンレスファスナ

ーは鉄骨とボルト締めする。( 写真一 3 )  

写真一 3

・注意事項 - 1 ) 鉄骨下地は 、躯体に雌実にアンカーされたアング

ルピースにより固定する 。

・注 意 事 項 - 2) 鉄骨は亜鉛メ ッキ等防銘を地し、ネオパリエ施工

の適切な位置に流す。

結 び

幸吉 l hll 化 カ' ラス建材、ネオノ f リエは工業製 1RI であり、建築物のニー

ズに合わせた材料を生み出していくことが可能である 。 リフレ ッシ

ュ工事をはじめとした、美的で忌、クリーンな環境づくりに役立てる

よう今後とも精進したい。

( かとう ひでお 日本電気硝子紘式会社主11付事業部地工開発課課長代理)
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O M Mビノレカてァゲラス員占りに t  

昭和44年にわが国で最初Jの大規娘卸売センターとして建設された

O M M  ( 大阪マーチャンダイズ ・7 ート) ビルは、 地上22階主主ての

西日本ーの超高層ビルとして人気を集めたものだった。

それから 20年、 O M Mビルは外壁に無数のひびわれが生じ、とく

に大川に面した北側では窓から細 <mくくねくねと延びた線は、美

喜止をt J ' l ねている。 O M Mビルをはるかに抜〈超高層ビルが建設され

る中にあって、そのイメージは濡れるばかりとなった。

大阪市ffiiJ 100 周年、花の万博と H寺を同じくして、来年 8 月には 0

M Mピル竣工20年を迎える 。その日に向けてのお化粧直しが昨年12

月から始ま っている 。

建物の機能更新とイメージア ップ をはかるため、テナント 303 社

が建物を{ わ、ながらの外装リフレ ッシュ て¥壁面の半分はすでに新

しい外装材が取り付けられている 。現在の 1. 3 mX l .3 mの正方形の

窓が幾何学的に並んだ笠間に、ガラスの入ったアルミサ ッシのユニ

ッ ト (縦 3 mX綴約 1. 5 m) で覆っていく工法である 。ガラス l 枚

10万円を下らず、材料費だけでも 3 億円を超えそうな大がかりな工

事であり、ビル再生のモデルケースとなりそうである 。

O M Mビ ル 外 壁 改 装 デ ー タ 抄

O M Mピルの概要

延 床 面 積 119 ，∞Orn

建物町商さ 70. 3m 

+ 中央レ ストラン部

7 8 m 

建物の長さ 東西 }il"1 139.2m 

外自主 ・面積 コンクリ ートプレキ

ャスト版 挽袋仕上

げ 本線のみの外吃

面 積 約20，∞0111

‘ リフレ ッシュ中の O M Mピル

外壁リフレッシュの概要

①従米の外壁はそのままにして、その外にカ' ラスカーテンウオール

を取りつけ、外壁を二重( ;ダブルスキン) 構造とする。

② ダプルスキンを利用して、1 ' 1'1報化時代に対応するための設{in ( イ

ンテ リジェン ト化) スペースを 孤; 保できる ように考えている 。

③外壁のダブルスキン構造化て¥夏の日 射熱を40%にカットし、し

かも冬期には保混効果を地大させることによっての省エネルギ-

fじをはか っている 。

工事の特徴

①工場製作された部品をユニ ット化して搬入し、取りつけている 。

②ユニ ットは下から )1阪に取りつけられ、すでについているユニ ッ ト

をガイドにして持ち上げられることにより、安全に工・J.¥. が進行す

ることになる 。 ( スライデングユニ ット工法)

③ その結果、外部の工 ｌｊｾｭ 足場を無くすることが可能とな っ た 。

事中の騒音も最小限に tqJ える工夫をしている 。

その他の工事概要

撚準ユニ ットサイズ/ 幅 2 rn Xi 切さ 3. 3m

ユニ ット例数/ 2860ユニ ッ ト、面積/ 約20，000m'

カ' ラス/ 熱線反射ガラス S S  - 14 ・厚さ 8 mmおよび10mm

総枚数/ 約8000枚

直歪亘司 匡豆E
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コ ン ク リ ー ト 打 放 し

仕 上 げ の 再 生 技 術
吉田工諸

W1Jれの補修方法として、ひび割れの発生原因が鉄

筋の腐食によらない場合、従来からエポキシ樹脂

の注入工法が効果的と言われているが、進行中の

ひび割れや振動、荷量の増加、温度 ・温度変化に

よりコンクリートの伸縮挙動が繰り返される場合

においては、注入した近傍に新たなバイパスクラ

ック が発生する場合がある 。
一般に鉄筋コンクリート構造物( 以下 R C構造

物と記す) の耐周年数は、 60年から 65年と言われ

ているが、近年、 R C構造物の早期劣化が社会的

な問題となっている。

これらの問題となっている R C構造物の劣化現

象として、とくに内在する鉄筋の腐食と、コンク

リートのひび割れをあげることができる。コンク

リート中の欽筋が腐食すると、もとの体般の約2 .5

f音に膨張し、その膨張圧によってかぶりコンクリ

ートが抑し出され剥落するなど、場合によっては

人災につながる危険性がある 。 また、コンクリー

トの乾燥収縮などによりひび割れが発生すると、

水分 ・炭自費ガスなどの劣化因子のコンクリートへ

の浸入を谷易にし、構造物の劣化の進行を加速さ

せることになる 。

このような劣化現象は 、主として以下の要因に

よるものと考えられている 。

(1) コンクリートのかぶり厚の不足

(2) コンクリート中に含まれる塩分

(3) 空気中の炭椴ガスや酸性雨のコンクリートへ

仕上げとなるため、タイル ・仕上塗材などを絡し

た R C構造物にくらべ劣化の進行程度は、厳しい

ことになろうと思われる 。そして、美装性におい

て、躯体のコンクリートに前述した劣化現象が発

生すれば、当然竣工当時の意匠性は、著しく損な

われる結果となる 。

打放しコンク リート若返りンステム( 吉 田工法)

は、以上のような劣化 . Hl f拐したコンクリート打

放し仕上げの R ｃ Ｎｦｩｾ造物を、再び躯体より強化す

ることにより、建物の耐久性を付与し、失われた

意匠性の回復を計る再生技術である。

表面) l t 争

工程の概要を 図ー 1 に示す。

図 - 1

打放しコンク

リート若返り

システム( 吉

田工法) の工

程の概要

施工方法としては、まずコンクリート表面を高

DDーエラスティツクシステムは、このような

ひび創れに対し、普通モルタルの10倍以上の引張

変形性能をもっェラスティ ックモルタルを使用す

ることにより、ひび割れの再発防止と防水性を 付

与したひひ ｾ｀ｊ れ補修工法で、本システムにおいて

は、全面的に係用している。

総工は( 図

- 2 ) 、ひび

創lれ箇所を

レカ ッ トし、

深部をウレ

タンコーキ

ング、エラ

スティ ック

フィラーを

躯体コンクリー卜

ω 哩帆

エラスティックフィ

ラー( 防水腹)

ウレタンコーキング

NY エラスティ y ク

モILグル

図 - 2  D.D ーエラスティック

システムの工程の概要

主主布し、エラスティ ックモルタルでt'll さえる 。

きて、つぎに仕上層を形成していくわけである

が、コンクリート打放し仕上げの表而には、型枠

から転写された木目模様、即しの凹凸などが存{ E す

の佼透 圧洗浄することにより、付婚している汚れ、コケ るため、再生する上でもこれらをリアルに表現し

(4) 生コンの調合条件と施工方法 などの藻矧を除去し、コ ンクリートが乾燥したこ てゆかなければならない 。本システムにおいては、

(5) アルカリ骨材反応 とを確認したのち、無機質系佼透強化斉IJ f N  Y ー おのおのの建物のコンクリートの色に合わせたイEt

以上のような要因によって、 R C構造物の本来 606J を含校塗布する 。本薬剤lは塗布することによ 長型セメント系材料を全面に塗布し、専用に開発

あるべき耐久力が著しく低下することになる 。 り、風化したコンクリートの表層部分を級密化し、 された道具を駆使してコンクリートの素肌を再現、

ところで打放し仕上げの場合、躯体そのものが また耐酸性を向上させることにより中性化の進行 そこに耐候性に優れた無機質系材料によ って 木目

施工前(上) と施工後( 下)

施工前施工後

を防止する 。っき' にかぶり厚の不足等により、鉄 様憾の造成を行う 。 この伸長型セメント系材料は、

筋が腐食している場合、鉄筋の周囲を研り取る 。 下地のコンクリートに起因したひび割れに追従し、

この際注意しなければならないのは、大面積で研 また炭酸ガス ・塩分の浸入を遮断する機能性仕上

るのではなく、腐食鉄筋の裏側lに達するように丹 材である 。

念、に祈り取ることである。そして 、 グラインダ一、 最終工程では、被膜造成型のト ップ コートを全

ワイヤーブラシなどを用いて、腐食した鉄筋を十 而に塗布し、防水層を形成する 。

おわりに 本ンステムは、過去28年にわたるコ

ンク リー卜 打欣し仕上げの{ 基盤経験から生まれた

技術が基盤とな っている 。

打放し仕上げは、太陽の照射角度 ・彬の有無 ・

天候 ・型枠模様の濃淡などにより、千変万化の線

中nを呈す、笑に魅力のある仕上げであると言える 。

塗料などの仕上げは、当然のことだが塗料にしか

鉄筋の禽食 はつり箇所の補修 見えないことが、打政し仕上げと大き く異なるこ

分にケレンし、防錆材を 塗布する 。 とであろう。

コンクリートを祈り取 った部分への埋め戻し ( パ 筆者らは打政し仕上げの再生について、 「自然

ッチング) には、躯体との桜苅性に優れ強度など に勝るものはないが、かなりのところまで近づけ

の物性がコンクリートと同筏j変である N Y ー調合

樹賄モルタルを用いて、強固に一体化させる 。ま

た、この際かぶり厚が確保できない場合は、鉄筋

を内側IJ へtl J l し込むなどの処置が必要で与ある。

ところで、躯体のコンクリートに発生したひぴ

るj という考えのもとに、このエンドレスのテー

マに取り組んでいる 。これからも設計意図を尊重

し、多くの打放し仕上げの R C構造物を竣工当時

と問機に再生して、残していきたいと々えている 。

( ニチエ一吉 田株式会社技術開発室 / 吉田拡史 )

悶 ］ｾｺＭ 吉 ｅ 締式会控
本 社 干435 静 岡 県 浜 松 市 上 西 町 1314番 地

営 業 所 束 京T E L<03>718- 7695 大 阪T E L<06>399- 7958
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〈下地処理システム> <防水+ 化粧+ 躯体保護〉

rアロンA C C工法」とrアロンウオール工法」の一体化か

改修効果を高めま昔、

「コンクリー卜神話の崩撲」がマスコミで大きな話題となり、コ ン クリー

卜建造物に点ー剣なまなざしが注 がれるいま、改修 ・補 修 に よ る 建 物の符

返り効果に対する期待が日々高ま っ ています。

* ' 医合成化学 て は 、 老 朽化 しt.:! ill 造 物の リフレ ッシュを社会的な li il 題と

してとら λ 、 い ち ♀ O J F : 先に託子、下地改修苦III"J ( アロ ン A C  C  [ i 去) と

外壁 イヒ粧防水告Il I "J ( アロ ン ウオー ノレ仁法 ) をド ッキ ングさせた 、新し L、l時

代の改修システムを確立 しました 。 それが 〔下地処理) +  ( 防水+ 化粧+

躯体保護) = 総合保護機能 を IIf 能にした 『ア ロンウオール改 修 システム 』

なのです。

ω J I S  A  6021 許可番号 485041

ω J I S A  6021 許可番号 485056

ω J I S A  6910 許可番号 485040

P ロココロコーョ: 3  Ｇ｝ｾＮ＠
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ひび宮11れが' 1: じてい る{ 悶所

の補修には、従米行われて

に代って 、ひぴ官1) れ挙動に

対する追従性 に優れた緩衝

ur
アロンウオール S HJ を

主主布する 新し い J:i 去を開発

しまし ｴｾ 。

| 一一戸ロコA臨エ港 |  

責任施工( 防水保証付)

化学とくらしを結ぶ

東n s戚 仕 学

一一一一一一一一〈建材事業部〉

本 社 東 京 都 港 区 西 新 橋1-14-1

〒105 倉東京03(597)7342

支庖 大阪ω03) 3171 ・名古屋 (541)1181 営業所 仙台 (91 )5665 

富 山 (42)2311 ・高 松(25)2671 .広島 (228)5430・福岡(721) 1902 

全国アロンコートアロンウオール防水工事業協同組合

建設省 ー東11録発第 359号認可



リフレ ッシュに 応 え る 工 法

下地調整システムと仕上( 防水化粧材) システムのド ッキングが

確かな答えを出しています。

外 壁 防 水 化 粧 材

- セブンウオールー- J I S 認 定 晶 一

セブンウオールの塗膜は、塩害、凍害 、コ ンクリート の中性

化等の防止に優れた性能 を発揮し、改修材料に最適です。

・ セ ブ ン コ ー ト B

J  1  S  A  6910適合品。ノン トップのア クリル弥性塗料

・ T S コート

J  1  S  A  6910適合品。 コス トと性能 を追求した仕上材

下 地 調 整 材

ｾｉｓａＶＰＲＱ＠
- 屋根防水用塗膜 材 許 可 番 号387117

ｾ＠ I  5  A  691 0  

一 複 層 仕 上塗材( 防水形複層塗 材 )

許 可 番 号387116

4 程の材料を組み令わせ、コ ンクリートの携みにも追随し、長

期にわたり安定した按活力を持 っています。

鉄筋腐食 ・中性化、極害等に優れた性能を発揮し、コ ンクリー

トの劣化箇所の機能回復をはかります。

信 頼あるセブン C Rシステム会会員に 御用命下さい

A  C 建 材 醐 大阪府高石市高自市浜3-2-33 0722ー臼 司0321
対反工業糊 大阪市西区南郷江3-13- 11 06- 53l -<l814 

中央建材工業鮒大阪営業所 大阪市西区江戸羽1-8 15二ユーエ ドパシピル 06- 443- 66白
鮒サンキン卜 神戸市東灘区御形鋼Tl -4 -1 078竺811-8881

富士技研興業側 大阪市東区本田T 2 25ビジネスピル 06- 26ト 5222 サンプラス建材側 対反市北区東天満1-2-2 タナカピル 06ーあふ3616

。場金j尺塗装工業 京都市北区大宮北箱ノ井田T l 2-9 075 -491-2973 セキシュウ技研側 対 反 市 東 泡 11区菅原2-11- 35 06- 326- l Oa  

黒住防水工業側 倉敷市遠島町連島4153 Offi 4-66 -0378 鈴木興業側 京都市左京区聖護院I11原田n 2 075-761 -1226 

松美化建工業脚 対反府茨木市太田3-22- 14 0726- 26-fi 111 竹林塗装工業側 対 反 市 出 11区新北野1-12- 2 06- 3) ト9281

側三木塗装庖 大f反市住吉区苅回2-9-35 0 6 - 白9-6666 糊特殊技研 大飯市北亙末広田13 -21 星幸田也所用町ピル 06-315-07∞ 

側小野エ建 大阪府煩津市千里丘. 4 -14- 32 06- お9-忽31 東洋シポデック 側 大型反市東区高麗橋1-2-1 高規格東洋ビル 06227- 1571 

側大阪防水建E支社 大阪市天王寺区制差回T 7 - f i 06- 762- 5621 陶非日研防水工業 和歌山県西牟婁郡白浜皿n075 07394-3- 1116 

包〉器包- : I : : : ' T- ミ初旬

本 社 〒 160 東京者附宿区西新宿7-18-5 中央第 7西新宿ピル.302号 九仰憎業所 干812 福岡県福岡市東区馬出1-2-21 第2岡部ビル.2 F

T E L. 03( 366)2616制 FAX. 03( 366) 2619 T E L ω2( 651 )5748刊 F AX. 092(651 )5264 

対反営業所 〒550 対反府対反市西区江戸堀1-8-15ニューエ FパシビJ ! A F  埼玉営業所 干355 埼玉県比企郡滑川町大宇都25- 43(兼松山工業団地内 )

T E L_06( 448)5661刊 FAX .06( 448) 5662 T E  L. 0493( 56)3195刊 F AX. 0493( 56)4238
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鉄筋コンクリートの、

トータレ・ヘノレシーメイキンズ

ｾｾｾｾトｊＺ ＧＡ､

身体が酸性化すると、疲れやすくなる 。堅牢な鉄筋コンクリートも、人間と

まったく同じです。 リフリー卜工法は、いわば鉄筋コンクリー卜の総合健康

クリニック 。失われたアルカリ性を速やかに回復し、身体をリフレッシュし

て、本来の耐久性と美しさをみずみずしくよみがえらせる、他工法では追随

できない化学的・物理的改修技術を取り入れた工法です。

※ こ の た び 、 木 い 1111 ご愛届I i を賜 りました「リフ リー ト 工 法 普 及 会J が「 リフリート工業会」と 才，林 を 改骨T しました .

より ー 府 の f応 接 拡 大 と 研 究 開 発 を 目 指 し て 努 力 い た し ま す. 今後とも、ご愛車11 と ご 指 導 を お 願 い い た し ま す.

調 査 と 改 修 工 事 の ご 相 談 は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

リヨリ・ト工業会近畿支部迄

大 阪 市北 区 中崎 西 2 - 4  - 12 附 小 野囲 内 T E L 06( 373 )8811 



施工総面積が実績を証明グ馬面白

sss工法は保繕改装工事として昭和51年に初めて紹介されて以来、

騒 音 を 発 生 し な い 静 か 怠 工 事( Si l ent wor k )  

粉 じ ん を 発 生 し な い 清 潔 怠 工 事( Soi l l ess wor k )  

工 期 の 短 い 迅 速 な 工 事( S oe e dY wor l く〉

をコンセプ トに皆様から厚いイ言頼い、ただし、てきました。

事前調査、躯体保繕、改装と建物のリフレッシュに必要なシステム制寵立し、躯体の国傷の

種類と程度を適切に判断し、その111傷補修ならびに下地 調整工事そして、用途目的に応じた

改修工法を手掛け、おかげさまで施工実績も10万

保繕改装工事に取り組み10数年、

です。
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sss工法を

支える材料

f i 03( 836) 4111附) ⑤113本社/ 東京都文京区湯島3- 39- 5曾ヤブ原産業株式会社
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目別D CIVIL ENGI NEERI NG SYSTEM 

ポシドシリンターZ 湾

圃ゆっくりと時聞をかけて行う低圧・自動注入法0

・ひびわれの隅々まで確実に注入可能。

ピル- 集合住宅 ・サイロ・タンク ・橋梁・ダム・堰提 ・トンネ

ル- 機械基礎など、あらゆるコンクリート構造物のひびわれ注

入補修に。
・注入圧力をコントロールでき、補給注入も可能0

・注入量、注入状態が目視できる。

ボンド舛呈リハビリシステh

学校 ・集合住宅 ・ビル・マンションの外壁補修メンテナンス工法

シーリング材の老化

y  

の露 出

漏水が発生

タイルの甥l離 ・浮き

が発生

建物の外留ま、建露首愛10 : 年以白昼ぎるとメンテナンス( 補( 彦工事〉が出痩となります。当社ぱ官公庁施設

をはじ払一般ι渥築物の修繕、改修工事を京年経験し、建築物という大切な財産を、よりまく守る( リ

J  ¥ビリテイト〉疋ぬ常に技術革新をだやすことなく皆様のお手つだいをしています。

カタログ、資料は、下位まで御一報下さい.

K コ= = . ，椋式会紅 1ポンド建設部|

本 社 ボ ン ド 部 大 阪 市 東 区 平 野 町 2- I O( 沢の鶴ピ J レ) 干 541

東 京 支 庖 / 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町4 1  21 ( 近三ビJ レ) 干 103 T E L03 ( 245)  6941 

名 古 屋 支l苫/ 名 古 屋 市 西 区 菊 井 2- 6- 5 干 451 TEL052 ( 563)  6551 

福 岡 支 庖 / 福 岡 市 南 区 清 水 3- 24- 19 干 815 TEL092( 551) 1761 

営 業 所 一 札 幌 / 仙 台 / 新 潟 / 金 沢 / 北 関 東 / 静 岡 / 高 松 / 岡 山 / 広 島 / 鹿 児 島

78 
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低圧樹脂注入工法

建築構造物の浮き・クラック補修・補強に

エポキ湘脂j主人工法 S. Kグラウトプラグ工法 イ旺樹脂臥工法 スクイズ工法

・逆流防止弁と圧力タンクを取り付けたグラウ卜フラグの働き

で、グリスポンプによって注入されたエポキシ樹脂は、大きな

クラックには直接大量に、注入し難い微細なクラ ックには、圧

力タンクの空気圧によ って低圧、低迷で自動的に連続注入が行

えます。

世 界 長 側

干己63 西宮市;宰門大箇l I I T8 39 1  l  L  0798( お )5724 F A X  07兜( お )5757

- ゴム膜の復元ブJ を利用した低圧注入の特許工法です0

・低圧注入のためクラ ックや浮きを助長しません。

・微細クラ ックへの注入も可能です。

・施工がきわめて簡単です。

ダイヤリフォーム掛

〒100 東京都千代田区丸の内 3 4  1  新園祭ビル 5 F  1  H  03(214)55乃 F A X 03(214) 弱77

倒王低速工法エアロ工法ひぴ説; 訟マトロン@& ミクロカプセル工法

・無制限に同時注入が行えます。

・カプセル取り付けがワンタ ッチで手峰に行えます。

・注入状況が目で確認できます。

・ゆるやかに安定注入をします。

- コ ンクリートのひび割れl隔の状況と注入樹脂の粘度や外気温

に応じて、注入時の必要圧力の一定保持と加減が自由にセ ット

でき 、ひび割れのすき間に円心円状に拡大浸透し、奥深く確実

に充てんされる低圧低速注入工法で、合理的な作業の省力化が

できます。

側ミクロカプセル 側リノテック

干536 対反市城東区中央2- 12ト14 柏木ビルa F  1E L 似 蜘)0396削 f A X 061931 肪 66 干'464 名古屋市千種区新西2- 36 1E L 白2(776)5721 F  A  X 白2(774) 箇27

低 圧 樹 脂 注 入 工 法 協 議 会

会長/ 篠原順郎

事務局/ 干 103 東京都中央区 日本橋小伝馬町1- 3 日本橋ニシキビル6 F

側 テクノポール内 T E L 日3( 663 ) 8961 F A X  03 ( 663 ) 8964 
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タト観のリコレッシ1 に

欠 か 芭 な い 言 。

ハクリパワーなら、これまで諦めていた旧塗膜にも使え

新たなコストセーブにつながりま主

. 特長

1 . 垂直面て‘ も容易に塗布できるハケ ・ローラー用、コテ用の

2種類を用意しています二

2. 酸・アノレカトアミン類は使用しておらすて' 1 1
性です二

剥離データ

旧塗膜の種類

模 厚 塗布量 放置時間( 分)

(mm) (k<J /m' )  2o 'C 5 'C 

アクリルゴム系復層仕上材 1- 2  1. 4 60- 70-

アクリル樹指系複層仕上材 | 一 2 1.0 20 - 3 0 -

エポキシ樹指系複層仕上材 1- 2  1. 2 40 - 50 -

合成樹脂リシン 0. 5ー | 0. 8 10- 15-

ウレタン樹脂肪水 1. 2 90 - 140-

塩化ビニール系床材 2.0 120-

クッションフロアー 1.5 50-

一 般 塗 料 0.1 ー 0. 3 0. 5 10- 10-

※ 予備テストを行い、上記データを参考に放置時間を十分に取ることカ、

大切ですL

ノiク 11 • 

胎 L J ノi つ..___ ，_.  

戸 崎P クfJ ?、荷蒋ヂγ

烏了す ノ 匂 命 匂 烏h付勾於tz
l t

¥τ汽l t ¥心l

£匂称の拘鞠権色ジ

厚 膜 塗 材 剥 離 剤

ＱＧｾ Ａｬ ｉｉｾ ヨー
山一化学工業株式会社

販売代理底

λ 三菱商事株式会社

《り> 兼松江商株式会社

( 資料請求番号 1255)



ピ ル 内 外 装 洗 浄 保 全 工 法

BUI L DI NG 陪 F R E S HB . R. K. システム&KEEP L ONG SYSTEM 

W. G工法

- 戸ルミ二つLムステンレス等側頭駅タ慢のリフレ

ッシユとキーフロンクココまです。

・洗怠防食剤「ウオールガード」を塗る磨く、銀

きとるの3 工程ウJ フレッシュし、防食鎮を形成して、

防思防食効果を発簿します。

I . Wクリーン工法

- クロス壁、ネ1)ツケ等各種問醸材のリフレッシュと

キープ口〉ゲ工法です。

・乱事潤UIインナークリン'J a. : 爆強防t . @. を採用してい

るので、院臨材をいためず、質¢潤いリフレッシュを

します。

長特のム
-ア

ス
、
γ

M

H

 

D
円B

 

I

l

l

「

ビル内外装を美しく、健康な状態に維持する

には、定期的な診断と洗j判呆全が必要で・あり

ます。内外装の仕上げ材料、立地環境等によ

って異なりますが、 2 - 3年に 1度の診断調

査と、汚れの除去一洗浄保全ーをお奨めしま

す。

B . R .K. システムは、このように基本的な考え

S. Tクリーン工法

- みカザ石、大理石、タイ) [ A 駒タ慢のリフレッシユ

とキーブロング工涯です。

・洗字削「ケミストーン」と運圧噴射洗争α組み合わ

せ方式を採用しているので、奴県捌こもと¢湧謂を取

り戻します。

にもとづき内外装の汚れ、いたみ、劣化等の

調査から、実施計画、施工、そしてアフター

ケアーまで一貫した長期的な視野で酒田草した

保全システムであります。そして洗浄施工で

は仕上げ材料別に、独自の洗浄剤と洗浄方法

による 5つの工法を駆使して責任施工するシ

ステムであります。

. 工法の特長

|  一都新一 Ｇ｟｟ｪ …めｾ引 ｬ

P. wクリーン工法

- 塗装、開寸け( 土問装のリフレッシユとキーブロン

グ工法です。

・活躍剤「クリンPJ と高圧噴射器b予¢組み合わせ方

到こより、汚れ号→帯します。

M. Gクリーン工法

- 大理石、みかけ古内外装のしみ叛き工法です。

. 溜侍のしみ扱き剤同一ブJレシャイン」と工法lこよ

り、汚損した内外装をよみガえらせます。

システムの中心である 5つの工法は、仕上げ

材料とその表面仕上げ‘ の特質を喜械日し、これ

を損傷( 光沢低下、変色、表面皮膜劣化、腐

食等) させないで、汚れを除去し、新築時の状

態近くまで復元させる独自の洗浄剤を保有し、

洗浄手法を確立しています。

よってー舟生に市販されている多目的な洗浄剤

で洗浄されるのと比べてその効果は抜群で¥

側批の追随を許しません。

堅三肘創主3 日;;

ピル内外装の活れを放置しておくと、醜いだけでなく、いだんでし

まって経済価値を落とし、耐用年数を縮めます。そこで内外装仕上

げ材料の特質を知り、汚れの内容を考え芝洗浄方法ガ必要であり、

重要であります。

弊社は10鍛年にわだり積み重ねだ研究成果、経験、実績| こより、 B.

R .K システムを完成させました。施工においては仕上げ材料別に 5

つの工法を保育し、顧客の御要請に応じています。
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21世紀ヘ向けて都市は

とんどん美しくなっていく・. .  

- フッ素樹脂系洗浄表面保護剤“ オールガード"

82言京都力リタヨ



歴史を更生らせる 石 材 用 洗浄剤 クリンストン

- クリンストンの特長

クリンストンは他の方法と異

なる方法で汚れを落 とし、基

材を損なわず強化します。

- 従来の酸洗い工法では、法材商を溶かして汚れを同

時に除去します。クリンストンは般性刻化アンモンを

主剤とし、さらに7 イルドにしてありますので、基材

への民登性も良〈、小穴の汚れを浮き上がらせる作用

をします。

クリンス卜ンの施工は簡単で、

2  より安全、また特別な道具も

不要です。

- クリンストンを基材に、 虫色布、放世後水洗します。

デリケートな基材( ; タイル、レンガ、初日必大理石等; )

は主主布後 5分以内て水洗します。クリンストンは酷塩

のため、他の酸性洗涜IJ に比べ、安全て寸。

3  クリンス卜 ンは割 れ目や小穴

の中まで洗浄します。

- クリンストンは佼透性が良いため、亀裂の内部や小

穴へ入り込み、結晶の発生と同時に、汚れを外音 ｊｾ へ押

し出します。

クリンス卜 ンで 洗浄 した面は

4  強化されるので、再び汚染 し

にくくなります。

- クリンストンは 、経般質に対しては→Jli 繍させ、

カルシウム昔日に対してはCa F，の形て' 固定されます。な

お基材に作用するのは主として酷塩で、これは水に良

〈溶けるため、水出i寺に薬剤は流し去られます。

- クリンストンの種類と用途

クリンストンNo.l E  I最も強力で、汚れカ件相リに ひ

どい部分に使用

クリンストンNo.l I石灰岩、砂省、組面対ぷ石、

コンクリート等、サピ洛とし

にも効栄あり

クリンストンNo.2 I粗荷花筒岩、大理石、つやけ

しテラコッ夕、アスベスト、

化粧し っくい、治色コンクリ

ート等

クリンストンNo.3 テラゾ一、トラパーチン、大

理石床等。

クリンストンNo.4

クリンストンNo.5 S

クリンストンNo.5

クリンストンNo.6

デリケートな材聞に。 MJ 怠花

筒岩、大理石、レンガ、タイ

J レ等

最もデリケートな材uu用。タ

イル、レンカ等。とくにシリ

コンシーラントによる汚染の

洗浄に砧直

F耳 石I安 ポ リ 答 持 20kg入

洗浄チャート

養生チャート

|  見 杭 い |  

施工チャート

製造元クリンストン製造株式会社総発売元@弘栄貿易株式会社

本 社 神 戸 市 中 央 区 船 泊 8 - 3 ー 7 ( 明治生命ビル) 電諭78-251-3821附 )

大阪支庖大阪市北区嶋田 2- 3  - 24 ( 西阪神 ビル) 電話 06-341-7551(代)

東京支庖 東京都中央区銀座 7 ー13- 10 ( 幸栄ピル) 電話 03-542-5821( 代)
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リフォーム工事の秘密兵器

既存塗膜の研掃からクリーニングまで

回目困四回

田ME K A S とは・・・

ME K A Sは、ビル外壁の既存塗膜を効率的に研掃したり、

汚染された表層仕上げ面をクリーニングする画期的なシス

テムで、リフォーム工事に大きな威力を発揮し 、ピルを美

しく蘇らせます。( ME K A S とは、 Mas ar u Engi neer i ng 

Kabe Ai r blast i ng Sys t emの略で‘ す)

- システムは・・・

このシステムは 、圧搾空気を使用して研掃材を塗膜面に吹

きつけ、研掃またはクリーニングを行い、発生した粉塵を

自動的に回収するシステムです。また足場作業、ゴンドラ

作業のいずれのケースでも対応できます。

- 環境保全は・・・

ビル外壁の研掃作業は一般的に騒音や、粉塵によって周囲

に問題を起こしがちです。 しかし 、ME K A S は完壁にシス

テム化されていますので粉塵が舞った り、周囲を汚したり

することがありません。このため畳間作業が可能となり、

コストの節減にも役立ちます。

営 業 案 内

①建物の総合診断と補修工事

ロシーリング防水工事一 各種弾性シーリング材

ロ各 種 注 入 工 事ーエポキシ ・スラリー

口外 壁 化 粧 防 水 工 事一弾性吹付塗装

ロ各 種 菌 防 水 工 事一アスフアルト ・ウレタン

･ｾ 棒Ｉ守ｾａＮ工ンジニアリンク
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東京都中央区 日 本橋箱崎町 ＳｾＭＱＺ 03( 662)  0 5 8 6  

5セン トラルピル 2 F  

特許・実用新案登録出願中

国主な用途は・・・

1.既存塗膜の研掃

・塗装面

・吹き付けタイル面

2. コンクリート自体の研掃

・中性化部分

・脆弱化部分

・ひびわれ部分

・鉄筋のさび部分

3. 鉄、金属面の研掃

・さび落とし

・金属面の汚れ落とし

4 .石、タイルの研掃

・石の汚れの除去

・タイルの汚れの除去

・エフロレッセンスの除去

5 .表面仕上げ

・サンドプラスト仕上げ

・ショ ットプラスト仕上げ



ｾ＠

アイジーでは、金問の営業所、 出張所がI曽改築に対する

皆様のご質問、ご相談に応じております。ご述給くださ

れば当社の相談品がすぐ、お宅にお伺いいたします。

g  

ア イ ジ ー 工 業 株 式 会 社

本 社ー 山形県東楓市三日町 2 - 8  - 13. .. 宮 0237( 42) 2811附干999- 37

山 形 ヱ 喝ー 山形県東担市大宇野川字向原263Oft 0237( 42) 2131附干999争 37

営蟻所/ 札 幌 ・東京・春日郁 出強所/ 青森・畏野・富山 ・大阪

蝿L蚕

Ｍ ・・・￘ＡＮｉ・ ｵＮ ・ｾｾ

暖 壁

建般省偲定

防火第334号 ( 木造下地防火術造)

防火第345号 ( 不燃下地防火術造)

外断然工法Ewl 008 (耐 火 l時間)

暖壁マーク II

建段省既定

防火第577号 (木造下地防火構造)

防火第578号 (不燃下地防火事降造)

準不燃( 個) 第2644号

改装に最適

一 -
一

アイジー断熱サイディング暖

壁は、噌改築にピッタリの外

勝材です。どんな外装にも施

可能なアイ ジーの断熱外壁

材で夏涼しく 、冬暖かい快適

住宅にリ ・フレッシュしませ

んか。

断熱工事と壁改修が同時にO K !

このような、お宅におすすめします己

. 木製外壁の老化 (風化) にお困りの方に。

. モルタル外壁のキレツにお困りの方に。

. 冷暖房効果の効果アッフ.をお望みの方lこ。

. 遮音、防音の効果アップをお望みの方 lこ。

アイジーの断熱建材で夏涼しく、

冬暖かね快適住宅にリ・フレッシュ

アイジー断熱サイデイング暖壁は、断熱性能に秀れ、省エネ効果も抜群

です。また 4長商塗装は自動車のボディーと閉じやり方てみ塗装しておりま

すので、丈夫で長持、永遠の美しさを保ちます。 もちろん、サビやキズ

に対しでも非常に強〈、いつまでもハイセンスなイメージそのままです。

防火に対しても往設省の防火構造の認定を受けており安心です。

85 



元旦・11&12: . ‘ エがカンタン

町主1屋根a壁の総合建材メーカー

元旦制品，. すべて" 1平副晶です

- E孟姐司与国産車量E ・・

ι i j  

金属タルキを使用した新改修工法

・上から下へ張れるため、施工が楽でスピードアップします0

・上から順次足場がとれるため、安全で経済的です。

・金属タノレキを使用し、壁と躯体の中間に簡単に空気層を創る事が

でき、断熱・防火・結露防止等の性能が大幅に向上します。

製造発，亮E元

⑪元 ｂ ｴＺ Ｑｾ 宣示 ＺＮｉ 葉稲式ﾧ自 ｧ位ＧＱＮ吋 本料キ社土神特奈川県服藤沢市湘南台討計町子日Ｍう Ｓ 日干 ｒ刊印 Ｒ缶祝 Ｕ臼 Ｒ 含創削叩 Ｈω伽 Ｐ仰附 Ｔ
. 東京支底東京都中失区八丁掘ト7ト-2 茅場町第二畏岡ビ的Jルレ5F 〒1叩04 宣含宝(ω0ω3)汚55日5-寸1801 . 神奈川支后神奈川県蔵沢市湘南台5テ-3お6-う5 干25臼2 t含! (ω04“66ω)4何5-8幻771 . 大阪支后大阪市東区

大川町23 石原ビJレ4F 干541 含 (06)223-1841 ・盛 岡 営 業 所/ 宮(0196)22-2271 / 仙台営業所 宮(022)265-9431 / 福島営業所宮(0249)39-1521 / 北関東営業所宮(0285)22-7971 / 高崎営業所

宮(0273)63-5175/ 山梨営禦所 宮(0551 )47匂 4321 / 静岡営喋所ft (0542)71-7321 /名古屋営業所宮 (052)251-7671 / 北陸営換所ft (0762)68-4651 / 京都営業所含 (075)255-7731 / 神戸営業所宮(078)222-

18411広島営業所包 (082)261-31611福岡営業所宮 (092)712-1691 / 札幌出張所合(011)863-4231 / 新渇出張所ft (025) 245-5090/ 四国出張所含(0878)37-6191
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で斬新な建物に

華麗な変身

- サッシ・カーテンウオールの取替 L  

・外装壁画のパネルリフレッシユ |  

・防水・塗装・営繕のトーータルリフレッシュj

アIl コι 虫色J . 1 工法舛

ヤノシゲ電子会館

( 対反市北区西天満)

V 施工前

4 施工後

々〉神鋼アIL:JL-::.:.J.:af東 武 倉 祉

S H I N K O  A L F R E S H  C O .
J  

L T D.  

改窓、外装、トータルリフレッシユ設計施工専門

( 新扇町ピル)

( 共同ビル)

( テツケンピル)

( 仙台 i青水ピル)

( 大日月ビル)

( 大和銀行ピル)

( 名古屋フクトクピル)

t

レビ
前
一駅

タ

P

酋

サ重

ー
、J
 

1
且

内

ノ

』

一

l

m

一

2

一

一

3

-

l

l

司

d

R

d

・

-

4

i

内

d

n

d

・

3

3

-

4

幻

一

一

l

一

町

8

1

一
一

3

7

前一

1

本

通

一

幻

4

駅

一

駅

町

岩

上

2

一

町

名

3

多

山

区

機

一

2

上

区

粂

博

神

田

区

3

町

尾

村

西

区

区

代

央

央

本

区

中

町

多

北

千

中

中

南

中

市

応

補

同

市

都

市

市

市

市

屋

天

市

阪

京

戸

台

利

浜

古

市

岡

大

東

神

仙

浦

横

名

呉

自

国

干530

〒101

干651

干980

〒33焔

〒231

〒4ω

〒731- 44

〒812

本 社

東 京 支 庖

神 戸 支 I苫

仙 台 営 業 所

北関東営業所

横 浜 営 業 所

名古屋営業所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

8 7  



撃 星 だ て 物 を 更 生 ら せ る

U 7) C ユトエ3事

リフメント 工法とは 「

建 築 用 接 合 専 門 メー 力 ー の 弊 社 ガ3 5年 の

実 績 と 経 肢 を も と に、 コ ン ク リ ー ト 建 造

物 の 外 壁 の 浮 き ・ひ び 割 れ ・ 欠 損 ・タ イ ル

の 浮 き ま だ は活 れ を 修繕 し、 建 築 物 の 耐

久 性 向」こ と 外 装 の 仕 上 げ ま で トー タ ル 的

に 考 え る 美 観 を 目的 と し だ 修 繕 工 法 で す。

ひ び 割 れ 欠 け

浮 き よ ご れ

。械式舎宇: . 1 : 9 ィ] 1. ，メコト

京 受 后/ T E L (03)616- 2201附 福 岡 営 業 所/ T E L(092) 451- 6503的

大 阪 支 后 ， T E L  (06)3邸 - 6141問 領 浜 出 彊 所/ TEL( 045) 242- 7441!ftl

名 百 屋 支 后/ TEL( 052) 411- 3511!ftl 札 幌 出 蛋 所/ TEL( 011) 717- 521鮒司

仙 台 曾 禦 所/ T EL  (0222)62 - 5751!ftl 北 陸 駐 在 所/ T E L( 0762) 37- 748側冒

本 社/ 名古屋市中村区宿飯町 1 - 5 8  TEL( 052) 412- 530(耳切
広 島 営 禦 所/ TEL( 082) 272- 8002附

l 建 築 物 の 耐 久 性 向 上 技 術 シ リ ー ズ B げ 6 巻 I

〔建築仕上編 1 J 外装仕上げの耐久性向上技術

建 設 大 臣 官 房 技 術調 査 室 監 修/ 国土開発技術研究セ ンター 編 460頁 ・定価 9，800円

[ 主要目次] L 外装塗 り仕上げ- 概要/ 劣化診断指針 ・同解説/ 補修指針 ・

同解説/ 脇工管理指針 ・同解説/ 維持保全指針・同解説/ 耐久設計指針 ・同解説

2.外壁タ イlレ狼 り仕上げ 概要/ 劣化診断指針 ・同解説/ 補修指針・同解説/

脇工管恩指針 ・同解説/ 維持保全指針 ・同解説/ 耐久設計指針 ・同解説

3. 外壁セメ ン トモルタ1レ塗 り仕上げ - 概要/ 劣化診断指針 ・同解説/ 補修指

針 ・同解説/ 補修工事検宏指針 ・問解説/ 維持保全信針 ・同解説/ 耐久設計街

針 ・同解説

4.アルミ ニウム合金製外装および関口部材. 劣化診断指針 ・同解説/ 補修指

針 ・問解説/ 維持保全指針 ・同解説/ 耐久設計指針 ・同解説 資料

〔建築構造編 1 ) 鉄筋コンクリート造建築物の耐久性向上技術
360頁・定価 7，500円

〔建築構造編 II) 鉄 骨 造 建 築 物 の 耐 久 性 向 上 技 術 320頁・定価 6，800円

〔建築構造編III ) 木 造 建 築 物 の 耐 久 性 向 上 技 術 164頁・定価 5，400円

〔建築仕上編II ) 建 築 防 水 の 耐 久 性 向 上 技 術 220頁・定価 7，200円

〔建築経済編〕 保全・耐久性向上技術の経済性評価手法 260頁・ 定価 5，500円

|  干 [I} j 東京都港区赤坂 I I I I I D 第一期日ビル技報堂出版刷 1 ｆａｘｾ 鱗・東京 Ｇ Ｑ ＱＱｍ
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1 5 7  

外壁コンクリートの

ひびわれ対策

代 田 五 郎

ひびわれ対策の共通項目

現場打ち鉄筋コンクリー卜の収縮ひびわれ対策

は、漏水の恐れや美観上から、最重要項目のーっ

として、設計段階から検討され、設計図舎に盛り

込まれている。しかしながら、どの程度まで対策

を実施すれば適切なのかの判断の際、個 h の建物

は、形状などの諸条件が異なるだけに、迷う場合

がある。

ここでは、毎年、京阪神地区における l刷牛前後

の、全極体工事完了時点での領体出来映え評価作

業のなかで観察された外壁のひびわれ状態から判

断して、どの程度の対策をしたらよいか、参考に

なりそうなところを要約して述べる。一応の目安

として、最大ひぴわれ幅 0. 1 mmf呈度を念頭におい

ている。

一般的ひぴわれ対策として、どの建物にも共通

して配慮したい項口をつぎに示す。

① 壁厚 18cm以上とする。( 的打ちのある場合はこ

れを含む)

② 配筋立は、縦備とも ｄＱＰｾＭＲＰＰ ダブル以上

とする。

③拘束型か、誘発型かを Ilfl 硲にする 。

拘束型とは、有効な補必鉄筋により、ひぴわれ

の発生を微小なものに分散させる方式である。無

関口壁では、数本の D16または D 13の繍筋を高さ

}'j 向の中央部附近に追加配筋するか、償筋 D10の

半数程度を D13に誼換する 。1m円のある壁では、

nn口部上下の償筋 2 一 D 13 を4 一 D13か4 一 D16

程度 lこ噌筋する。 1 枚の壁面積は20m' 程度以下に

なるよう問位を設ける。

誘発型とは、縦白地を設けて白地内にひびわれ

を集中的に発生させる方式である。誘発型の縦目

地詳細例を図- 1に示す。縦目地の1m隔は 3. 0 m 

前後、最大 3. 6 m までとし、内外商の R. l . 也深さの

合計は、笠原のM以上、 K 以下とする。観祭結果

から、局地深さの合計が壁厚の泌に近いと、白地

昔日以外にひびわれが希に発生していることがあり、

できるだけK に近づけた }'j がより確実である。ま

た、誘発型であっても、 nfl 口部上下の俄筋は 4 一

D13程度に地筋するのか望まい、。

④ スランプは 18cm以下とする。

⑤ コンクリート打設H寺期により定まる呼ぴ強度

から、建設I也のレデーミクストコンクリー卜工局

の配合、とくに、単位水訟を調査、犯娠しておく。

様準自己合の代表例を表ー 1 に示す。この表から

も分かるように問じ呼び強度でも、述設地の骨材

室内側1 15 

IJl I草

外部情.11 20 

図- 1

誘発型の綴目

地鮮細例

表ー 1 コンクリート標準配合の代表例

雄 投 I由 阪神市街地 京都市街地

呼ぴ強度 kg/ad 210 210 

スランプ αn 18 18 

W I  C  %  60 57 

セメン卜 kg/ni  318 318 

水 kg/ni  191 181 

tJ- 材

砕 石 2伽m 砂手11 と砕石の

海 砂

混 合 25mm 

山 砂

混 府l 商'1 AE減水斉IJ A E減水剤

事情によ っで 、単位水量に大きな差が生じている。

おのずと対策の程度を変えたいところである。

⑥密実で均一なコンクリー 卜打設ができるよう

な配筋とする。壁厚 18cmの関口部廻りに D19以上

を多数配筋するのは遊ける。

拘束型によるひびわれ対策

拘束型の場合、建物の長さが、おおよそ 50m程

度以内にあれば、前述のひびわれ対策のみでほと

んどが目的を透している。ただし、コンクリート

の単位水起が 190 l ぐらいを境にして趨えている

ものには、ひぴわれ幅 0. 2mm前後が散見されてい

る。現在は、単位水量を原則として 185 e以下と

する方向にあるので、逐次、解消されよう。

拘束型で問題なのは、建物の長さが長くなるほ

どひびわれ本数や阪がI回大する傾向が顕著になる

ことである。対策として、多用され好結果を得て

いるのが、流動化剤などによる単位水f誌の減少策

である。流動化では、ベースコンクリートのスラ

ンプを 12cm、流動化後のスラ ンプを 18cmとするの

が一般的である。ここで留意したいのは、砕石と

海砂の組み合わせで、ノ水k セメント比が6ω0%前f後灸の

ときのf刊j

の下音部Eに3粟匹おこし状の豆板が発生しやす〈なると

いう形で現れる。この防止には、水セメント比を

55%以下( 呼ぴ強度で240kg 1cn1以上) とするか、

流動化剤でなく高性能A E 減水剤を使用するのが

よい。言い換えれば、流動化剤使用は呼び強度が

高くなるほど、高性能A E減水剤使用は呼ぴ強度

の値に関係なく、豆板はもとより、ひぴわれに対

し好結果が得られている。

誘発型によるひびわれ対策

誘発型は、拘束型と比較して同等以上の効果が

認められているが、反面、デメリ y トもある。そ

れは、ひぴわれの入った目地内の保護をシールに

頼ること、ひぴわれは白地内のみにとどまらず、

壁体上部の梁までかなり伸長していることなどで

ある。したがって、最優先に誘発型を採用するの

ではなく、っき' に示すような場合としたい。

① 意匠設計上、外壁のコンクリー卜に縦目地を

設けるとき。

② 建物の長さが 100 m前後と長いとき 。

③ コンクリートの単位水量が多いにもかかわら

ず、樋々の情11約から減水策が講じられないとき。

o  1 枚の壁面積は大きいが、間柱を設けたくな '

いとき。

誘発型てる、案外、見落とされているのが、縦目

地の上下端位置での処置である。困地端部から先

の伸長ひぴわれによる弊害を極力回避する処置例

をつぎに示す。

縦目地の下端の例を図- 2 に示す。コンクリー

卜の水平打継位置と縦目地の下端を一致させ、 l

F L とG L の問に縦白地を入れない。縦白地の上

端の例を図- 3 に示す。 (aXbXc) とも、適宜使い分

けられているが、 (a) で、は、パラペット天端に伸長

ひぴわれのみられる場合もある。バルコニー先端

の長い手摺壁の例を図- 4 に示す。(d)では、スラ

図- 2

綴目地下端位

置の処置例

w  ｾ＠ ｾ＠

図- 3 縦目地上端位置の処置伊j

(a)  
(b)  

(c )  (d)  

図- 4 長い手摺壁のひびわれ対策伊j

プに伸長ひびわれのみられることがあるので遊け

た方がよい。

以上のような配慮のもとに誘発型を採用した場

合、ひぴわれに対しきわめて好結果が得られてい

る。

むすび

京阪神地区で一般的に行われているひぴわれ対

策に、その結果のひびわれ状態をフィードパック

させてみたのが本文である。ひぴわれ発生のさま

ざまな要因を考えると、片手落ちの点が随所にあ

ると思うが、お許し願いたい。ひびわれ対策の検

討に幾許かの参考になればと念じている。

( しろたごろう株式会社竹中工務応大阪本底設計部次長)
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コンクリートスチ→レパネル

|  コスパ I  

ホリーから、切らな〈ても切った様に、サイズピッタリの施工ができる

コンパオ、が登場。タテ }jli' J! i i ff ねてスライド調型在、ヨコ方向 li ベ

ニヤの伐材で揃助しますh しかも、質実同IJ 飽なスチール製ながb

釘打ち可能。さらに、 I写き12mmci A米のコンノ叶、t J ，iJ じなのでジョ

イントも出来る、うれしL、竹眉能です二J本版材の長期f史!l lの戸に応

えたニュータイプのコンバネ「コスパ〉、 fキtf! されてテ。ビューで1 ".

一一一一一 一一一一一一 実用新案申蛾済
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用合板の組み合わせ施工も可能。設備関係の配管 応も怠りがない。 コンクリー卜が付必しにくく、 ラプ下の明るい安全な作業床を確保する 。

ヲFをスラプ型枠に貫通させたいときなどのレイ 7 ｾｊ 離材、ケレ ン 等の整備予附 ｬ も極力合理化した仕 コスパの規絡寸法を 下表に示し、その施工方法

ウト上の問題も解消。 また、コスパ本体も鋼製な 械とな っている 。 を上図に示す。

がら軽I止設計で、現場での作業性を損なうことが (5) 釘打ち可能

ない。 コスパの全面に付された欣射線状に広がる長孔

(4) 表面特殊コーテイング加工 により、コスパの付属官11Mとして使用されるダブ

コスパ表面 l立、特殊コーティング加l工カザ画され、 ルヘ γ ド釘の釘打ちが可能。 ダブルヘッド釘を打

その上にピニールテープを貼ることで、コスパ全 つことで、スラプとコスパを同定、解体時の11見青年

面に付された欣射線状の長孔からのコンクリー卜 を防止し、またインサート郊の取り付け、苦 IJ り付

漏れを防ぎ、腐食も防ぐことで、長期使用へのあf けも自由に行える 。 また、長孔からさす陽光はス

「
」施工材料の頁

158  

転用型鋼製床版材

ーコンクリートスチ- ) レパネル

二 階 堂 淳 一

従来、ピルなどの建築物の床版型枠工 Ｉ ｊ ｾ で使用

される床版材( コンクリー卜型枠m合板) は、通

常の使ηI}J 法で転用した場合、 4 - 51りの伝川が

一般的とされている 。 また、コンクリート型枠間

合板を必要とされる梁 ｾｊ 寸法に合わせて切り刻む

など、その作業予開と合板自体の転用効率の怒さ

が長いf Hl指摘されてきたが、 I1可ら有効な対策はと

られていなか った。

また、必近ではコンクリート型枠合板の値上が

りも n立ち、相反してピル建築; 芯要は首相1圏を中

心に、相変わらず活況を呈している 。 こうした状

況下、床版材の転用効率、施工性、経済t' l : に対す

る要望は円ごとに強ま っている 。

こうした状況下、求められる要望に応、える べ く

開発されたのが、コンクリート型枠用合板と変わ

らぬ施工性、汎用性、そして転用効率に優れた能

力を発仰する、転用主l銅製床版材 r C O S P A J

である 。

特長

コスパは以下の特質を有している 。

(1)  スライド工法

床版材として使用されるコ ンクリー卜型枠間合

板を、現均単位で梁内寸法に合わせて切断する予

1mを行くため、コスパ本体を重ね合わせて、必要

梁内、J- 法に対応する、独自のスライド工訟で床版

材の苦11 り付け上発生する残材や、絡工予 IUI を解消。

(2)  5  - 6 倍の転用効率

コスパは鋼製であることから、強度に優れ、太

引材へのじか張りが可能。恨太材として使用され

る鋼管頬や材木の大幅な節減をもたらし、伝mも

30["1程度と、 トータルでの経済的波及効果をもた

らす。

(3)  合板との組み合わせ施工も可能

コスパの厚さは 12 mmと、従来の床版材として使

斤l されるコ ンクリート型枠合板と同寸法で、梁( j ! I J

などの調整材として、コスパとコ ンクリート型枠

〆

84∞ 

J  
L  

吋 「

/ ノ

断面図
断面図

低い階高現場での最適施工例

A 図鉱大 l- -C 図盤大

高い階高現場での最適施工例
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小規模ビル集中管理

システム

小 山 隆 文

防災、通信と分かれて還期されていたが、より先

進的な システムとするには、お互いの管理情報を

密に交換し、総合的にデータを処理する必要があ

る。つまり一体化するのである。監視盤の置かれ

るスペース、および設備費用からしでもメリット

は大きい。 図- 2 に、統合化されたシステムのプ

ロック図を上げる。機器や防災などに関する管理

人と機械の調和で

対象物を一つ( 時によ ってはマルチ) のC P Uによ 効率があがる。

って制御することにより、スムーズ、かつ高度な

関連動作が可能になる 。

火災時の空調機、排煙ファン、ダンパ連動動作

はもちろん、非常照明の点灯、非常放送や決めら

人間にしか

できない。

図- 3 ビル管理内容

れた連絡先への通報をも自動化される 。テ ナント また、管理技術者の不足から、優秀な管理技術者

の出入管理においては、各自のI Dカードにで通用 がなかなか得られないとのこともあり、機械化に

インテリジェントピル建築は、大規模ピルに限 扉を開閉することにより、そのテナントのエリア 頼るところが多くなってきた ( 図- 3)。たとえば、

ったことではなく、小規模ピルといえども取り入 および共用部の照明、空調、エレベータが連動す 夜間の機械瞥備は常識化してきた。さらに最近で

れていかなけ ればならない時代となりつつある。 る。つまり最初の入貧富者に合わせ、各設備が無駄 は、警備はもちろん、ピルの設備、環境測定、保

オーナーはピルのセールスポイントとしてインテ なくアクセスされるのである 。夜は全員の退出を 守、点検をも含めたいわゆるピル管理をまとめて

リジェントシステムを前面に押し出し、大いに宣 システムが確認すれば、待機していた防犯システ 委託するシステムが急速に普及しつつある。

伝する。今や「インテリジエント」はピルイメー ムが作動。監視体制に入る。 米国ではすでに1970年頃から B OSS (Buil di ng  

ジを限りなく広げる言葉であり、ピルの大小を問 この程度のことは小規模ピルでも十分に実現が Operati on Support Servi ce) と呼ばれる広域ピル

わず、この言葉にかける期待は大きい。 可能と考えられる。 管理ビジネスが本格的に展開され、すでに数多く

集中管理システム 1; 1 : インテリジェントシステム ・r ー←=-----・ 小規模ピルでは管理 の都市で実績を上げている。わが国でも、図一 2

の中心的存在であるが、高度な設備や機能を片っ ・・ E型唖・・ 項目もそれほど多く のような基本システムにでサービスがなされつつ

端から取り込めば良いというものではない。建物 .  瞳瞳圃・・ なく、技術的にも操 ある。とくに小規模ピルのオーナーは、管理に不

の規模、予算、使用目的など、利用者側の価値判 園 田 富 畠 園 田 作の点からも統合化 慣れなことが多く、 BOS S は非常に有効な方法と

断に基づいて設計することが当然必要となる 。小

規模ピルは利用者が少なく、使い勝手からしでも

オフィス、一般底舗、あるいは診療所、学習塾な

ど、限定された業績を想定して建築されることか

ら、システムの管理機能を選定することはさらに

重要とな る。費用の面からも高価なオールマイテ

ィ設備はおのずと受け入れにくい。機能の絞り込

みも必要ではあるが、逆に、管理規模カ叶、さいこ

とを有利に展開させ、大規模ピルでは実現不可能

なことを可能にできるシステムづくりもあるので

はないだろうか。そのあたりに焦点を置き、小規

模ピルに適した集中管理システムとして、以下、

統合化と無人化について述べる 。 (図一 1)  

統合化

つ
無人化

イルテリジエント

管理システム

図- 1

統合化

従来のピル管理 システムは、空調、電気、防犯、

管理センヲー側

しやすいであろう。 思われる。質問の面

人の手聞を省きなが から見ても、 図- 4

ら利用者へのサーピ の試算例のように、

スと安全、さらにピ 管理を委託するこ占

ルイメージを向上さ で、管理貨を極端に

せることに、オーナ 抑えることができる。

一一一一一

ーの強いニーズがあ

る。

写真一 1 は防災と

機椋管理を統合化し

写真一1 小規機向け監視鐙

た、小規模ピル向けの監視量産である。

無人化

法規上、床面積3000m' 以下のピルについては、

環境測定の報告を必要としないため、専門技術者

は常駐しなくともよい。また大規模ピルのように、

一般外来者の受付業務もほとんど不要と思われる。

つまり小規模ピルでは管理者を鐙かない無入管理

が機械化、および巡回サービスにで可能となる。

今日、管理ままの中で最も高いのは人件費である。

リモートピル側

d  ' H- ｾＮＺｊＮｾｾ， Ｑ＠ ｾ＠ ￭ｕｈｾ＠ 1  

l  J  K、、 直 司

| 倫ー セ ン ヲ ー 占 竺 日 I  i  日 4 - E E

ヲー |←一一間f 翌 日+E B i - E

川 | 一

図- 2 総合運転管理 システム構成概念図
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以上のように遠隔

集中管理による無人

化は、

(1)  24時間管理

(2) 管理の専門化

(3) 管理の効率化

などが図られ、オー

ナーの負担を極力少

なくする。

A  一 曲 管 埋 聾 摘

( 管 理 計 岨 ・ 開 業 棚 告 )

. 町 伸 成 間 隔 官 公 庁 帯 に

H する p 輯 お よ び 事 務

B: 平 日 昼 間 運 転 監 悦 聾 摘

( mg圃 給 排 水 位 情1

町 掛 作 ・監世 紀 砧 ノ

おわりに

図- 4

管理サービス

による年間管

理資例

人無

m

 

は

m

a
u
マ

来

人

従

3

C  平 日 昼 間 日 常 温 叫 点 楠 聾 揖

( m・空同 船 排 水 川 )

の 巡 班 点 楠

D  平 日 曜 間 車 椅

( 必 要 段 飾 的 運 転 監 悦 作 車 )

E : 体 口 車 碕

( 必 罫 殺 傷 的 運 転 監 悦11'1健}

x ・サーピス' 1 1 ' 理費用

小規模ピルの管理 システ ムはどうある べき か。

その答えはテナン卜を含めたユーザーから聞かれ

るニーズにほかならない。また設計技術者は、そ

のニーズを良くかみ砕き、広い意味での、、時代の

流れ仰を見極め、それとうまくマッチングさせな

がら創造していくことが必要となる。単にハイテ

ク化や合理化だけを目指したピルではなく、人と

人とのコミュニケーションを尊重し、より便利で

明るい空間をつく っていくことが、いつの時代で

も建築に携わる人の課題ではないだろうか。

私もその一人として、常にあらゆる方面の' 情報

を吸収し、さまざまな人の立場に立ってシステム

を眺め、柔軟な考え方を持って設計に臨みたい。

( こやまたかふみ 山武ハヰウエル株式会社ピルシステム事業師)
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日本開発銀行の新融資制度 2 件 の 紹 介

このたび、大阪府建築部を通じて新融資制度の 身体障害者の利用を配慮した建築計画に基づき建

実施要領を入手しましたので紹介します。なお、 築される公共的色彩の強い民間建築物であ っで、

詳細及びお申込み手続きなどに関しては、建築基 次の各号の要件を満たすものをいう 。

準法の特定行政庁にお問いあわせ下さい。当協会 (1) 用 途

事務局にも問告IJ J . t の舎類様式、参考資料がありま 日常生活に欠くことのできないもの、文化的

すのでお申し出下さい。 生活を享受するために一般的に利用されている

もの等以下に掲げる公共性の高い用途に供する

産業技術復興資金( 新建築技術振興) 融資実施要領

建築物で、不特定多数の人々の利用に供するも 岡慶ピル

1  . 目 的 の( 建築物の一部を以下に掲げる用途に供する ※ この時のみ、講師を囲んでパーティを予

日本開発銀行による産業技術振興資金( 新建築

技術振興) 融資は創造性に富む先駆的な建築技術

の開発とこれを用いたf知直な建築空間、高度な機

能等を備えた民間建築物( 以下「優良モデル建築

物」という) の建設を促進し、建築技術の発展と

良質な建築ストックの整備に資するため、その所

婆資金を、長期 ・低利かつ円滑に供給することを

目的とする 。

場合を含む) 定。( パーティ参加料 1000円)

①医療施設( 病院、診療所等) ところ 山西福祉記念会館 3 F ホール

② 文化施設( 図舎館、美術館、博物館、劇場 ( 大阪市北区神山町11ー 12 T  E  L  06 

2. 新建築技術

この実施要領において 、新建築技術とは、創造

性に富む先駆的な建築技術で、次の各号の要件を

i荷たすものをいう。

(1) ↑ 知直な建築空間、高度な機能等を備えた建築

物を実現する建築技術、文はコストの著しい低

減をもたらす建築技術であること 。

(2) 同一、又は類似の建築技術が圏内で他の者に

より既に企業化されていないこと。ただし、類

似の技術であっても、既存の技術水準を著しく

超える等、独創性が認められるものについては、

この限りでない。

3. 融資の対象事業

映函館、会議 - 研修施設等)

③ スポーツ施設( 体育館、プール等)

@  商業施設( デパート、スーパーマーケット、

ショッピングセンタ一、食堂等)

⑤ 業務施設( 事務所、銀行等)

⑥ 宿 泊 施 設 ( ホ テ ル 等 )

⑦ 交通施設( 駅ピル等)

③ その他特に公共性の高い用途

(2) 建築計画

「身体障害者の利用を配慮した建築設計標高高

( 監修建設省住宅局建築指湧謀、編集 ・発行( 鉛

日本建築士会連合会)J に基づき、身体隊害者の

ための計画上・設備上の配慮がなされている建

築物。

3. 融資の対象事業

身体障害者対応建築物を新築し、又は既存建築

物を憎築、改築等により身体隊害者対応建築物と

する事業。

(1) 新技術企業化( 優良モデル建築物建設) 4 . 融資の条件

新建築技術を用いて行われる建築物の建設 (1) 融資比率

(2) 企業化開発 日 本 開 発 銀 行 融 資 対 象 事 業 費 の40%

新建築技術の実証のための研究開発 程度

(3) 研究施設整備 北海道東北開発公庫 融資対象事業貨の70%

新建築技術の基礎研究及び応用研究に必要不 程度

可欠な研究施設の整備 (2) 償還期間

4  融資の条件 25年以内( うち据鐙き 5 年以内)

(1) 融資比率 融資対象事業費の50%程度

(2) 償還期間 25年以内( うち据鐙き 5年以内)

出江寛建築セミナー

身体障害者対応建築物盤備促進事業融資実絡要領

- 315- 1688)  

申込み 主催 ヤマハ家具ショップダイ卜ー

干573 枚方市岡東町18- 21 枚方三和ピ

ル 6 F

T  E  L  0720- 41- 6000代

1988年 5 月7 日U: J 申込み締切

ノーマン・フォスター建築展

と講演会

セイ ンズベリー・センヲー

. it 築展

線型、図面、 ドローイング、写其などによる現

在までの設計活動の展示、マルチスクリーンを利

用した映像紹介。

と き 1988年 5 月20日( i ) - 6 月13日間

AM10: 00- PM6・。。

ところ センチュリ一文化センター

( 東京都新宿区矢来町77 T  E  L  03一

268- 1100)  

主 催 セ ン チ ュ リ 一 文 化 財 団

l 目 的 伝統美と現代感覚を具現化した出江寛氏の建築 フォスターアソシェイツ

日本開発銀行及び北海道東北開発公庫による身 哲学をテーマにした議演会がrm催される 。 .oa請書会

F  体障害者対応、建築物整備促進事業融資は、身体障 ( 入場無料) テーマ ノーマン・フォスター近作を諮る

害者の利用を配慮した建築計画に基づく公共的色 ・講演内容及び日時 と き 1988年 5 月18 日休: ) PM6: 30- 9:00 

彩の強い民間の建築物の整備を促進し、身体障害 Vol  1. 1988年 5 月17日ωPM7 : 0 0 - PM9 : 0 0
ところ 述築会館ホール( 東京都港区芝 5 - 2 6

者の社会参加を容易にすることに寄与するため、 テーマ「建築デザインへのアプローチ」
20 T  E  L  03- 456- 2051)  

その所要の資金を長期 ・低利かつ円滑に供給する Vol  2. 1988年 6 月9 臼(木:) P M7・00- PM9: 00
定 員 350名、入場無料

ことを目的とする。 テーマ「勝つためのコンペディスカッシ 申込み 日本建築学会( 干 108 東京都港区芝 5 -

2. 身体障害者対応建築物 ョン」 2 6 - 2 0 T  E  L 03- 456- 2051) に4

この実施要領において、身体隊害者対応建築物 Vo13. 日時未定 月30日( 消印有効) まで、に往復ハガキで・。

とは、身体障害者の社会参加を容易にするため、 テーマ「伝統に学ぶ現代建築」

雄第と社会/ 1988年 4 月号 93 
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i Comput er  Gr aphi cs  Os ak a  ' 88J 開 催

(社) 日本能率協会主催のコ ンピュータ ・グラフ

ィックスの展示会及びシンポジウムが「知的コン

ヒ. ュータ・グラフィックスによる、明日の産業と

生前へのアプローチ」を基本テーマに催される。

とくに、今回は、グラフイ γ クシステムをけ1心

とする C G応用分野ハード ・ソフトの展示のほか

アメリカで需要が伸びているデスクトッフパブリ

ッシングシステムの展示実演が予定されている。

スケジュール、テーマ及び詳細は下記へ

( 社) 日本能率協会関西事業本部 J M A マネジメ

ントスクールまで

干 541 大阪市東区安土町 2 - 3 0 大阪国際ピル

T  E  L  06- 261ー 7151

・展示会

と き 昭 和63年 6 月 1 日( 利- 6 月4 口ω

ところ 大阪城ホール( 大阪市東区)

内 務 .  C A E / C A D/ C A M機器システム

- グラフイツクシステム

- 分散処理システム ( EWS )

・グラフィック関連入出力機器

.  AI  . エキスパートシステム

- 画像処理機器・システム

入場料 1. 500円

・シンポ ジウム

と き 昭 和63年 6 月 1 円( 泳: ) - 6  Jl 3 日幽

ところ 大阪国際交流センター

( 大阪市天ヱ寺区上本町)

内 容 6 月 l 口( 水) r人工知能とロポット」

大 阪 大 学 教 段 辻 三 郎 ほ か

6 月 2 日( 本) 都市から住宅までの快適空

間を創造する C A D / C Gほか

6  FI  3 日幽 C A Eの活用l J J : 例ほか

フランス・ハルスと

17世紀オランダ絵画の黄金期展

オランダ絵画の黄金期といえる 16世紀から 17世

車己にかけてのフランス ・ハルスの作品を中心とし

た絵画展が万博記念公園の中の国立国際美術館で

聞かれている。

と き 昭 和 田 年 3 月19 日ω - 5 月15日( n)

ところ 国立国際美術館

( 大阪府吹田市 万博記念公園内 T E  

L  06- 876- 2481)  

入 場 料 当 日 一 般 1. 000円 高 ・大生 700円

小・中学生 300円

国際ガラス工芸展 ' 88

「ガラスの続きにみる美と創造」をテーマに第

31ul 日の「国際ガラス工芸展. 88J が金沢市でこ

のほど開催される。

世界22 ヶ国より約 400 点のガラス工芸作品が出

展され、伝統的な技術の粋、前術的なモダニズム

などガラス美術のすばらしさが楽しめる。

と き 昭 和63年 5 月 1 日( 日) - 5 月 5 日( 本)

ところ 石川県産業展示館 3 号館

( 金沢市袋白阿193)

- グラフィックアプリケーション( マ γ 入上場料 当日大人 500門 小学生 300円

ピング、ビジネスグラフイツク) ハールレムの盈パフォー教会の内部. J . A . ベルヲヘイデ作

企画: 日本建築協会

建築技術選書 〈特装版〉

外壁? 冒涜

飯塚五郎蔵著

8 5判. 192頁・定価3300円

. 内容紹介

1. 外壁の系稽 住の家と壁の家/ 外壁の造り

かた/ 其壁と大壁/ 外壁仕上の昭和史

2. 積む壁 煉瓦の壁/ 石造の壁/ 各種プロッ

Ｗｾ まＯ校倉の壁

3. 塗る壁 日本壁/ 西洋左官術/ モルタル塗

/ 外壁仕上げ塗工

4.  ｾる壁 木造板張/ 家業系防火サイディン

グ/ 金属板外壁

5. 貼る壁 タイル貼/ : 煉瓦タイルと煉瓦貼/

ガラスのタイル/ 石鮎

6. カーテンウオールとパネル 金属カーテン

ウオール/ ガラスのカーテンウオール / P C

および A L C張壁/ プラスチックのカーテン

ウオール/ サンドイツチノ f ネル

あ ら ゆ る 建 物 の デ ザ イ ン を 決 定 づ け る

外 壁 仕 上 げ. そ の 成 否 に よ って ， 外 観

が 良 く も 悪 く も な り ， 耐 久 性 も 左 右 さ

れ る . 外 壁 仕 上 げ の 実 情 を 整 理 し 確 か

.  " 可 ・ｾｾ 7 . 迷い と決断一一賢者の選択 塗り壁か乾式

な 情 報 と 知 識 が 得 ら れ る よ う に ， い ろ 一 一 民才ｾモう 壁か/ 外壁仕上げの満足度とクレーム/ 外壁

い ろ な 材 料 や 部 品 の 専 門 書 や カ タ ロ グ F弓f . 5二弓三割 の耐周年限

に あ る 知 り た い 部 分 だ け を 収 集 し た F " ' 9 同= 呈司コ ー 』 ー ー ー

最 も 適 切 な 材 料 決 定 の た め の 指 針 を 示 国=コマ「片ヰ1 ・咽r ・ーー .._J11・・・ ・... L .  

し た す ぐ 叩 つ 材 料 構 法 の 実 用 書 白出唱 4 ・〒 " 1' 1 I  I  ｾ＠ 目、

最適な材料選択の決め手 ! v - v  v  v  v  v ・

〈目録進呈〉 6 学芸出版社

干600 入

94 極集と社会/ 19飽 年 4 月号

電
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日本建築協会

会員の声

一会員 アンケートの

意見より -

- 昨年 3 月に実絡した創立70周年記念アンケートの集

計概要は、前月号で報告しましたが、集計に表せない

記述意見を紹介いたします。内容別分類をせずにアト

ランダムに列記しましたので、ご覧になりにくいかと

思いますが、ご了承願います。

. なお、ご覧いただいて、さらにご意見等を事寄せてい

ただき、紙上討論として発展すれば幸いと願っており

ます。( 事務局)

圃協会の活動

・もっと儲かる、魅力のある、役に立つ事業を行う。

・協会のあり方を考え直し、関係団体を一本化し、よ

り充実した建築家集団を作り、会員メ 1) 'J トを出すよ

うにする。

・会の速記・のための会でなく、会員のための会である

ことを望む。

・建築家集団として行政に対処すべきである 。

- 本会の存在をも っと 広〈知 って もらうようにする 。

・会員、会. Q外の区月IJ を厳格に適用し、会. t : 1 のメリッ

卜を出す。

・近畿中心でなく、地方都市での行事もやり、若手を

集める 。

・海外旅行を実施する 。

・見学会(含海外ツアー) 、出版、講習会等活発な企画

を多〈。

・シンポジウム、 研究会、出版等を強化し、研究会へ

の緩助、研究グループの組織化を行う。企画、運営を

若い人の手で。

・対外的アピールが不足。

. 企業入会を促進する。

・会誌で関心の高いテー 7 を特集し、それをテキス卜

に使つての講演会、講習会を各地で! 制緩する。

- 他団体と震観した人が運営に当た ってお り、独自カ

ラーが出ない。若い情熱をもっと取り入れる。

・ハイクラス会員と一般会只のゼミナールをやり、会

風を出す。

・京音s御所見学講習会のような行事を行う。

・建築クラブとの協同、交流( クラプのスピーカーめ

活用) を。協会内部に溌測さがない。

・希望者は全只参加できるような運営を。

. 支部の強化を図る。

・建築図舎の害IJ 引販売。見学会の回数地加( 土眼目) 、

マスコミを利用して会只I世加を。

・ろうあ者( 身陣者) の会員懇談会を。

. 他地域の情報がほしい。

・講演会と併行して、他事務所の仕事( 図面、様型等)

を紹介する。

・行事は土蹴日午後、日曜日に行う。

. 若い会員の作品発表など交流の場をもっ。

・年に何回かは地方、各地域での行事を。

・アーテイスト、ヂザイナーをとり込んで、住環境の

提案を行う 。

・若い会民を噌やし、活性化を図る。

. 0 0スクールのような小さな会を催す。

・会員の作品表彰、設計コンペ主ど会只メリットのあ

る事業を。

・ 行事参加ｾが高い。日時が参加しにくい。

. 建築家以外の分野にも活動範囲を拡げる 。

- 趣味のサークル活動を。 I ・若い人向きの見学会、講演会を。

・長期的に取り組む事業を行って、一般にアピールを。 | ・本部と支部の交流を。

若い会員を。

. 1也団体と同じようなものでなく、強烈な独自性を。

・会員t哲を。一般へ「建築と社会」化を働きかける。

外国人との交流、外国人会員の募集を。

・行事は土PYI l 日の午後に。

・講演、講習、見学会などは他団体との企画調護を。

・建築空間の快適性を追求する研究( 断熱、防露、換

気、防音、室内音響) 、情報を提供する催しを。

- 外国の新建築などを紹介する会を。

・他団体と鋭合しない写真、焼物、絵画、彫刻の創作、

や観賞などのカルチャー講座を。教育的事業、会長名

簿は他団体と共同で。

・在庫の内外誌、空F事器、論文のリスト化と公表、関覧

制度を。

・地方会員にも参加意欲が出る事業を。

・会の役員等が職滅的に偏りがある。会員構成に応じ

た害IJ 合にする。

- 地域開発、今後の変貌への対応知識、将来のt也減経

済圏のあり方など会員が今求めているニーズに対応す

る事業を。会館、博物館、インテリジェン 卜ピル、大

声見様再開発、個性あるデザインの建物などを調査し発

表する。

・会員サーピスと対外的呼びかけを。兄学会などは会

員外にも呼びかける。現行事業の密度を高め、本部、

支部の速けいを深める事業をt曽やす。

・四会連合の契約約款を販売するだけでなく、トラプ

ルの事例研究、判例などの講演・講習会を。

- 不動産、建築販売業界にも働きかける 。

・新建築、総設、船舶、車輔、官公庁、地方都市など

広範囲に数多く見学会を開く。日帰りのほかに 1 泊、

2 泊のものも 。

・関係団体が多い中では、協会は建築クラブ的な方向

しかないのではないか。

・海外建築家との情報交検、海外視察を。

・作品展を積極的に行う。

.  ! 也械に密着した活動を展開する 。

・インテリジェントピルについて分かりやすい説明会

等を。

・団体が多い。行事を。地方での行事を。

. 団体の統合にイニシアチプをとる。

・若い会員を積極的に入会させる 。

・役員、事業ともにマンネリ化している。若手が活躍

できる織を。

・行事への会員参加賀をもっと安〈 。

・専門団体にない企画( 事業) を。

・会a作品や会への貢献度による表彰を。

. 見学会をも っとユニークなものに。

- 見学会、講習会を多く。

- 支部単位の行事を。

・地方の ことを考えた行事や、役員を。

・行事や会w曽強についての支部活動への支援を。

. 催しはできるだけ休日に。

・建材、工法に関する講習会を。

- 設計、企画グループの活動が低調。互いに知り合う

会からでも始めたら。

. 特色ある講習会を。

. 30歳台までの会員による他事務所との交流の機会を。

・海外ツアー、建築家個展を。

- 出版事業に期待する。

- 団体が多く、行事も特色がない。会員メリ ッ卜がな

し、。

- 活動を活発に。

・世間が注目する建物の見学会は、回数と定員のt曽を。

・有力教授に会誌を贈呈し、学生会員の獲得を。

・役員にもっと積極的、建設的な人を。

・兄学会、講演会( 施工材料の研修) を大いにやる 。

. 若手の事業参加が少ない。若手による事業企画を( 見

学、懇親会、レクリエーションなど) 。

- 後発団体にない歴史の重みを大切に、ユニークな協

会に。

- 若人( 青年) のための企画を。運営に若い人を。

. 地方会員が寄与できるような活動方法を 。

- 事務局の立地を活かし、サロン的施設、設備の充実

を。

・若い人に関心を持ってもらえるものを。

. 地方でも講習会などを行う。

・毎年、一般向けのコンペを開催する。

. 東京での催し物を。

・職域別、年齢別に会員グループを組織化し、身近に

情報交換ができる場を。

t紙面白欄l告により、会1ま「建築と社会J に対するご意見は 5 月号に1

¥#:1縦 します。 }

編 集 後 記 メ モ ( 事務局だより) ， 川 川 …

. 4 月、新しい年度の始まり、新学期を 9 月から

にとか、政府の年度も 9 月から 8 月までとし、通

常国会の年末年始を休みとする無駄を省けなど議

論が多いが、永い聞のしきたりは、改革論の前進

を阻んでいるようです。

・本会も 2 月24日の総会、 3 月23 日の評議員会で、

新年度の評議員、正副会長、理事、監事など役員

体需11 を獲え、 63年度事業計画、予算の決定をみま

した。昨年度は本会創立70周年を迎え、各種の記

念事業を実施し、いずれも所期の成果を収めるこ

とができました。大正「住宅改造博覧会の夢」展

が年度をまたがり、 5 月29日まで開催すること。

同展関連資料集「住宅近代化への歩みと日本建築

協会」の発行と住まいの絵本「なっちゃんのたん

じようぴ」の発行が本年度事業にずれ込みました

が、これも近く上梓の予定です。

・昨年 3 月に会員の皆さんのご協力をえて実施し

ましたアンケートについて、具体的な皆さんのご

意見を掲載しました。協会あるいは事務局に対す

る痛烈な批判もありましたが、本会の前進発展の

きっかけにもなれば幸いと、敢えて皆さんにご紹

介しました。

・会員アンケートのご意見にもありましたが、「協

会所蔵の内外誌、書籍のリスト化と公表、閲覧制

度を」に沿って、本年度事業計画に「各種手持ち

資料の公開」が取り上げられました。公開閲覧制

度 に は 、 資 料 の 修 理 整 理 、 公 開 の 方 法 、 利 用 料

金など準備すべき事項が多くあります。手始めに、

本会議関誌「建築と社会」の整理、修理、リスト

化に取りかかっていますが、次号から、創刊号か

ら号を追って全日次を皆さんにご紹介します。

・ 目次を眺めているだけで、当時の協会の活力を

感じますし、初代会長片岡安氏の「遷都論J r東

京大改造論」などは、現在のテーマ? と錯覚しそ

うなテーマであり、歴史は繰り返すんだなあと、

かえって、時代の流れを感じます。皆さんの調査、

- 日本建築学会とは違った研究等の発表会や報告会が | 研究に役立てていただければ幸いに思います。

あってもよい。設計、施工のオープン化のため。 I ( 松田至弘記)

建築と社会/ 1988年 4 月号 95 



日本建築協会

月間の動き

昭和63年 2 月分

通 常 総

....，与

つE

24日 2 時10分- 20分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か20名

議 事 (1)監 事 1 名選挙の件

(2) 本部所属評議員 24名選挙の件

ＨＳ Ｉｦｾ員重任承認の件

理 耳慎
A. .  

コE

定例理事会

24日 O時半- 2 時 5分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か17名

議事 (1)昭和62年度収支決算見込の件

(2) 昭和63年度事業計画並びに収支予算原案

検討の件

(3) 会員増強に関する件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

(6) 支部事業活性化の件

編 集 委 員 会

中国支部特集編集委員会

2 日 1 時半 - 4 時 於 広 島 県 庁

出 席 者 平 本 委 員 長 ほ か 7 名

議事 (1)特集関連作品掲載交渉状況報告

(2) 巻頭座談会日程

(3) 本文特集の企画

(4)次回会議開催

第 3 団法令分科会

3 日 2 時 - 3 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 中島幹事ほか 2 名

議 事 (1) r法令コーナー」の企画

(2) r用語解説コーナー」の件

(3) 最近の建築界の動き

作品作風小委員会

3 日 5 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高瀬副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 最近の掲載状況・予定の報告

(2)新建築調査表の選定

(3)r Gal l er YJ の内容報告と今後の検討

第 3 回建築計画分科会

10日 6 時 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 加藤晃規制まか 7 名

議 事 (1) 特集企画検討

(2)委員増員の件

第11 回編集委員会

12日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席 者 上回委員長代行ほか 6 名

議事 (1)  2 月号「軟弱地盤と基礎」特集経過報告

2 月号「東海」特集経過報告

( 2) 3 月号「設備における LCCとリフレッシ

96 建築と社会/ 19回年 4 月号

ユ」特集経過報告

( 3) 4 月号「建物の外装リフレッシュ」特集

の企画

(4) 5 月号以降の特集企画

(5) 各小委員会 ・分科会からの報告

(6) 委員の交代の件

(7) 収支状況報告

第10団施工材料分科会

17日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 山団幹事、水口委員

議事 (1)63年 4 月号「建物の外装リフレ γ シユ」

特集経過報告

(2)r施工材料の頁」の企画

(3) 10月号「共同住宅のリフレ γ シユ」特集

企画

(4) 次年度施工材料分科会の構成

第 6 回設備分科会

18日 4 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 間中幹事ほか 2 名

議事 63年 7 月号 r21世紀への照明」特集の企画

役稿欄小委員会

18日 6 時 - 7 時半

於 京 都 ・都ホテル会議室

出 席 者 地t拘l副委員長ほか 6 名

議事( l ) rアンケート」の集計と掲載方法の検討

(2) シリーズ企画の掲載予定

第10固広告企画小委員会

23日 411寺- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1) 2月号「軟弱地盤と基礎」特集広告収入

報告

2 月号「東海支部」特集広告収入報告

(2) 3月号「設備における L CCとリフレ y シ

ユ」特集広告経過報告

3 月号「東畑建築事務所創立55周年記念

作品経歴」広告経過報告

( 3) 4 月号「建物の外装リフレッシュ」特集

広告経過報告

(4)62年11月号 - 6 3年 1 月号収支分析報告

「中国支部」特集第 5 回編集委員会

24日 10日寺半 - 121時

於 広 島 県 民 文 化 セ ン タ ー

出 席 者 平 本 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 (1) 特集関連作品掲載交渉状況報告

(2)特集内容の企画

(3)座談会準備について

事 業 委 員 会

第 2 回教室分科会

18日 6 時 - 811寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 ・川村幹事ほか 2 名

議 事 (1) 教室分科会今後の企画

(2)63年度委員の編成について

教 育 委 員 会

工高生教育小委員会(2)

16日 41侍- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 中野副委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 第33回工高生デザインコンクールの実施

報告

(2) 第34図工高生デザインコンクール

工高生教育小委員会(3)

23日 5 時15分 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 中野副委員長ほか 5 名

議 事 第34回工高生デザインコンクール

建 材 委 員 会

10日 311キ半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か14名

材料説明 : フロールボンド/ 担当 : 松本委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員 会

17日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 5 名

議事( 1 ) < プロのノウハウ〉と持装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

設備トラブル研究会

16日 6時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 野 茂 委 員 ほ か 6 名

議 事 発 行 企 画 検 討

見 学

. 6.  

:z. 

都ホテル新宴会場

27日 2 時 - 4 時 於 京 都

参加者 64名

講 師 三 校 治氏・園部達夫氏/ 都ホテル

小川弘之氏/ 村里子 ・森建築事務所

入江 修氏/ 大林・大日本 ・藤 木J V工事長

Y  

建 築 ク ラ ブ

朝食会

9 日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

演 題 「高麗青磁復元の歩み」

講 師 谷 通 商 脚 社 長 谷 敏 滋 氏

出席者 60名

貝 塚 半 田 住 宅 再 生 委 員 会

1 日 21時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 実藤幹事長ほか24名

議事 (1) 貝塚市の住宅 - まちづくりのあり方

(2) 貝塚市の公営住宅のあり方

17日 2 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 巽 委 員 長 ほ か23名

議事 (1)貝塚市の住宅 ・まちづくり及び公営住宅

のあり方

(2) 半団住宅及び周辺の現況と再生の考え方

2 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 4 社〕

システム工業側 ショーボンド建設附大阪支底

新日本空調制大阪支庖 嗣婆佐羅建築工房

〔個人会員 16名〕

安 達 邦 洋

( フジタ工章)

森 総-al l

( 倉敷紡績)

隊 閤彬

池 崎 寿 明

(池崎mt 事務所}

山 浦 一 郎

( 五洋建設)

i苔 J'U*

杢 千秋

( 東急速設)

陳 鵬欽

井 内 恭 夫

(怯村組)

徳丸 陽

( 1色村組)

旧畑 弘

( 口建設計)

伊 藤 武 彦

{松村組)

登 村 寿 人

(松 村 組)

和 田 勝 安

(11建設. ! t )

小里子 雅 義

(位村組)

林 由雄

(松村組)



企画: 日本建築協会

〈特装版〉建築技術選書

¥の¥康診臨R院主ヨ|

8 5判. 160頁( カラー48頁〉・定価3800円

複雑化する設備の最適化を生む実践の書

牧 野 茂 著

“ トラブル" や“ クレーム" の芽をつみ，あらゆ

る機器の最適化をはかることがいかに得か P

電気設備，空調設備，ピル管理設備はもとより配管

系を含め，ますます複雑化しつつある，あらゆる建

築設備を， トータルな立場から診断し ，その運転や

保守の最適化 によるコス トの削減 を実現する. 診断

のカラー写真とともに ，診断 に役立つ資料 も収録.

設備 を制することが求めら れる 時代の絶好 の技術

〈診断実例カラー写真)

・小型空調告書のクレーム

・配管の腐食と耳眠気消費.

・冷熱源重量備，台数制御・容量

制御のI ! J き

・変風・方式空調音量の運転状態

・変電叡備の診断

・電動 ＱＱ 類の ｾ 断

・冷熱源 富 貴備の ｾ 断

・配管系のt雪断

・空調器のt宰断

・小型空調器の彩断 ほ か

建築設備のできるまで

建築設備の健康診断

建築設備とは

気設備の診断

空調設備の診断 l ー冷熱源設備の診断

空調設備の診断 2 ー配管系機能診断

空調設備の診断 3 ー空調器の診断

空調設備の診断 4 一小型空調器の診断

これからのピル管理設備

放隊予知と巽常覧視法

配管腐食の測定一管内水腐食速度の測定

資料編
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6 学芸出版社
〈目録進呈〉

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニJ nCS A Ｈ膨張性 ｩｦ ｾ 和材 Ｉ コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収納 村 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ ｊｮ 守ＧＺｊＭ子 ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ建設 ､ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
- TニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nI I OOO(製品用超高度出和村 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に
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式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

， 

/ 本 社コト

式

社

稼

. d.  

: o 

--
ネ土

ふ

玄式株産物洋光

TEL  滋賀 ・守山 ( 0775) 8 3- 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  阪 ( 0 6)  T E L  

97 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
ぷ〉、

ヱミ
社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 クト クピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3 

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4 

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 ( 電話811-3610)

テトカッパー防水

・;護者iと祭器f f j 1 2 Z ? ?

カッパー防水帯

奥山化工業株式舎枇

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター椋式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東京・倹浜・盛岡・仙台・水戸・静岡・岡崎・名古屋 ・富 山 ・大 津 ・京都・神戸・広島 ・高 松 ・福岡他全 国 主 要 都 市

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩ 諮 川 岸 窯 業 商 庖

本 ヰ土

天 理 営 業 所

<!i!>550 大阪市州 1><: 州本 町 l ー 13- 33

電 結 大 阪 06( 532) 代0461 e550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

⑮日本写植印刷株式会社

あ ; =

? I 叩

ゆこ_?5.

急百L f
根ご4 謹一手

工且 区 ス

98 

代表取締役
神 田 者日 義

本 社

日本写植セ ンヲ一

連山写舗センヲー

沖縄写植セ ンヲー

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7うー30 . 06 似) 6 ) 1111代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 官 仮泊2 ロ6) 4371 

〒708 津山市大手町8番5号傾範底会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

干筑泊荷風原村嫌嫌 沖縄印刷団地 雷伐潟8 (55)  61∞ 

ま株雪禁

キ目子f: 工- -

言員 三: ? 旦よ上

は云 吾 66

社 三一五
1  号六四

司



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ 郡 朝 日Z 業 社

本 社東京都港区浜松田T 1 ・25・ 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 ( 302) 2  2  7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 . . J t . 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛岡・ 愉 浜 ・紛岡・京都・神 戸

震 災 羽 汚 禁 処 童 設 計 施 工

F  

φ 語 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 U  庸 平

大 阪 市 北 区 角 山 田J 2 欝 15 号 電 話 大 阪372局7151刊

京郎市東山区大府! 大路正面上ル電話京都561局4944目。

神戸市中央区下山手通 6 - 2 - 8 包 括 神 戸341局 5 8 9 2

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・D ヲイヲシ械式会社

*I ! i 大阪志社 〒 550 大 阪 市 阿11(i ' [1 ，岨 1J i J 9品25 ｾ［＠ 唯肱( 師1441-8231

東 京 本 社 〒 104 l I ! 京都中央1>( 鋭 時2 J ' ( 12品17;; 電 話 (031535-5251

宜 社 名 古 川 ー 岡 田l

宜 底札帆仙台・開山. } . : ，f ( . r. 焼 ・foJl ll" {J):，/( 神ドー R Pl! 凶111' 広島・

『出怯・偽ｾ

営健所帯，) . ; ・1拍館，'1両 快 川 信 基l哨・ 11I Jfj ! . j是J f 師陣1'  fllll '  j( t ・1); 111 ・

繍Ｉｾ ， ，O(/a! '  ｡ｗ ，・松 ＱＱｊｯ ，ＺＧｲＮ知北九州脱児ＮＡｾ邦崩

出 l. 所 岨I111 ・福島. tn，I '  u t ' ，品・長崎山崎

海 外 支 底 ン ノ ガ ボ ー ル * ン コ ノ ・ λ ' ) 7 " " カ

被 術 研 究 所 〒 354 ｊｾ＠ ｅｾ 県人間 ｉ ｉｉｉｬ :  yi 町}，: ，?，ft ，k Jt 390 ifl' J也 屯 JO¥(0492) 路 1511

空気調布l設備 / ' X" ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 [ / 冨、 l 水 処 理 施 設

屯 気 設 備 マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支1，1; 1圭

(1 谷71' 1 二

繍 他久治

大阪支底 大阪市Ｊ灰ｾｴｩＮ兵 Ｒ - 22 ｾＱｭｩ ＰＶ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＳＰＷＱ ＨＨ｜ＧＺￆ＠

本 庖 点) j t 郎千代江ILベイI淡町1 - 4- 1 1[ !.l1i 03 (502)  6111 ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道中間・点北・北陸・内国

空 気 調 和 設 備 .

衛 生 設 備13L汁地工

⑪三建設備工業株主ミ奮枇

大阪支底 大阪市北区紅締 ｾｉｊ 3 欝 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1  ((¥':l 

本 社 * 京都寸: 央区円本総蝋般四J 2  - 2 2 電話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名古屋・仙台・札似・広島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 横 浜

r  
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

掠式会社 三 発 空
。

調
本 社 大 阪 di lI[ lx)l&: 見 1 イン 21MI D タワ- m，l，T; 06- 949ー 1371

l I [ ，江本山 点 1;r 郎 新 'rr i( >(1列車庁¥rl Mr l f l : ぷピル m羽 03- 344ー 1911

大阪本山 大阪市北 lベ州大ー渦 3 J i l 13 11'i 20 け 111，]古 06- 363ー 1371

支 ｉｾｩ＠ 仙 台 ，Ii 太田 r 2  r  11 Ｒ 砕 ＱＰ け ｾＧＱｴＮｬ，ｔ［ ＰＲＲＲ Ｍ ＶＱ ＭＳ ＰＰＲ

名内111 l( i 小 村Ix: r，駅，*i2 rr 114 11'i 19り 泊 以052- 581- 8571

広島市中[ > ( 紙 1;[ 町 1 r  112 I昨22 け 111，11. 082- 247- 4535

伺 1:f. 1市 中 央 1>( 大名 2 J i  14 得22 り電，1，T; 092ー 761- 3795

止 Ｑ 住所札帆 ・ Ｔ 民 ｩｊｾ ・， ｪｃ ｴＮＡ ｓ ・ゃ Ｑ ， ＩＱ ・松 ｩ｛

."'， Ij;役 所 ，'f 森・やj ((J J .  ｾｬｫｬ 凋 ・下自 Ｑ ｓＧｩＺ｜Ｂ ｔＭＪ Ｇ ｉｉ 川奇 ・ ｾ［ｾ山 ・ 桐ｩｉＢ ，:':j 必 ・

FI 則ー熊本・脱児玉，) ・ i'l' 制n

- .  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

e・9 よりよさ環境へ技術で挑む一一一一

g  株 式 会 社 書 冊

倒防 ・ーー一

本 社 大阪市内J区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピ Jレ1. 2階)

郵便1s: 号542 電話大阪 ( 06) 768ー 5 0 3 1 代表

メノテナンス邸 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 庖 点点古f I 千代田区九段南2丁目 2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便倭号102 電話東京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

一

大

慨

す

ノ

;

也

知

川

/

空

細

川

駅

」

ま

f

¥

蹴

斗

マu ・，せて16 ＢＧｾ割判ＧＮ白面刺市 ＲＮＶ a  13.- ).44  1851 大 代 大 幅 広u u  16， 448- j h  1) f  

ズ陪王位 。 16 448- 5851 代 るる且車庖 u )2 -2 ， ｾＵｾ 代 中国王庖 0 082 241. 5! ，41 

九 州 支16 '" 吟2 -431 2 ド 仇 属 蕨 AA' :l t !VI W . .・5ミ 挿 戸 芳 田 ー国 山 田 園

空 気 調 和 J イ下¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 『てコ7 設 計 施 工

第ーエ紫株式会私

大阪支庖

大 阪 支 后 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 佐 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代ぷ)

本 社 〒 100 点 ぶ 郎 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 醤 1 号

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約j苫

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市」ヒIi { 阿天満 5 - 11- 12  'il): 06- 313- 1846 

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 }j In巾斐旧東町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

「個樋 ｂ 側骨ｾ 空 気 調 和 設 備

一 一 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 童 文 備

東 洋 熊 工 割 信 機 豆 電 金 経 大 隊 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  I  

本 社 点京邸中央区水締 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 l苫 名 古 I;!， ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市大法 ｛ｾａＧｩ ｬ ￬ Ｖｉ￯ｉＸ 詐 Ｔ 乃 電話大阪 ( 458) 3628番

支底 ・営業所 福岡 ・京都・ 天理・川 西

99 



⑨日本管工業株式会社

本 社 耳 東 部 主 底 京 都 市 市 区 西 九 条 盟 国 町 2 0  lII' 1也 の 1

11U舌 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 支 広 大 阪 市 北区 天 満 ト5- 20 電 結 ( 06 )  352- 3501側

三 ・ 支 底 湾 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電 結 ( 0592) 26- 361倒的

四 日 市 営 練 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 結 (0593) 53ー 7431<<匂

滋 賀 営 灘 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 路 (0775) 22- 973凶勺

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

成 栗 原 工 業 株 式 会 紅

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ピ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 1吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 丸 州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 輿 社

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

本 社 大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

話 ( 361 ) 3  6  7  1 ・( 代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 総 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

出 張 所 川 崎 ・ 相 模 原 ・ 排 ・ 滋 賀

限りなきクリーンに銚賊するｾ，

電 気E宣傭 ・クリーンルーム・冷暖房段備

鎗 排 水 衛 生 股 備 - I十厳司削IJ f J O般傭・立体自勧倉庫

エネルギー集中監視システム ・回転式自転車置場

位 置 + 施 工

ぬ 三 室 電 機 株 式 会 祉

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

志 社 干530 k 阪市北区西天満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

東 京 支 底 干105 東京都港反軒構2- 16(ニ A 一新情ピル ) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名 古 屋 支 底 〒462 名 古 屋 市 北 区 金 城 主 丁日 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

神 戸 主 底 〒657 神戸市揖区岩層中町1-2-9( エピスピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

特殊壁装材製造販売和室に最適

四--J 3ご;!?)(株)副 J!I:J!l D:2

100 

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・シート防水・モルタ J レ防水

・樹脂注入嬢着工法 各位樹脂 ｪ 主人後ｬｉ ｾｬｮ 修工

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各 傾 倒 防 注 入 ・充 塊 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 穆 シリコン・チオコー Jレ・ウレタ ン・ 7 7 リJレ

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン・ 5単位タイル・その他

0 11 f量 築 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー 53) 第 51225号

o日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 箇 会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  I.J.ι 、比三1: . " DI - ..........τ 主 主

5 l . 相地所府関Tピル201 s  14 " %1  ..，. τ守司町園r. . . τ7 4J T 1

T E L  0 6( 315)0701 ，.-・ -， ・.. #-・・.-、r4'・

@ 這 曜 膚m

d・5=..........

-・・・・・・・・・・・・)[..‘ ' 1 ・"':11，，，

③骨組王室信事12

。 住 友 電 設

住友電設株式会社

- 電力工夢

艶E 電匝蝿工，

架空嵩配置圃工事

地中温E 竃皿工・

取締役社長 相 馬 - ，ｾ＠

制 ν 〒553 大臣市植島E 祖凪7丁目担-8 f t 防同盟ー 1151 快代)

軍軍/ 〒 1(5 . 軍園地区芝 2T目2-17 官側. )454-7311 (次代J

・飯蝿工夢 ・プラント工事

ピル電貴島情工， 霊 園 工 事 ・情輯b ステム工'

工唱竃MI 蝿工事 暗躍水嵩生工， 光E量システム工事

防信電貴島蝿工夢 時陣配曹工事 CAT Vシステム工夢

肘 彊 工 .  ; 曙塙血盟世情工夢 書幅アンテナ彊置工事

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 本 質 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)1361 ( 代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385)1361 ( 代} 京都営業所 T E L 京郎075(31111185((1: )

東京営撰所 T E L  l駐車03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2( 771) 6 1 6 8

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

常務取締役支社長 横 田 幸 一

大阪市東区高斑鳩五丁目 二八11' f l 也電話大阪 ( 202) 0325- 9 /11= 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 新 宿 ・ 繍 浜 ・名古屋・九州

営業所・出張所 全国主要t i ! l 市32 ヶ所

製造元自由マスヲーピ，1 . ヲユ弐諒式会組

販 売 元 ポ 三r リ ス 拘 趨 練 武 書 誌

年 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03-582-8811

大 阪 営 轟 所 / 大 阪 市 東 区 北 品 3 - 7 ・06- 2(沼- 3294

。Ｎ￞Ｒ｟ ｜ｖｾＭ 酬の断熱用シｾ人
1移ラー/，' - ' ' ' J-d(み

目立バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は. 目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ量精進の断然策周二軍防水シートです。

自主電線株式曾枇靴願軒畑区納2 T 目1a ' 1 ! ( 干佃削

号

官

事

• 



J l I J I レヲ J l J 9J l
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

責 任 施

出

国

国

差皇

. .5x.  
色 彩キ勾長 尺

t:I 

口口

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

フフフターケアー

S 小 波 . S 大 i皮 . V i! 主. ，j'{ ッ ク スj成・ W ジャ ンポj皮 ・V デ y キ

V ジ ャ ン ボ波・ ボ ル ト レ ス ル ー フ BL . 其 の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニ ター ・ベンチレーター ・ムーハー・工キゾスター( 強制) J  

ボ ー ロイド (断 熱 材 ) O.G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 J l』j 求 ドさい

i&A，反則 桁

途用

Tf I J I レヲ J l J 9J l 製造椋式会祉

社

場
工

本

及

ふ

N

g

v

庖

設

必

読

砂

阪

支

開

v

b

hq

阪

パ

ト側

臥

v
、

大

大

干 660 尼 崎 市昭 和 市 泊 り 3 ー 26 松 本 ヒル 五 新 大 阪 (06)412- 5131( 代 )

大 |坂 ・) L州、1 .  ｾ νＧ ，， Ｇ［ Ｑ せ ・ μＺ ， Ｑ ［ ，Ｑ ［ Ｎ Ｊ 条 ・ 刈 谷 ・ ｾｉＺ ｾ 医科

』岐 市 場f 越 5 r  11 6  {件 32 サ 屯 話 厳 (0484) 42- 31 15(代 )

京 北 . .!l t 京 |見.J Jl.L・ 熊 谷

干 335東 京 本 社 及 工 場

支 底 及 工 場

Ｍ・・唱 ｅ 国 首竃ｊｩｾＺ語ＡｅＱ｜主語里 ｅ ・・

川

建

築

構

造

計

算

資

料

集

M

・

中

川

淳

善

一

第

基

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

雲

間

B

5
判・

二

四

O

頁
・

三、

八

8
円

R

一

1

・

l

l

貢

・

三

、

八

O

O
円

O

各

種

建

築

僑

造

の

一

第

3

巻

鏑

縄

造

編

m

B

5

判

・

二

=

五

頁

二

一

、

二

O

O
同

-

B

5

判

・
二

四

九

頁

・

三

、

八

O

O
円

K

一

B

5
判

・

=

四

七

頁

・
三

、

八

O

O
円

O

一

第

8

巻

応

用

計

算

編

B

5
判・

二

O

八

頁

目

、
ハ

δ

O
円

o

h

v

 

同

増

補

。

髭

お

構

造

力

学

N

・

井

上

允

彦

著

B

6
判

一

五

一

頁

・

定

価

一

、

五

O

O
円

建築技術5=皆三碧

建 築 妓 術

者 必 携 の

専 門 誌

E E重富盟国璽1')11ti Jtit.Ti置

一口に建物の劣化といっても、その劣化現象や劣化のメ力二ズム、

対策のあり方は建物によって千差万別です。いま切実に求められてい

るのは、多様な条件の下におかれた建物の個別性に応じた対策のあり

方です。そのためには、建物を囲む外的条件、例えば気象条件、環境

条件、使用条件などの外部要因と建物の劣化との関係を、しっ力、りと

把握しておく必要があります。より確実性の高い効果的な劣化対策を

進めていただくために、不可欠のテキストとして構成されています。

2. 工業地帯の建物

4. 温泉地の建物

6.精錬工場

8. 工場の床

1  . 海岸地帯の建物

3.寒冷地の建物

5. 化学・食昂工場

7.煙突

8. 郵便局の床

本文企画/ ・連載: 精算法による保有水平耐力入門( 第2 回)

・混合構造による高層R Cの事務所ビル

・工事用防災監視システム

. 、、メキシコ H あれから2 年ーその復興状況を見てーほか

続 建 築 技 術

〒160 東京都新宿区北新宿卜8-1 中島ビル

T E L ， (03)363-4211 振替東京0-7241 7
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くっきり、鮮やれ

ションも世出な新色 7 色がそろ って 、さ

らにイ11;1性的 、さらに魅力的になりました 。

三星フネンシンクル

悶

す。 その美しく、采らかい表↑ !?は 、佳 物

の特長が屋艇によ ってii i{ I_L¥されることを

表坑 しています。屋出はいま 、新しい表

'1'1'1をもちました 。 日本のttH民、一歩すす

めて、フネンシング/ レ ・一文' j': は r1-: } 1日，'l'l

と美しさを迫ょド。，i ' J ! . しめる挫物や環境づ

くりにあわせて選んだ 、カラーパリエー

采らかな質感、鮮やかなライン 、深い 色

どり 。 美しい A きl床で、フネンシングノレ

. 一文' [: は H イドの屋似に{ 確実に定治して

きました 。美への鋭い感覚が生きてこそ

伝統の出版一 一フネンシングル ・一文' [:

は 、ぷj、4 ・デザイン ・色彩が一体 とな っ

て、l長i L たアンサンプルを形成していま
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